
島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
出
発

は
じ
め
に

島
根
岳
に
初
め
て
鉄
道
が
開
通
(
鳥
取
県
米
子
S
島
根
県
女
来
間
)
し
た
の
は
明
治

後
期
、
一
九
0
八
年
(
明
治
四
一
)
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
八
七
二
年
に
日

本
で
初
め
て
鉄
道
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開
通
(
五
貝
品
川
S
横
浜
間
仮
開
業
。
九
月
、
新
橋
S
横
浜
間
開

業
。
)
し
て
か
ら
三
六
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
一
ハ
ハ
ハ
年
に
開
業
し
た
山
陽
鉄
道
は
既

九
0
 
一
年
に
神
戸
S
下
関
間
を
全
通
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
後
、
旧
丙
を
西
進
す
る
山

1陰
線
(
山
陰
本
線
)
が
浜
田
に
達
す
る
の
は
一
九
一
三
年
(
大
正
一
 
0
)
、
同
線
の
全
線

開
通
(
京
都
S
幡
生
間
)
は
一
九
三
三
年
(
昭
和
八
)
で
あ
る
。
島
根
県
は
長
い
問
「
陸

の
孤
島
」
で
あ
っ
た
。

と
ぅ
し
た
山
陽
に
対
t
る
山
陰
の
鉄
道
敷
設
の
遅
れ
は
島
根
県
の
鉄
道
史
を
語
る
上
で

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
論
点
で
あ
り
、
日
本
近
代
史
に
お
い
て
は
近
年
、
内
藤
正
中
氏

阿
部
恒
久
氏
・
古
厩
忠
夫
氏
ら
を
中
心
に
地
域
格
差
問
題
1
1
 
「
裏
日
本
」
化
の
問
題
と

(
1
)

し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
動
向
を
受
け
、
地
域
で
の
鉄
道
敷
釜
動

の
解
明
も
、
各
府
県
域
や
各
路
線
地
域
と
い
っ
た
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
視
点
が
必
要

と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
と
ろ
が
、
現
状
で
は
鉄
道
敷
設
を
め
ぐ
る
地
域
で
の
動
き
は
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。

本
稿
の
目
的
は
そ
う
し
た
研
究
状
況
に
鑑
み
て
、
島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
実

態
を
解
明
す
る
と
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
運
動
の
起
源
・
始
ま
り
に
焦
点
を
当
て
る
も

の
で
あ
る
。

島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動
に
つ
い
て
、
大
正
期
以
降
、
幹
線
鉄
道
(
H
山
陰
線
)

形
成
後
に
敷
設
さ
れ
た
J
R
木
次
線
、
 
J
R
三
江
線
、
一
畑
電
車
(
一
畑
軽
便
鉄
道
)
な

ど
支
線
鉄
道
の
歴
史
は
沿
線
の
自
治
体
史
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
比
較
的
実
態
解
明
の
蓄

積
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
冒
頭
で
述
べ
た
、
幹
線
鉄
道
開
通
に
至
る
ま
で
の
時
期
の

実
邪
明
が
遅
れ
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
に
あ
る
。
そ
し
て
、
畠
で
鉄
道
敷

鐙
動
が
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
形
で
始
ま
っ
た
か
に
関
し
て
は
特
に
暖
昧
な
ま
ま
に

さ
れ
て
き
た
。

【
表
】
は
、
県
内
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
島
根
県
の
近
代
史
・
鉄
道

史
に
関
す
る
代
表
的
な
著
作
で
の
張
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
運
動
の
開
始
時
期
に

関
し
て
著
作
に
ょ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
一
八
八
七
年
・
一
八
九
二
年
・
一
八
九
九

年
の
三
つ
の
時
期
に
大
別
で
き
る
。
研
究
史
整
理
の
た
め
、
こ
こ
で
【
表
】
を
も
と
に
三

つ
の
時
期
H
画
期
を
無
し
て
お
き
た
い
。

(
2
)

第
一
は
、
【
表
】
中
内
藤
正
中
著
『
島
根
県
の
百
年
(
県
民
百
年
史
三
二
)
』
な
ど

一
八
八
七
年
(
明
治
二
0
)
以
降
、
鉄
道
敷
設
運
動
が
始
ま
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
『
鳥
取
畠
』
近
代
第
三
巻
・
経
済
編
(
一
九
六
九
年
刊
)
が
、
一
八
八
七
年
九
月

に
松
江
で
島
根
・
鳥
取
両
県
の
呉
=
議
員
が
集
ま
り
、
陰
陽
連
絡
鉄
道
に
関
す
る
協
議
を

行
っ
た
と
し
た
の
を
受
け
て
の
見
解
で
あ
る
(
こ
れ
に
関
し
て
は
第
一
章
で
疑
問
を
提
起

し
た
い
)
。

沼
本

脂
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件公江市議会史」
a9別年)

鵬井長県大百科事典上巻」
(1982年)

「明治五年、東京・横浜間に、わが国はじめての鉄道が開通した。それから二十七年後の同
三十二年1公1工市でも鉄道敷設の促進運動が起こり翌三十三年十二月には山陰鉄道期成同
盟会(会長・金尾島根県知事)を結成し松江市に事務所を置いて米子以西の松江、浜田、山口
に通じる鉄道の建設を強く中央に働きかけた。」(P.37)

①「島根県下で、鉄道建設の運動が始められたのは、1899年(明治32)の8月ごろから」(野本
晃史)(P.696)

②(1889年の山陰鉄道計画の登場により)「松江地方でも山陰鉄道の建設を望む声が強く
なってくる」(池橋達広伺(P.691)

③広浜鉄道・・・「1897年(明治3のどろ石見部有志が浜田から広島に達する民営鉄道を企画
した。佐々田懋らは芸石鉄道会社、恒松隆慶らは広浜鉄道会社を企画し、競争した」(池橋達
雄)(P.認の

内鰈正中茗
r,1山村U雫の再年」
世A民百年史32)

(1982年)

『新闇に見る
山陰の世相百年』

(19器年)

川_1陰における鉄道建設の動きは、明治二十年の私設鉄道条例の公布を機に同年九月十一
日、島根・鳥取両県の県会議員有志が松江で会同して、岡山と境港をむすぶ陰陽連絡鉄道の
建設促進を決議したことにはじまる。」

(1890年以降の鳥取県会、米子旧野郡の有志者など鳥取県での鉄道敷設運動に対して)「島
根県会では、倉敷・境間の路線を、鳥取県日野郡石見から島根県能義郡内を経由して、安来・
米子・境問とすることを決議して政府に建議した。」

「島根県では、三十二年(ーハ九九)八月に松江市の福岡世徳と岡崎運兵衛の両名が委員に
なって上京請願して以来運動が活発化した。」(P.100~101)

紬井正夫編
「1川会の鉄道建設史」

(19舗年)

1市制施行]00周年記念
松江市誌」
a989年)

「島根県の鉄道建設運動は、鳥取県よりかなり遅く三十二年、松江市と松江商業会議所の有
志が鉄道期成同盟会をつくったのが始まり。」(P.173)

「山陰線米子以西の開通山陰鉄道期成伺盟(会長島根県知事)を中心とする県民一体と
なっての請願運動が効を奏し既述のように明治39年2月第22回議会において山陰縦貫線
「和田山~境間」が「福知山~今市問」に拡大された。」(P.18・23)

群公江余談」
a989午)

「明治五年(ーハ七二)十月、東京・横浜間に、わが国初めての鉄道が開通した。それから
二十七年後の同三十二年(ーハ九九)、松江市でもようやく鉄道敷設の促進運動が起こり、

翌三十三年十二月、山陰鉄道期成同盟会(会長・金尾島根県知事)を組織し、松江市に事務

所を置いて、米子・以西の松江・浜田・Ⅱ、1口に通じる鉄道建設を強く中央に働き力斗ナた。」
(P.204・205)

一畑電気鉄道株式会社総合資料集
胖中々の里を走る電車たち」

a994年)

「鉄道は明治五年に新橋・横浜問が開通。明治三十四年には神戸・下関間の山陽本線が全線
開通した。しかし、島根県は明治三十二年にやっと山陰鉄道敷設運動が始まる」(P.49)

「明治29年代には、官設鉄道建設への促進運動も盛んで、県選出代議士や松本歓次郎・糸原
武太郎・福岡世徳らにより中央に働きかけていた。明治32年7河1酎工市当局を中心として

「山陰鉄道期成同盟」を組織し、福岡世徳・岡崎運兵衛を上京委員として、
第一目標姫路~鳥取県間

第二目標山陰縦貫線

の具体案を示して、陳情を繰り返した。第三目標中国線

明治33年H月金尾稜巌(灸U事)を会長として

1)官設姫路~鳥取線の促進

2)米子以西、松江~浜田~津和野を経て山口に達する山陰線速成

などについて、明治35年2月・帝国議会に請願書を提出するなどの運動を続けた。」(P.Ⅱ)

内藤正中編薯
『図説島根県の歴史」
(図説日本の歴史32)

(1997年)

山岨何厶茗
『山陰鉄道物i磁

(2002年)

「山陰での鉄道建設計画の具体化は、明治二0年(ーハハ七)の私設鉄道条例公布を機に、島
根・鳥取両県の県会議員有志が松江で会同して、岡山と境を結ぶ陰陽連絡鉄道の建設促進
を決議したことにはじまる。ところが二三年になると、岡山一津山一倉吉一米子一境、岡山
一津山一勝山一根雨一米子、玉島一倉敷一新見一米子一境、倉敷一新見一安来一米子など、
陰陽連絡の四路線が競合することになり」(P.199)

広瀬鉄道株式会社資料集
「歴史の里に消えた鉄道」

(2007年)

「島根県で鉄道建設の要求が上がったのは、やはり明治二五年のととである。この年に公布
された鉄道敷設法が、大きな契機になっているのは言うまでもない。島根県議会では、県
としての将来の鉄道構想に基づいて、倉敷一上石見一伯太一安来一米子一境へ至る陰陽の
ルートを決議し、内務大臣に請願している。同じとろ、浜田でも鉄道期成会が結成され、積
極的な敷設運動を展開している。」(P.23・24)

(備老)各文献の出版元などの詳細は本稿末尾の参考文献一覧を参照のこと。

「島根県で鉄道建設問題が具体的に表面化したのは、明治25年のことである。「鉄道敷設法」
が制定され、帝国議会で「山陰山陽連絡線」の建設が論議され、予定線として「姫路~鳥取~
境」「岡山~津山~境」など9路線が候補に挙げられていた。
「並河理二郎」及び「佐々木善右衛門」の2名は、県知事を訪ね「安来~倉敷間」の鉄道敷設を
要請した。

同年12児の県議会において「並河理二郎議員」のほ力辺名から、「県下安来地方ヲ陰陽連絡鉄
道中央線二挿入セラレン事ヲ請フ建議」が県会議長に提出された。」(P.82)
※以下r島根県議会史」を引用(建議書)
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【表】島根県における鉄道敷設運動の始まりに関する記述(年代順)

1§ヌ禽父J耶・野〒島"一則好肩
即断工市誌」
a9411月

「松江市に於ける鉄道敷設促進の運動は、明治二十二年に至つて俄然擡頭した、同年七月市
当局を中心とし、市内有志者数十名相会合し1櫛首期成同盟を約し、八月に入り実行に着手
し、其運動方針の順序は第一姫鳥線、第叉山陰縦貫線、第三を中国線とし、徹を県下各郡に
飛ばして連絡を図り、委員二名(福岡世徳、岡崎運兵律Dを上京せしめた。第十四議会には、
鳩1」_1手U夫より「鉄道敷設法改正案」を衆議院に提出、二月には同案は衆議院を通過し、更に
姫鳥線速成の件衆議院に提出のことあり、右上京運動の功果も認識せられたのであった。
翌三十三年には、県下各郡鉄道速成委員より、知事金尾稜巌に建議し、之を推薦し統轄の任
を託し運動方針を定めしめ、岡崎運兵衛、佐藤喜八郎、三島佐次右衛門、福岡世徳を委貝と
し、十二月島根県庁に於て山陰鉄道期成同盟会規約を設け、*務所を松江市に置き、会長を
推薦(金尾知事を推選陣令事(郷田兼亮、根岸干夫、福岡世徳、村上寺夫、岡崎運兵衛、佐藤喜
八郎、三島佐次右衛門)を定めた上、官設姫鳥線の速成、米子以西松江、浜田、津和野を経て
山口に達する山陰線の速成を計るを期すること>し、又上京委員は狄の二項を定めた。(後
略)」(P.1221~1222)

※以ト、「[則女鉄近速成二関スル諭願」 a901午ν]Ⅱ日提出)、「1捌途郭丘1線中鉄道速成二渕スルi卸預
古」(1902年2打)なと、均06年(建設決定)までの経維が紹介される、、(~1、.}227)

『松江八丙八町内物語
0賜の巻』
a9551下)

新捌修松江市誌」
Q962午)

内心紅11中?f
「島根県、ト鉄道建設関係資料

(')」
住96"下)

「(松江の一引用者注)鉄道敷設促進運動は明治三二年八判からはじまつた。岡崎運兵衛、佐
藤喜八郎、三島佐次右衛門、福岡世徳と、つまり白潟財閥たちの期成委員たちは、第十四議
会に鳩山和夫をして法案提出させ、三十五年法案は通過した。」(P.162)

「明治二十三年山陰鉄道期成同盟会ができて松江市に*務所を置き、米子以西の松1工・浜
田・山口に通ずる鉄道の実現を期すべく中央に働きかけた。同年六月米子に鉄道事務所を
置き山陰線の事務を管理せしめ、三十五年十一月山陰で始めて境・米子・御来屋間に鉄道が
開通した。米子以西へは三十九年起工、同四十一年松江駅がしゆん工して、十一月八日開通
式をあげた。」(P.33D

『新修島根喋史」
通史緬2 近代

住967午)

「島根岬fFの最初の鉄道敷設が、倉敷一境という陰陽連絡にかんtるものから関心が寄せ
られていた」(P.即D

※以ド、「島桜県議会史』第]巻・第■飼折収のg,桜喋会に上る雄議・意兌、'井a8兜、1S95、]896、1900午)を
ι)J /＼

斗公北商工会議所七十午史』
(1967午)

①(山陰線敷設について)「島根県における鉄道敷設促進運動は、明治三十叉年八月1公1工市
の福岡世徳と岡崎運兵衛の両名を委員として上京させて以来活濃化」(P.752)
※汁§工市i艇1220~]227頁からの引用したとの注記ありψ.758)

②(陰陽連絡線の敷設に関して)「明治二十年代後半には、浜田と広島を結ぶ広浜鉄道、また
芸石鉄道の建設が計画され、その実現が要望されていた」(P.754)

NHK1公江放送局編
難井Rの百午」

(]968午)

「県下での具体的な建設事業着手は、明治の末年まで時期が下がるが、鉄道敷設の要望と運
動は二十年代から活漆にはじめられていたのであった。そうした要望のうち、もっとも早
い時期に表明されたのが、島根県会における二十五年十二月六日付「県、ド安来地方ヲ陰陽
連絡鉄道中問線二挿フ＼セラレン小ヲ請フ建議」である。」(P.3D
沖酎工什Hこおける6知首敷設促進運動は、明治三十叉年八村、福岡世徳と岡崎運兵衛の両名を
委員として上京されて以来活詞鄭ヒ」(P.75・76)

松村夾男洲
r島根百年j
Q968午)

内1博正中茗
『島根県の歴史」
(県史シリーズ32)

(1969午)

「島根県で、鉄道建設問題が貝.体化したのは明治二十五年のことである。や祁御島根県会の
有志議員から、島根県会の名において内務大臣に建議する「県下安来地方ヲ陰陽連絡鉄道
中間線二挿入セラレン*ヲ請フ建議」が提案可決される。」(P.169~17山

「鳥取県史』
近代第3巻経済編

( 1969年・)

「明治三十二年(中略)になって県民の要望を実現するための鉄道敷設運動が盛り上がり、
松江市内の有志数十人が集まって期成同盟会を設けた」(P.Ⅱ4)

内田兼四郎著
外公江交通物語』

(1977年)

「島根県で、鉄道建設問題が具体化したのは明治二十五年(ーハ九二)のことである。(中ヨ御
島根県会でも、内務大臣にたいして"県下安来地方を陰陽連絡鉄道中問線に挿入せられん
』とを請う建議"力S提案可決された。」(P.174)

速水保孝編著
「出雲の歴史」
a977年)

「陸の孤島鳥取県にも、山陽鉄道の進展と二十年の私設鉄道条例の公布に刺激され、ようや
く鉄道敷設の要望が高まり始めた。同年九月十一日には、鳥取・島根両県の県会議員が松江
で会同し、岡山と境を結ぶ陰陽連絡鉄道の開設運動の方針を定めた。」(P.746)

内藤正中砦
究っが町の歴史・松江」

(1979年)

「山陰縦貫線実現の統一的運動が進められたのは明治三十五年(一九0二)以降であった。
松江市に於ける鉄道敷設運動は明治三十二年(ーハ九九)七月であった。」(P.34)

「山陰の鉄道は、はじめは陰陽連絡を老えて企画される。二十六年に鉄道院が立てた官設鉄
道計画も姫路・鳥取・米子・境を結ぶものであって'」(池橋達雄XP.385)

「山陰鉄道の敷設については、ーハハ七(明治二0)年頃から話題となり、『山陰新閉』にも記
事をみることができる。しかし本格的な鉄道敷設促進運動は、ーハ九九(明治三二)年八月
に福岡世徳(市長)と岡崎運兵衛(衆議院議員)ら四名を代表委員として上京させて以来で、
翌年一二月には山陰鉄道期成同盟会も結成された。こうして一九0六(明治三九)年から、
境一米子を起点にして東と西へ鉄道工事がすすめられていった。」(P,21の

35

以下右頁に続く



第
二
は
一
八
九
二
年
(
明
治
二
五
に
晶
で
鉄
道
問
題
が
「
具
体
化
」
し
た
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
【
表
】
で
は
『
松
江
商
工
会
議
所
七
十
年
史
』
、
N
H
K
松
江
放
送
局
編
『
島

§
)

根
の
百
年
』
な
ど
が
あ
る
。
同
年
六
旦
三
日
に
、
全
国
三
三
項
も
の
予
定
線
を
掲
げ

政
府
の
全
国
的
鉄
道
網
整
備
の
構
想
を
提
示
し
た
鉄
道
敷
設
法
(
法
律
第
四
号
)
が
公
布

(
1
)

さ
れ
た
。
同
法
は
第
一
期
の
計
画
に
お
い
て
島
根
県
を
度
外
視
t
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り

晶
へ
の
鉄
道
敷
設
を
求
め
る
べ
く
、
島
根
冬
は
三
一
月
六
日
に
「
県
下
安
来
地
方
ヲ

陰
陽
連
絡
鉄
道
中
間
線
二
挿
入
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
請
フ
建
議
」
を
可
決
し
た
。
こ
う
し
た
島

根
冬
に
ょ
る
以
後
再
三
に
わ
た
る
建
議
・
意
見
書
は
『
島
根
県
議
会
史
』
第
一
巻
・
第

(
、
ご

二
巻
(
一
九
五
九
年
刊
)
に
ょ
っ
て
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
二

年
に
「
具
体
化
」
す
る
と
し
た
著
作
は
同
書
の
内
容
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

第
三
は
二
八
九
九
年
(
明
治
三
己
に
鉄
道
敷
設
運
動
が
活
発
化
、
も
し
く
は
始
ま
っ

た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
新
修
島
根
県
史
』
を
は
じ
め
多
く
の
著
作
が
取
り
上

(
6
)

げ
て
い
る
こ
と
で
、
上
野
富
太
郎
・
野
津
静
一
郎
編
『
松
江
嘉
』
(
一
九
四
一
年
刊
)

の
内
容
を
受
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
書
は
松
江
市
で
は
一
八
九
九
年
に
鉄
道
敷

設
運
動
が
「
俄
然
擡
頭
」
し
、
翌
年
に
「
山
陰
鉄
道
期
成
同
盟
会
」
の
設
立
を
も
っ
て
運

動
が
発
展
・
全
県
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
書
の
成
果
は
「
山
陰
鉄
道
期
成
同

盟
会
」
以
降
、
一
九
0
六
年
の
米
子
S
今
市
(
現
出
雲
市
)
間
の
敷
険
定
に
至
る
ま
で

の
運
動
の
状
況
を
籍
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

【
表
】
中
の
『
松
江
市
誌
』
・
『
島
根
県
議
会
史
』
以
降
の
多
く
の
著
作
は
そ
れ
ぞ
れ
新

た
な
史
料
を
提
示
し
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
晶
へ
の
鉄
道
開
通
ま
で
の
民
(
【
表
】

で
は
割
愛
し
て
い
る
)
も
含
め
て
、
出
典
を
詳
細
に
明
記
し
て
い
な
い
も
の
が
多
い
が
、

基
本
的
に
は
前
記
両
書
の
内
{
谷
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
島
根
県
の
幹

線
鉄
道
開
通
ま
で
の
鉄
道
敷
難
動
に
関
す
る
研
究
は
、
『
松
江
嘉
』
・
罵
根
県
雲
史
』

(
7
)

以
来
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
地

域
の
鉄
道
敷
釜
動
に
関
す
る
研
究
を
両
書
の
水
準
か
ら
一
歩
進
め
た
い
が
、
問
題
は
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

次
に
、
両
書
の
引
用
の
さ
れ
か
た
を
確
認
し
て
み
た
い
。
『
松
江
市
誌
』
は
、

、し

一
八
九
九
年
以
前
の
こ
と
に
関
し
て
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
年
に
「
俄
然

欝
」
し
た
の
は
「
松
江
市
に
於
け
る
」
運
動
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の

著
作
に
お
い
て
は
、
県
レ
ベ
ル
で
の
鉄
道
敷
鐙
動
の
始
ま
り
を
一
八
九
九
年
と
t
る
も

の
が
現
れ
る
。
『
新
聞
に
見
る
山
陰
の
世
相
百
年
』
は
、
「
島
根
県
の
鉄
道
敷
設
運
動
は
(
中

略
)
三
十
二
午
松
江
市
と
松
江
商
業
会
議
所
の
有
志
が
鉄
道
期
成
同
盟
会
を
つ
く
つ
た

(
S
)

の
が
始
ま
り
」
と
、
一
八
九
九
年
以
前
の
動
き
を
全
く
消
し
去
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は

詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
松
江
市
で
本
格
的
な
鉄
道
敷
設
運
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

り
き
心
り

は
一
八
九
三
年
七
月
に
市
長
福
岡
世
徳
を
中
心
に
市
役
所
内
に
「
松
江
米
子
間
鉄
道
請

(
9
)

願
事
務
所
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
『
松
江
嘉
』
の
「
俄
然
擡
頭
」

と
い
う
表
現
に
は
注
意
を
要
す
る
。
し
か
し
、
同
書
以
降
の
特
に
松
江
市
に
関
す
る
著
作

の
多
く
は
、
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
極
め
て
無
批
判
に
『
松
江
嘉
』
の
内
容
を
引
用
し

て
き
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
一
八
九
二
年
を
運
動
の
始
期
、
あ
る
い
は
画
期
と
t
る
も
の
に
つ
い
て
も
伺

様
に
問
題
が
あ
る
。
鉄
道
敷
設
法
公
布
後
、
県
内
で
も
鉄
道
敷
設
運
動
が
活
発
化
す
る
が
、

(
W
)

そ
れ
は
同
法
が
示
す
予
定
線
を
軸
に
展
開
さ
れ
た
。
同
法
に
ょ
り
官
談
道
建
設
の
法

的
手
順
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
、
同
法
の
第
一
期
線
を
能
義
郡
経
由
に
し
よ
う
と
し
た
先

述
の
島
根
昊
本
の
建
議
な
ど
は
、
確
か
に
鉄
道
実
現
に
向
け
た
「
具
体
的
」
な
動
き
で
あ
っ

f
)

た
と
言
え
る
。
ま
た
、
鉄
道
問
題
が
県
政
の
課
題
と
し
工
洋
上
し
た
こ
と
は
一
つ
の
画

期
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
旨
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
鉄

道
敷
設
に
向
け
た
動
き
は
存
在
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
鉄
道
問
題
が
「
具
体
化
」

36



す
る
以
前
の
状
況
を
不
問
し
た
ま
ま
、
同
年
に
「
具
体
化
」
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
島
根
県
に
お
け
る
幹
袈
道
開
通
ま
で
の
箔
敷
難

動
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
問
題
点
は
地
域
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
憲
解
明
の

作
業
を
抜
き
に
し
て
、
『
松
江
市
誌
』
や
『
島
根
県
議
会
史
』
の
内
容
を
引
用
し
、
そ
れ

ら
を
直
線
的
に
結
び
つ
け
て
論
じ
よ
う
と
す
る
た
め
、
一
向
に
記
述
が
具
体
的
に
な
ら
な

(
2
)

い
と
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
具
体
化
」
・
「
台
頭
」
・
「
活
発
化
」
と
い
っ
た
言
葉
で
大

雑
把
に
片
付
け
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
史
実
を
見
落
と
し
た

り
、
さ
ら
に
は
歪
め
て
し
ま
う
と
い
っ
た
重
大
な
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
の
基
礎
的
な
業
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
暖
昧
に
さ
れ
て
き
た
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
特
に
、
島

根
岳
の
動
き
に
焦
点
を
当
て
、
出
来
る
限
り
史
料
に
基
づ
い
て
曹
て
い
く
こ
と
と
t

る
。
本
稿
で
主
に
用
い
る
史
料
は
島
根
県
松
江
に
本
局
を
置
く
『
山
陰
新
聞
』
(
一
ハ
ハ
ニ

年
創
刊
)
で
あ
る
。

鉄
道
敷
強
の
成
立
を
め
ぐ
つ
て
は
、
同
法
が
晶
へ
の
鉄
道
敷
設
を
遅
ら
せ
る
大
き

な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
や
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
が
活
発
化
す
る
契
機
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
別
稿
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。
よ
っ
て
、
本

稿
が
対
象
と
す
る
時
期
は
、
山
陰
地
域
で
鉄
道
に
対
す
る
期
待
や
関
心
が
高
ま
る
第
一

次
鉄
道
熱
期
か
ら
、
島
根
県
内
で
主
体
的
な
鉄
道
敷
益
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

(
3
)

一
八
九
一
年
ま
で
と
t
る

0

第
一
章
第
一
次
鉄
道
熱
と
山
陰
地
域

第
一
節
一
八
八
七
年
九
月
の
松
江
で
の
会
合
を
め
ぐ
っ
て

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)
年
か
ら
一
八
八
九
年
に
か
け
て
、
全
国
的
な
私
設
鉄
道

設
立
ブ
ー
ム
が
到
来
t
る
。
こ
れ
は
松
方
デ
フ
レ
の
藍
と
、
日
本
鉄
道
会
社
(
一
八
八
一

年
創
立
)
の
好
成
誓
削
さ
れ
た
も
の
で
、
関
酉
山
陽
、
九
州
な
ど
の
大
私
鉄
会

社
は
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
八
九
二
年
ま
で
に
出

願
さ
れ
た
私
鉄
は
五
0
社
に
の
ぼ
る
が
、
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
わ
ず
か
一
四
社
に

(
Ⅱ
)

す
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
の
於
鉄
道
計
画
は
投
機
的
な
も
の
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
ブ
ー
ム
は
一
八
九
0
年
桃
の
到
来
で
一
気
に
沈
静
化
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
私
鉄

ブ
ー
ム
を
、
日
清
陰
期
の
私
鉄
ブ
ー
ム
と
区
別
し
て
鉄
道
史
で
は
第
一
次
鉄
道
熱
と
呼

ぶ
。
も
ち
ろ
ん
、
山
陰
地
域
も
そ
う
し
た
鉄
道
熱
の
な
か
に
あ
っ
た
。

島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
に
向
け
た
最
初
の
動
き
は
、
と
ぅ
し
た
時
期
の
一
八
八
七

年
九
月
三
日
に
島
根
・
鳥
取
両
県
の
代
議
士
が
松
江
に
集
ま
り
岡
山
S
鳥
取
県
境
間

を
結
ぶ
陰
陽
連
謬
道
の
敷
設
を
協
議
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
【
表
】
に

も
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
六
九
年
刊
の
『
鳥
取
県
史
』
近
代
・
一
弔
三
巻
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
、
近
年
で
は
老
川
慶
喜
著
『
日
本
史
小
百
科
近
代
人
鉄
道
>
』
(
一
九
九
六

鰯
)

年
刊
)
、
錦
織
勤
・
池
内
敏
編
『
鳥
取
米
子
と
隠
岐
(
街
道
の
日
本
史
三
七
)
』
全
0
0
五

(
鰯
)

年
刊
)
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
通
説
化
し
て
い
る
。

さ
て
、
一
響
が
こ
の
松
江
で
の
会
合
が
最
初
の
動
き
だ
と
「
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た

の
は
、
松
江
で
発
行
さ
れ
た
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
八
七
年
一
 
0
月
一
九
日
付
)
に
そ
れ

を
全
く
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
山
陰
鉄
道
会
議
」
と
題
す

る
記
事
は
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

過
日
来
の
朝
日
新
聞
神
戸
通
信
中
に
当
地
に
於
て
雲
石
因
伯
の
冬
議
員
が
集
合
し
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て
山
陰
鉄
道
敷
設
の
為
め
会
議
を
開
き
し
旨
を
二
回
ま
で
記
載
せ
し
が
這
は
何
角
の

備
に
て
も
あ
る
べ
し
右
等
の
事
実
は
全
た
く
無
根
な
れ
ど
も
早
晩
此
点
に
着
目
せ

ん
こ
と
は
吾
人
の
希
望
す
る
所
に
ぞ
あ
る

記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
『
朝
日
新
聞
』
(
大
阪
に
て
発
行
)
の
「
神
戸
通
信
」
に
は
九
月

二
0
日
付
、
-
 
0
月
九
日
付
で
山
陰
地
方
の
冬
議
員
ら
に
ょ
る
「
山
陰
鉄
道
」
の
計
画

が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
以
下
は
そ
の
記
事
で
あ
る
。

①
九
月
二
0
日
付
『
朝
日
新
聞
』
・
「
神
戸
通
信
」

山
陰
道
の
海
産
物
其
他
重
要
産
物
に
富
む
こ
と
は
世
人
も
已
に
知
了
せ
る
所
な
る
が

此
諸
産
物
は
運
輸
の
路
未
だ
開
け
ざ
る
に
由
り
て
所
黒
腐
陳
々
相
因
る
の
傾
な
き

に
し
も
あ
ら
ざ
る
に
ぞ
出
雲
、
石
見
因
幡
伯
耆
の
冬
議
員
は
夫
の
山
陽
鉄
道

の
布
設
も
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
右
四
国
を
連
貫
し
た
る
一
線
の
鉄
道
を
布
設
し

て
備
前
の
岡
山
に
通
じ
同
處
に
て
山
陽
鉄
道
に
接
続
せ
し
め
此
釜
を
以
て
産
物
の

運
輸
を
な
さ
ん
と
計
画
し
線
路
の
調
査
を
も
な
し
を
る
趣
な
る
が
此
計
画
に
し
て
成

立
た
ら
ん
に
は
直
ち
に
株
金
笈
に
着
手
す
る
都
合
な
り
と
い
へ
り
蓋
し
此
鉄
道
遂

に
落
成
し
て
産
物
の
運
輸
を
始
め
な
ぱ
産
物
運
輸
の
一
事
の
み
は
山
陽
鉄
道
よ
り
も

盛
な
る
べ
き
か

②
一
 
0
月
九
日
付
『
朝
日
新
聞
』
・
「
神
戸
通
信
」

山
陰
鉄
道
布
設
の
計
画
あ
る
事
は
已
に
報
道
を
経
た
る
が
猶
聞
得
た
る
所
に
拠
れ
ば

該
発
起
者
た
る
出
雲
、
石
見
伯
耆
、
因
幡
四
国
の
旧
尖
誓
は
去
一
日
出
雲
の
松

」
,

江
に
会
合
し
線
路
ハ
右
四
国
を
連
貫
し
て
備
前
の
岡
山
に
入
ら
め
し
同
處
に
て
山
陽

鉄
道
と
接
続
す
る
に
決
議
せ
り
と
ぞ
又
此
山
陰
鉄
道
は
其
長
さ
山
陽
鉄
道
に
及
ば
ざ

れ
ど
も
線
路
中
石
見
国
は
巌
石
頗
る
多
く
し
て
施
工
困
難
な
れ
ぱ
費
額
は
金
一
千
万

円
を
要
す
と
い
へ
リ

続
い
て
、
-
 
0
月
二
二
日
付
の
鼎
に
ル
靴
が
桜
じ
ら
れ
た
。

③
一
 
0
月
三
百
付
『
朝
日
新
聞
』
・
「
神
戸
通
信
」

夫
の
山
陰
鉄
道
布
設
出
願
の
事
は
其
主
唱
た
る
出
雲
石
見
伯
耆
因
幡
の
冬
議
員
及

び
有
志
が
去
十
五
日
出
雲
の
松
江
に
会
し
出
願
委
員
を
選
挙
せ
り
と
い
ふ
又
此
工
費

予
算
は
金
一
千
万
円
な
れ
ど
も
出
雲
石
見
の
二
国
に
は
富
人
頗
る
多
き
に
付
璽
し

得
ん
こ
と
容
易
な
る
べ
し
と
い
へ
リ

と
れ
ら
一
連
の
「
神
戸
通
信
」
に
ょ
る
と
、
「
山
陰
鉄
道
」
計
画
に
つ
い
て
一
 
0
月
一

日
と
一
五
日
に
松
江
で
協
議
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
-
 
0
月
九
日
付
記
事
で

は
「
費
額
」
が
こ
千
万
四
と
の
具
体
的
な
情
報
が
現
れ
、
-
 
0
旦
三
日
付
記
事
に
至
っ

て
は
「
出
願
委
員
を
選
挙
」
し
た
な
ど
と
話
が
独
り
歩
き
し
て
い
く
の
が
特
徴
で
あ
る
。

介
)

な
お
、
こ
れ
ら
『
朝
日
新
聞
』
に
似
た
よ
う
な
記
事
は
九
月
二
五
日
付
『
山
陽
新
報
』
(
岡

(
玲
)

山
)
、
-
 
0
月
三
二
日
付
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
も
見
ら
れ
る
。

前
掲
『
鳥
取
旧
貫
』
に
は
典
拠
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
等
は
典
拠
と
な
る
史

料
に
辿
り
着
け
な
か
っ
た
。
『
山
陰
新
聞
』
を
見
る
限
り
、
九
月
・
-
 
0
月
に
松
江
で
陰

(
玲
)

陽
連
絡
鉄
道
に
関
t
る
協
議
が
な
さ
れ
た
と
い
、
P
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
両
県
に
関

係
す
る
会
合
と
し
て
は
、
九
月
一
五
日
よ
り
松
江
で
島
根
鳥
取
両
県
連
合
繭
糸
共
進
会
が

(
0
)

開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

当
時
、
『
山
陰
新
聞
』
の
紙
面
に
は
遠
く
は
山
陽
鉄
道
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
(
八
月

二
0
貝
九
旦
五
旦
さ
れ
る
な
ど
、
鉄
道
事
業
に
関
す
る
同
紙
の
編
集
者
の
関
心
度

は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
松
江
で
陰
陽
連
絡
鉄
道
に
関
t
る
協
議
が
行
わ
れ
れ
ぱ
一
大

ニ
ユ
ー
ス
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
の
ち
の
時
代
に
見
ら
れ
る
晶
外
で
の
鉄
道
敷
設
運
動

に
対
t
る
同
紙
の
詳
細
な
報
道
の
あ
り
か
た
か
ら
し
て
も
、
『
朝
日
新
聞
』
な
ど
が
伝
え

る
松
江
で
の
会
合
は
誤
閏
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
山
陰
新
聞
』
で
島
根
県
に
関
わ
る
鉄
道
計
画
を
報
じ
た
最
初
の
記
事
は
、

ハ
ハ
七
年
四
月
二
0
日
付
「
広
島
県
下
の
箔
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
呉
=
議
長
な
る
」
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脇
栄
太
郎
と
粟
村
信
武
(
広
島
商
業
会
議
所
会
頭
)
ら
広
島
の
有
志
が
「
同
地
よ
り
出
雲

の
松
江
へ
線
路
を
布
設
せ
ん
と
企
て
」
た
こ
と
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

記
事
は
広
島
県
側
の
動
き
を
紹
介
t
る
の
み
で
あ
り
、
島
根
県
の
人
々
の
動
き
は
わ
か
ら

鉄
道
に
対
t
る
期
待
は
も
っ
と
早
く
か
ら
『
山
陰
新
聞
』
紙
上
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ぱ
、

一
八
八
四
年
八
月
二
三
日
付
「
山
陽
鉄
道
」
と
い
つ
記
事
で
は
「
頃
日
大
坂
に
於
て
神
坂

の
紳
士
数
名
相
会
し
て
山
陽
道
鉄
道
会
社
創
立
の
需
あ
り
し
と
同
地
の
新
聞
に
出
た
る

が
、
果
し
て
然
る
挙
の
あ
る
と
せ
は
実
に
賀
す
へ
き
の
事
に
し
て
、
こ
れ
な
ら
ぱ
我
々
が

ち
ょ
つ
と
及
ひ
届
き
も
無
い
と
お
も
ひ
し
山
陰
池
又
早
晩
汽
車
の
煙
り
を
望
む
に
至
ら

(
れ
)

ん
か
」
と
、
山
陰
へ
の
鉄
道
の
延
伸
に
対
す
る
淡
い
期
待
松
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
八
七
年
九
旦
三
日
付
「
山
陰
鉄
道
の
初
耳
」
と
い
う
記
事
で
は
、
関
西
鉄
道
株
式

会
社
が
京
都
S
為
間
(
同
社
の
創
立
時
の
計
画
に
あ
っ
た
京
都
S
宮
津
間
の
野
で
あ

(
2
)

ろ
う
か
)
の
鉄
道
を
計
画
中
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
「
此
鉄
道

成
功
の
日
に
至
ら
は
我
が
松
江
の
如
き
も
交
通
の
便
の
み
な
ら
す
経
済
上
至
大
の
関
係
を

及
ぼ
す
事
な
る
べ
し
」
と
の
期
待
釜
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
は
冒
頭
「
近

ニ
、
ワ
こ
.
、
ノ

時
各
地
に
鉄
道
騒
き
の
鴛
々
た
る
に
も
拘
ら
す
所
詮
と
れ
ぱ
か
り
は
と
澄
し
て
居
た
る
我

が
山
陰
道
中
の
一
地
方
へ
今
日
鉄
道
の
計
画
あ
ら
ん
と
は
思
は
ざ
り
し
に
」
と
い
う
言
葉

か
ら
始
ま
り
、
鉄
道
熱
に
対
し
て
距
離
を
置
い
て
眺
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
も
受
け

る
。

こ
れ
ら
一
連
の
『
山
陰
新
閉
』
の
記
事
か
ら
は
、
島
根
県
の
人
々
の
鉄
道
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
^
^
い
^
^
と
い
っ
た
も
の
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
島
^
県
の
^
か
ら

の
鉄
道
実
現
に
向
け
た
動
き
は
見
え
て
こ
な
い
。

第
二
節
一
八
八
九
年
に
お
け
る
鉄
道
計
画
と
島
根
・
鳥
取
両
県

第
一
次
鉄
道
熱
は
一
八
八
九
年
(
明
治
三
一
)
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
同
年
に
は

山
陰
地
域
に
関
わ
る
鉄
道
計
画
が
現
れ
る
。
第
一
に
、
関
西
の
実
業
家
た
ち
に
ょ
る
、
山

陰
を
東
西
に
結
ぶ
山
陰
鉄
道
計
画
で
あ
る
。
山
陰
鉄
道
会
社
は
兵
庫
県
神
崎
S
舞
鶴
S

兎
)

久
美
浜
S
鳥
取
S
米
子
S
松
江
間
の
路
線
を
計
画
し
て
い
た
。
関
西
地
方
に
お
い
て
は
、

京
都
府
舞
鶴
が
第
四
海
軍
区
の
鎮
守
府
の
有
力
な
候
補
地
と
目
さ
れ
る
な
か
、
同
年
四

区
)

打
か
ら
六
月
の
間
に
舞
鶴
を
南
か
ら
目
指
す
鉄
道
計
画
が
六
社
相
次
い
で
生
ま
れ
た

0

山
艇
道
会
社
と
は
、
そ
の
中
の
一
つ
摂
丹
鉄
道
(
神
崎
S
三
田
S
篠
山
S
福
知
山
S

舞
鶴
)
が
五
月
に
舞
鶴
S
松
江
間
の
路
線
を
延
長
し
て
出
願
・
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
関
西
の
実
業
家
た
ち
に
ょ
る
と
れ
ら
の
計
画
は
山
陰
鉄
道
も
含
め
、
政
府

に
ょ
っ
て
全
て
却
下
さ
れ
、
計
画
は
頓
挫
す
る
。
池
橋
達
雄
氏
は
、
「
山
陰
鉄
道
」
と
い

零
)

う
言
葉
が
最
初
に
出
る
の
は
こ
の
計
画
に
お
い
て
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

0

第
二
に
、
関
西
地
方
で
の
こ
う
し
た
動
き
と
連
動
す
る
か
の
ご
と
く
、
六
月
以
降
鳥
取
・

岡
山
両
県
を
ま
た
が
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
が
登
学
る
。
こ
の
よ
う
に
一
八
八
九
年
は

山
陰
地
域
が
鉄
道
敷
設
に
向
け
て
大
き
く
動
い
た
年
と
な
っ
た
。
本
節
で
は
そ
う
し
た
同

年
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
が
、
島
根
・
鳥
取
両
県
の
状
況
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
っ

オ

(
こ
鳥
取
県
で
の
状
況

『
山
陰
新
聞
』
か
ら
は
一
八
八
九
午
鳥
取
県
に
お
い
て
四
線
の
陰
陽
連
誤
道
計

画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
島
根
県
側
の
特
徴
を
考
察
t
る
上
で
も
重
要

な
の
で
、
以
下
は
簡
単
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
、
同
年
に
お
け
る
鳥
取
県
で
の
鉄
道
敷
設
運

動
の
状
況
を
同
紙
か
ら
概
観
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
や
は
り
私
談
道
と
し
て
計
画

元
)

さ
れ
た

0

メ
V
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第
一
は
米
子
S
玉
島
間
で
あ
る
(
「
西
線
」
と
称
さ
れ
た
)
。
同
路
線
は
伯
耆
地
域
西
部

の
日
野
・
会
見
両
郡
の
有
志
者
と
、
岡
山
県
浅
口
郡
の
有
志
者
が
そ
の
実
現
を
目
指
し
て

(
町
)

{
"
'
h
)

い
た
。
七
月
二
二
日
に
は
、
岡
山
県
よ
り
来
県
し
た
「
口
谷
九
郎
」
・
「
辻
英
一
三
と
会
見
・

露
)

日
野
両
郡
有
志
者
が
米
子
に
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
第
二
の
路
線
は
米
子
S
津
山
S

岡
山
県
和
気
間
(
同
地
に
て
山
陽
鉄
道
と
接
続
)
で
あ
る
。
米
子
S
津
山
間
は
日
野
郡
か

ら
岡
山
県
勝
山
を
経
由
す
る
と
さ
れ
、
「
国
道
線
」
や
「
西
伯
鉄
道
需
」
な
ど
と
称
さ

(
9
)

れ
た
。
こ
の
路
線
に
は
鳥
取
県
の
米
子
・
日
野
郡
有
志
者
と
岡
山
県
の
美
作
地
域
の
有

志
者
ら
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
島
根
県
と
の
関
連
で
注
目
t
べ
き
動
き
が
見
ら

れ
た
。
九
月
二
四
日
に
勝
山
に
て
鳥
取
・
岡
山
両
県
有
志
者
に
ょ
る
協
議
会
甫
催
さ
れ
、

「
国
道
線
」
実
現
に
向
け
て
の
委
員
の
選
定
仮
免
許
下
付
請
願
に
向
け
て
の
方
針
等
が

決
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
日
野
・
会
見
両
郡
で
雲
石
両
国
に
需
し
賛
成
を
得
る
事
」

(
豁
)

が
含
ま
れ
て
い
た
。
「
国
道
線
」
実
現
に
向
け
て
は
島
根
県
側
へ
の
運
動
の
拡
大
も
視
野

に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
米
子
S
倉
吉
S
津
山
S
岡
山
間
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

(
N
)

伯
耆
地
域
の
東
部
四
郡
(
汗
入
・
八
橋
・
久
米
・
河
村
)
の
有
志
者
が
関
わ
っ
て
い
た

0

最
後
に
第
四
は
高
草
郡
古
海
(
海
徳
村
鳥
取
近
傍
)
S
八
上
郡
河
原
S
同
郡
今
在
家
(
東

郷
村
)
 
S
同
郡
船
岡
S
八
東
郡
福
井
軍
村
)
 
S
同
郡
若
桜
を
経
由
し
て
姫
路
に
至
る
路

(
3
)

線
で
あ
る

0

そ
し
て
、
こ
れ
ら
各
路
線
の
有
志
者
は
自
線
の
優
位
性
を
実
証
す
べ
く
、
よ
り
具
体

的
な
行
動
を
起
し
て
い
た
。
先
に
挙
げ
た
第
一
、
第
二
の
路
線
に
お
い
て
は
帝
国
工
業

会
社
技
師
で
工
学
士
の
小
田
川
全
之
を
雇
っ
て
実
地
測
量
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

(
3
)

で
き
る

0

陰
新
聞
』
を
見
る
限
り
ほ
と
ん
ど
動
き
が
見
ら
れ
な
い
。
先
に
述
べ
た
、
米
子
S
玉
島
間

の
鉄
道
計
画
を
進
め
て
い
る
浅
口
郡
有
志
者
の
板
谷
と
辻
は
、
七
月
二
二
日
に
米
子
で
協

議
を
行
っ
た
の
ち
、
松
江
に
向
っ
た
。
そ
こ
で
二
人
は
「
談
道
に
於
け
る
民
間
有
志
者

の
意
見
を
叩
か
ん
が
為
竺
三
の
豪
紳
を
訪
問
せ
し
が
其
の
挙
最
と
も
希
望
す
る
所
な
り

滴
)

と
の
賛
成
を
得
」
た
。
こ
れ
は
、
『
山
陰
新
聞
』
紙
上
に
お
い
て
、
鉄
道
敷
設
に
向
け
た

島
根
県
の
人
々
の
地
域
で
の
動
き
が
確
墾
き
る
最
初
の
記
事
で
あ
る
。
記
事
か
ら
は

コ
三
一
の
覇
」
が
誰
な
の
か
、
ま
た
、
協
議
の
具
体
的
な
内
容
も
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
記
事
は
こ
の
年
唯
;
み
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
鉄
道
熱
と
隔
絶
さ
れ

て
い
る
か
の
よ
う
な
無
風
状
況
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
山
陰
新
聞
』
で
は
「
山
陰
地
方
及
び
京
都
府
下
よ
り
続
々
株
券
の
申
込
み

(
肪
)

あ
る
よ
し
」
と
も
報
じ
ら
れ
た
が
、
山
陰
鉄
道
高
に
対
し
て
島
根
県
の
人
々
が
働
き

か
け
た
こ
と
が
^
認
で
き
る
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
(
こ
の
点
は
鳥
取
県
に
関
し
て
も
同

瀦
)

(
逝

雫
あ
っ
た
)
。
同
紙
に
ょ
っ
て
、
同
鉄
道
の
工
区
、
梨
の
状
況
、
収
支
概
算
な
ど

N
の
霜
は
島
根
県
へ
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
計
画
に
関
す
る
情
報
が
無
か
っ
た
訳
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
山
陰
鉄
道
で
は
大
阪
・
摂
丹
地
方
で
株
主
申
込
み
が
殺
到
し
「
殆
ん
ど

満
員
」
の
た
め
「
山
陰
地
方
の
資
本
家
よ
り
進
ん
で
株
主
た
ら
ん
こ
と
を
申
込
め
ば
格
別

然
ら
ざ
れ
ぱ
蓼
社
に
て
山
陰
地
方
よ
り
株
主
を
笈
す
る
事
は
為
さ
ゞ
る
筈
」
で
あ
っ

需
)

た
ら
し
い

0

今
の
と
こ
ろ
新
聞
以
外
の
史
料
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、
山
陰
地
域
に
お
い
て
同

計
画
に
対
す
る
関
心
は
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
六
月
二
五
日

付
の
『
山
陰
新
聞
』
で
の
東
都
久
客
・
柳
原
豊
太
郎
に
ょ
る
投
書
「
山
陰
鉄
道
ノ
企
ヲ
聞

キ
テ
三
丹
因
伯
雲
石
ノ
資
産
家
二
望
厶
」
で
あ
る
。
柳
癌
互
太
郎
が
い
か
な
る
人
物
で
あ

る
か
は
不
明
で
あ
る
が
そ
倫
京
ら
在
京
者
と
思
わ
れ
る
。

柳
原
は
、
「
山
陰
鉄
道
ノ
設
<
止
」
に
つ
い
て
「
近
日
接
手
セ
ル
山
陰
各
地
ノ
新
聞
及
ヒ

(
二
)
島
根
県
で
の
状
況

鳥
取
県
に
お
い
て
箔
終
研
が
活
況
を
呈
す
る
一
方
、
島
根
県
に
お
い
て
は
『
山
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信
室
旦
於
テ
モ
一
般
人
民
就
挨
貝
産
家
力
之
レ
ニ
対
ス
ル
待
ノ
冷
淡
ノ
如
き
状
況

」
ー

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
「
ヲ
シ
テ
筆
ヲ
舎
テ
~
喫
タ
ラ
シ
ム
ル
」
も
の

で
あ
つ
た
。

驫
力
)

彼
は
「
如
此
ン
バ
人
ア
リ
若
シ
山
口
地
方
一
蚕
産
家
ナ
シ
ト
云
フ
モ
吾
人
ハ
何
ヲ
以

テ
カ
之
ヲ
拒
否
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
、
人
ア
リ
若
シ
山
陰
地
方
ノ
人
民
ハ
生
産
社
会
ノ
盲
目
者

ニ
÷
)

ナ
リ
ト
云
フ
モ
又
夕
吾
人
ハ
何
ヲ
以
テ
カ
之
ヲ
否
拒
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
」
と
、
地
域
の
有
志

に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
を
加
え
つ
?
「
鳴
呼
我
山
陰
七
州
ノ
資
産
家
ヨ
此
鉄
道
ノ
設
計

ハ
決
シ
テ
他
人
ノ
為
メ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ロ
何
ン
ゾ
自
ラ
進
ン
テ
此
挙
ヲ
賛
セ
サ
ル
何
ン
ソ
願

然
奮
フ
テ
此
ノ
成
エ
ノ
迅
速
ヲ
希
ハ
サ
ル
」
と
嘆
い
て
い
る
。
彼
に
ょ
る
と
、
箔
が
で

き
た
場
合
、
「
資
本
ヨ
リ
生
ス
ル
百
般
ノ
生
産
二
向
テ
其
ノ
販
路
ヲ
与
へ
、
爾
力
掌
中
ナ

ル
山
園
田
野
ヲ
シ
テ
生
色
滴
ル
カ
如
ク
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
が
期
待
で
き
た
の
で
あ
る
。

柳
原
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
鉄
道
敷
設
を
熱
望
す
る
の
は
山
陰
地
方
が
「
各
地
ノ
中
最
モ

下
劣
ナ
ル
生
計
ノ
度
二
於
テ
在
ル
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
状
況
は
「
{
夫

二
産
業
ノ
発
達
二
緩
慢
ナ
ル
ニ
基
因
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
八
0
年
代
後
半
に
お

い
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
は
っ
き
り
と
山
陰
地
域
の
不
振
が
表
明
さ
れ
、
そ
れ
を
脱
却
す
る

手
段
と
し
て
鉄
道
奪
上
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

山
陰
鉄
道
計
画
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
池
橋
達
雄
氏
が
『
島
根
県
大
百
科
事
典
』
で

罪
し
て
い
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
同
計
画
の
登
場
に
ょ
り
松
江
地
方
で
も
山
県
貫
鉄

角
)

道
の
建
設
を
望
む
声
が
強
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
『
山
陰
新
聞
』
か
ら
は
島
根
県
の
人
々
が
同
計
画
に
応
じ
た
様
子
は
見
当
た

ら
な
い
。
そ
し
て
、
翌
年
の
同
紙
に
お
い
て
も
島
根
旧
丙
で
の
鉄
道
敷
設
に
向
け
た
動
き

を
報
じ
た
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
一
八
八
九
年
の
山
陰
鉄
道
計
画
が
島
根
県

内
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
響
を
与
え
た
と
は
言
い
難
い
。

第
三
節
第
一
議
会
に
お
け
る
動
き

第
一
絵
張
は
桃
の
到
来
と
と
も
に
立
ち
消
え
と
な
り
、
各
地
に
勃
興
し
た
私
鉄

計
画
は
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
。
鉄
道
熱
の
ピ
ー
ク
時
で
t
ら
目
立
っ
た
動
き
の
見
ら
れ
な

か
っ
た
島
根
県
で
あ
っ
た
が
、
第
一
議
会
(
一
八
九
0
年
三
月
二
九
日
開
会
S
翌
年
三

月
七
日
閉
会
)
に
臨
ん
だ
同
県
代
議
士
は
鉄
道
問
題
に
関
し
て
い
か
な
る
動
き
を
見
せ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
議
会
に
お
い
て
、
政
府
は
、
横
川
S
軽
井
沢
間
一
五
0
万
円
、
直
江
津
S
柏
崎
間

-
 
0
0
万
円
の
鉄
道
建
設
費
を
要
求
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
周
知
の
如
く
、
衆
議
院
は
民
力

休
養
の
立
場
か
ら
政
府
提
出
の
一
八
九
一
年
度
予
算
案
か
ら
六
五
0
万
円
を
削
減
す
る

が
、
そ
の
中
に
は
直
江
津
S
柏
崎
問
の
鉄
道
建
設
費
久
王
額
)
が
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
第
一
製
の
衆
議
院
で
は
、
「
鉄
道
政
略
」
と
し
て
全
国
的
・
長
期
的
な
展

望
を
示
し
、
か
つ
公
債
に
ょ
る
鉄
道
建
設
で
あ
れ
ぱ
必
ず
し
も
鉄
道
拡
張
に
は
反
対
で
は

(
川
)

な
い
と
い
う
代
議
士
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
松
下
孝
昭
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

0

(
Ⅱ
)

そ
し
て
、
同
氏
も
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
代
議
士
の
な
か
に
、
島
根
県
選

(
狸
)

出
の
佐
々
田
燮
那
賀
郡
木
田
村
・
大
成
会
)
が
い
た
。
佐
々
田
は
鉄
道
敷
設
と
は
「
大

体
の
目
的
を
立
て
」
、
「
全
国
普
く
着
手
」
 
t
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。

一
八
九
一
年
二
月
一
八
貝
衆
議
院
本
会
議
で
は
横
川
S
軽
井
沢
間
の
鉄
道
建
設
費
に

続
さ
直
江
津
S
柏
崎
間
の
建
設
費
に
関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。
松
下
氏
が
紹
介
し
た

の
は
、
佐
々
田
に
ょ
る
同
路
線
の
建
設
費
削
除
の
意
見
で
あ
る
。
実
は
そ
の
際
、
山
陰
地

域
の
箔
敷
県
動
に
関
わ
る
興
味
深
い
発
言
を
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
を
こ
こ
で
明
ら

需
)

か
に
し
た
い

0

佐
々
田
は
ま
ず
自
ら
を
「
本
員
杯
モ
鉄
道
ノ
敷
設
ノ
拡
張
ヲ
望
厶
一
人
」
で
あ
る
と
断
っ

た
う
え
で
、
三
地
方
ノ
利
益
一
部
分
二
着
目
シ
テ
、
是
ガ
敷
設
拡
張
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ナ

イ
ト
老
へ
マ
ス
、
否
我
々
ノ
膏
血
ヲ
琴
レ
タ
租
税
ヲ
以
テ
、
一
地
方
r
部
分
二
金
ヲ
費
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ス
モ
ノ
デ
ナ
イ
」
と
削
除
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
国
費
は
各
地
方
に
均
等
に
分
配
す
べ
き

と
い
う
論
理
が
儒
に
あ
る
。
佐
々
田
に
ょ
る
と
、
直
江
津
S
柏
崎
間
の
路
線
は
「
全
体

へ
関
係
ス
ル
コ
ト
ハ
少
ク
シ
テ
、
一
地
方
一
部
分
二
関
係
ス
ル
コ
ト
ガ
多
イ
」
顎
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
は
い
か
な
る
黒
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
佐
々
田
は
続

け
て
、
以
下
の
よ
う
振
べ
て
い
る
。

一
・
)

斯
ノ
如
キ
地
方
へ
百
万
円
ヲ
投
ジ
テ
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
ト
ス
レ
バ
、
是
ヨ
リ
ま
だ
先

キ
ニ
着
手
ス
ル
所
ガ
ア
ラ
ウ
、
(
中
略
)
、
私
モ
必
ズ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
、
試
二
箔
敷

設
ヲ
熱
心
二
希
望
シ
請
願
シ
テ
居
ル
一
ニ
ヲ
申
セ
バ
、
北
陸
鉄
道
卜
云
フ
モ
ノ
ト
カ
、

又
山
陰
鉄
道
ト
カ
モ
、
山
形
ノ
鉄
道
ト
カ
、
東
北
ノ
鉄
道
卜
云
フ
モ
ノ
モ
ア
ル
、
私

ガ
此
ノ
四
ツ
ノ
部
分
二
就
イ
テ
考
察
ヲ
下
シ
テ
モ
其
ノ
関
係
ス
ル
所
ハ
皆
ナ
三
四

県
五
六
県
二
関
係
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
即
三
四
県
若
ク
ハ
玉
六
県
ノ
利
益
ニ
ナ
ル
ト

云
ツ
テ
、
此
ノ
鉄
道
ヲ
熱
心
三
布
望
シ
居
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
老
へ
ル
(
傍
点
1
引
用

き
三
西
県
五
六
県
二
関
係
ス
ル
」
鉄
道
と
言
う
か
ら
に
は
島
根
県
を
含
め
た
山
器
県

を
貫
く
山
陰
縦
貫
線
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
佐
々
田
の
言
う
「
山
陰
鉄
道
」

と
は
、
本
章
第
二
節
で
述
べ
た
一
八
八
九
年
の
山
陰
鉄
道
計
画
を
さ
t
の
か
、
も
し
く
は

同
年
の
鳥
取
県
で
起
と
っ
た
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
を
さ
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ま
で
島
根
県
で
は
地
域
に
お
い
て
鉄
道
敷
設
運
動
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
民
意
を
代
表
す
る
代
議
士
・
佐
々
田
の
と
ぅ
し
た
発
言
は
極
め
て
興
味

深
い
。島

根
県
選
出
の
代
議
士
が
鉄
道
拡
張
に
対
し
て
前
向
き
で
あ
る
こ
と
は
次
の
出
来
事
か

ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
議
会
で
は
一
八
九
一
年
二
打
一
九
日
、
佐
藤
里
治
(
山
形
県

選
出
)
に
ょ
っ
て
、
私
鉄
の
合
併
や
買
収
公
N
よ
7
薪
難
設
と
い
っ
た
「
我
国
鉄

道
前
途
」
の
方
針
を
確
定
t
べ
く
、
調
査
を
行
う
た
め
の
特
別
委
員
の
設
置
を
求
め
る
動

(
"
)

議
が
一
六
七
名
も
の
賛
成
を
得
て
提
出
さ
れ
た
。
閉
会
が
問
近
に
迫
る
な
か
と
の
動
議

は
蜜
讓
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
贊
馨
の
中
に
は
島
根
県
選
出
代
議
士
全
六
名
中

翁
)

(
船
)

(
町
)

四
名
(
佐
々
田
懋
、
佐
々
木
善
右
衛
門
、
高
橋
久
炊
郎
、
吉
岡
倭
文
麿
)
、
鳥
取
県
選

(
梱
)

出
代
議
士
も
全
三
名
中
二
名
(
岡
崎
平
内
、
山
瀬
幸
人
)
が
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
全

国
の
代
議
士
に
と
つ
て
官
談
道
拡
張
を
望
む
声
は
強
く
、
そ
れ
は
山
陰
地
域
の
代
議
士

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
議
会
で
は
一
八
九
一
年
二
月
二
八
日
付
で
貴
衆
両
院
に
武
信
克
三
ほ

九
名
に
ょ
る
「
山
鼎
岡
山
市
ヨ
リ
美
作
国
津
山
及
山
陰
道
伯
耆
国
倉
吉
ヲ
経
テ

か

⑲

同
米
子
二
至
ル
鉄
道
布
設
ノ
請
願
」
が
提
出
さ
れ
た
。
佐
々
田
が
「
鉄
道
敷
設
ヲ
熱
心

二
希
望
シ
請
願
シ
テ
居
ル
」
と
指
摘
し
た
の
は
こ
の
請
願
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

は
鳥
取
県
の
有
志
者
に
ょ
っ
て
作
成
・
提
出
さ
れ
た
語
書
で
あ
る
が
、
前
節
で
述
べ
た

同
県
の
動
き
と
関
連
す
る
の
で
、
と
こ
で
簡
単
に
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

郭
)

請
願
書
は
岡
山
S
津
山
S
倉
吉
S
米
子
間
の
官
設
鉄
道
敷
設
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ

は
先
に
述
べ
た
一
八
八
九
年
の
鳥
取
県
に
お
け
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
の
第
三
の
路
線
と

致
す
る
。
『
山
陰
新
聞
』
で
は
一
八
九
0
年
に
な
る
と
一
月
一
 
0
日
・
一
五
日
に
鳥
取

市
で
行
わ
れ
た
協
議
会
に
関
す
る
二
件
の
記
事
を
除
い
て
鳥
取
県
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
に

(
述

関
す
る
記
事
は
一
旦
見
当
た
ら
な
く
な
る
。
請
願
書
は
呪
椛
に
ょ
り
地
域
の
私
設
方
式

で
の
箔
敷
設
運
動
が
頓
挫
す
る
な
か
で
、
官
設
方
式
で
の
実
現
を
目
指
t
方
針
に
切
り

替
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

語
者
で
名
前
が
わ
か
る
の
は
鳥
取
県
久
米
郡
倉
吉
町
の
武
信
克
三
七
会
見
郡
渡
村

(
現
境
港
市
)
出
身
の
問
脇
重
雄
お
ち
に
代
議
士
)
で
あ
る
。
「
切
和
介
」
議
員
は
貴
族
院

多
額
納
税
議
員
で
倉
吉
町
出
身
の
桑
田
藤
十
郎
、
同
県
選
出
代
議
士
の
山
瀬
幸
人
、
「
立

一
,
、
,
・
)

名
岐
」
(
岡
川
墨
出
の
代
議
士
・
立
石
岐
で
あ
ろ
う
)
の
三
名
で
、
い
ず
れ
も
路
線
地

域
に
深
く
関
わ
る
人
物
で
あ
る
。
請
願
書
で
は
「
該
地
方
有
志
者
ハ
数
千
円
ヲ
投
シ
テ
之

42



力
計
画
ヲ
ナ
シ
一
昨
年
工
学
士
小
田
川
全
之
ヲ
聰
シ
テ
実
地
ヲ
梨
セ
シ
メ
エ
費
ヲ
量
ラ

シ
メ
タ
ル
」
結
果
「
凡
ソ
七
線
」
も
の
う
ち
、
こ
の
路
祭
最
適
と
判
断
し
た
と
あ
る
。

一
八
八
九
年
の
鳥
取
県
下
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
経
験
は
請
願
書
の
提
出
と
し
て
結
実
し

た
の
で
あ
る
。
請
願
書
は
末
尾
に
八
頁
に
お
よ
ぶ
各
区
間
の
「
鉄
道
建
築
費
予
算
」
と
地

図
を
附
属
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
次
鉄
道
熱
期
か
ら
第
一
議
会
に
か
け
て
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鐙

敷
設
運
動
は
、
鳥
取
県
の
ほ
う
が
活
発
か
つ
具
体
的
で
あ
っ
た
。
同
県
で
は
一
八
九
一
年

に
な
る
と
再
び
地
域
で
の
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
本
章
の
最
後
に
同
年
に
お
け
る

鳥
取
県
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
動
向
を
讓
し
て
お
き
た
い
。

『
山
陰
新
聞
』
で
は
五
月
頃
か
ら
鳥
取
県
で
の
陰
陽
連
誤
道
敷
設
に
関
す
る
記
事

が
再
び
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
「
作
伯
鉄
道
」
・
「
美
伯
箔
」
・
「
両
山
鉄
道
」
と
記
事
上

の
呼
称
は
ま
ち
ま
ち
で
、
こ
れ
ら
が
同
一
の
動
き
か
ど
ぅ
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
鳥
取
・

岡
山
両
県
を
ま
た
ぐ
、
岡
山
S
津
山
S
倉
吉
S
米
子
間
の
鉄
道
敷
雛
動
が
展
開
さ
れ
て

(
2
)

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
述
べ
た
請
^
書
で
示
さ
れ
た
路
線
と
同
じ

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
記
事
の
文
面
上
官
設
か
私
設
か
訓
と
し
な
い
面
も
あ

る
が
、
恐
慌
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
私
鉄
方
式
で
の
実
現
が
目
哲
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
「
到
底
私
設
に
て
ハ
資
本
募
集
の
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
実
情
」

が
あ
り
、
来
た
る
「
一
弟
二
期
の
国
会
に
官
設
鉄
道
布
設
の
儀
を
詰
願
せ
ん
」
と
奔
走
中
で

(
易
)

あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
因
み
に
、
こ
う
し
た
鳥
取
県
で
の
計
画
と
島
根
県
と
の

関
係
で
あ
る
が
、
島
根
県
の
人
々
が
計
画
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
『
山
陰
新
聞
』
か
ら
は
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
章
島
根
県
に
お
け
る
主
体
的
な
鉄
道
敷
設
運
動
の
開
始

第
一
節
一
八
九
一
年
に
お
け
る
島
根
県
内
の
二
つ
の
動
き

第
一
次
鉄
張
の
状
況
下
地
域
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
展
開
ぶ
り
に
お
い
て
島
根
県

と
鳥
取
県
で
は
全
く
対
器
で
あ
っ
た
。
鉄
道
へ
の
期
悠
や
鞭
を
望
む
声
が
見
ら
れ

て
も
、
地
域
に
お
い
て
目
立
っ
た
動
き
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
島
根
県
で
鉄
道
敷

設
に
向
け
た
主
体
的
な
動
き
が
起
こ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
九
一
年
(
明
治
二
四
の

こ
と
で
あ
る
。

一
八
九
一
年
と
い
う
時
期
は
、
山
陽
鉄
道
が
四
月
に
岡
山
S
倉
敷
間
を
開
通
さ
せ
る
な

ど
、
本
州
の
太
平
洋
側
に
は
既
に
一
筋
の
除
鉄
道
が
形
成
さ
れ
つ
つ
ぁ
っ
た
。
し
か
し
、

前
年
か
ら
の
講
の
券
で
私
部
画
は
俳
し
、
既
存
の
鉄
道
会
社
の
経
営
も
悪
化
を

役
な
く
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
t
べ
く
、
地
域
で
は
官
設
で
の
鉄
道

(
3
)

実
現
を
望
む
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
本
稿
が
対
象
と
t
る
島
根
県

で
は
二
つ
鉄
道
敷
釜
動
が
生
ま
れ
た
。
ま
ず
、
石
見
地
域
に
て
五
月
頃
よ
り
馬
車
鉄
道

会
社
設
立
の
動
き
が
現
れ
る
。
秋
以
降
、
出
釜
域
で
も
動
き
が
起
こ
る
。
本
節
で
は
順

に
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

(
一
)
浜
田
S
広
島
間
に
お
け
る
馬
車
鉄
道
会
社
設
立
計
画

石
見
地
域
で
は
一
八
九
一
年
五
月
頃
よ
り
、
那
賀
郡
浜
田
町
か
ら
広
島
県
広
島
市
を
結

ぶ
馬
車
鉄
道
計
画
が
も
ち
あ
が
る
。
島
根
県
内
に
お
け
る
具
体
的
・
主
体
的
な
鉄
道
計

(
5
)

画
と
し
て
は
と
れ
が
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
山
陰
新
聞
』
に
ょ
る
と
、
岡
本
俊
信

ら
浜
田
有
志
者
と
南
省
三
・
桐
原
恒
三
郎
(
広
島
吏
=
議
邑
ら
広
島
有
志
者
は
「
浜
田

と
広
島
と
の
間
に
於
け
る
荷
客
運
搬
の
便
を
謀
ら
ん
が
為
め
馬
車
鉄
道
を
敷
設
せ
ん
」
こ

郭
)

と
を
協
議
し
た
結
果
「
広
浜
運
焚
=
社
」
を
設
立
t
る
と
と
と
な
っ
た

0
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ニ
÷
)
(
励
)

「
広
浜
運
焚
=
社
黒
主
趣
」
に
ょ
る
と
「
浜
田
ノ
広
島
二
於
ケ
ル
旅
客
ノ
交
通
貨
物

?
ご

運
輸
ノ
頻
繁
ナ
ル
両
国
ノ
盛
否
二
関
係
ヲ
有
ス
ル
他
二
口
比
ヲ
見
サ
ル
」
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
地
域
交
通
の
改
善
の
必
要
性
が
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

両
(
広
島
・
浜
田
1
引
響
注
)
運
強
父
通
ノ
便
否
如
何
卜
顧
ミ
レ
ハ
只
一
条
ノ
首
露

二
依
リ
僅
力
二
人
力
車
荷
車
等
ヲ
利
用
ス
ル
ニ
過
キ
ス
何
ソ
殖
産
交
通
ノ
便
ヲ
得
タ
リ

ト
称
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
今
ヤ
世
運
ノ
進
尓
三
伴
ヒ
甘
公
大
要
タ
ル
運
搬
上
ノ
方
法
糧
迅

速
ヲ
謀
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
器
ノ
j
1
L
馬
車
ヲ
布
設
ス
ル
弄
右
ク
モ
ノ
ナ
シ

馬
車
鉄
道
と
は
蚕
機
関
で
は
な
く
馬
匹
を
動
力
源
と
し
て
貨
客
を
N
す
る
祭

で
あ
る
。
馬
車
鉄
道
は
速
度
や
輸
送
力
に
お
い
て
蒸
気
鉄
道
に
比
べ
て
著
し
く
劣
る
も
の

の
通
常
の
馬
車
に
比
べ
る
と
格
段
に
優
れ
て
い
た
。
ま
た
、
馬
車
鉄
道
は
蒸
気
雛
に

比
べ
て
資
本
金
が
少
額
で
す
む
た
め
、
資
本
蓄
積
に
乏
し
い
地
域
に
お
い
て
適
△
晶
な
交

(
認
)

通
手
段
で
あ
っ
た

0

広
浜
運
熨
=
社
の
計
画
に
ょ
る
と
、
路
線
は
浜
田
S
後
野
S
今
市
S
坂
本
S
市
木
S
大

朝
S
中
山
S
本
地
S
鈴
張
S
可
部
S
祇
園
S
広
島
で
、
島
根
畠
で
は
那
賀
郡
・
邑
飢

諦
)

を
経
由
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
芸
石
街
道
に
相
当
し
て
お
り
、
現
在
で
は
浜
田
自
動
車

道
な
ど
の
高
速
道
路
が
走
る
な
ど
、
浜
田
S
広
島
を
結
ぶ
歴
史
的
に
も
主
要
な
ル
ー
ト
で

あ
つ
た
。

そ
し
て
、
計
画
で
は
前
記
の
三
一
ケ
所
に
駐
車
場
と
馬
置
場
を
設
置
し
、
一
日
に
荷
車

而
)

二
度
客
車
四
度
の
運
行
を
予
定
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
線
路
は
「
鉄
道
敷
設
の
目
的

を
達
す
る
ま
で
県
道
を
往
復
し
荷
客
の
運
搬
は
馬
車
を
以
て
」
す
る
と
さ
れ
一
気
に
鉄

道
の
完
成
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
最
初
は
通
常
の
馬
車
に
ょ
る
営
業
を
行
い
、
そ
の
利

益
を
鉄
道
建
設
に
充
て
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
「
広
浜
運
熨
=
社
創
設
主
趣
」

ι

て
も
「
初
ヨ
リ
事
ノ
完
全
ヲ
望
ム
ハ
却
テ
成
功
ヲ
期
シ
難
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
需
爾
譜
ノ

運
動
ヲ
以
テ
暫
ク
普
通
ノ
馬
車
ヲ
利
用
シ
芋
業
ノ
喪
三
伴
ヒ
所
期
ノ
月
的
ヲ
達
セ
ン
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
は
、
島
根
県
側
の
有
志
と
し
て
は
岡
本
俊
信
以
外
に
、
田
村
登
(
浜
田
物

産
会
社
社
長
)
、
横
山
直
内
、
山
崎
定
静
(
那
賀
郡
今
市
村
、
の
ち
県
議
)
、
石
津
平
造
が

(
侃
)

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
広
島
側
で
は
南
・
桐
原
の
ほ
か
、
広
島
S
松

江
間
の
鉄
道
敷
設
を
企
て
た
と
し
て
第
五
晟
弔
一
節
で
紹
介
し
た
粟
村
信
武
が
主
要
な
メ

(
儒
)

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
陰
陽
の
交
通
改
善
を
め
ざ
す
広
島
か
ら
動
き
の
根
強
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
浜
田
S
広
島
間
の
馬
車
祭
砧
は
、
そ
の
後
長
き
に
わ
た
る
同
路

露
)

墾
の
箔
終
運
動
の
ル
ー
ツ
七
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
く
広
浜
運
焚
=
社
の
計
画
で
あ
る
が
、
八
月
に
は
路
線
で
の
馬
車
を
使
っ
て
の
試

(
側
)

磯
が
行
わ
れ
た
。
翌
一
八
九
二
年
一
月
一
五
日
付
『
山
陰
新
聞
』
記
事
の
「
広
浜
鉄

道
馬
車
会
社
」
に
ょ
る
と
、
広
島
県
知
事
よ
り
照
会
を
受
け
た
傭
五
郎
島
根
県
知
事
、

那
賀
・
戸
巴
智
両
郡
長
に
対
し
て
「
敷
設
の
工
成
り
た
る
暁
に
ハ
如
何
な
る
貨
物
を
如
何
な

る
場
所
よ
り
積
出
す
へ
き
や
等
の
こ
と
」
を
「
霜
取
調
」
べ
る
よ
う
指
示
を
下
し
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
^
^
は
な
か
な
か
^
^
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
同
、
^
^
で
は
、
岡

本
ら
浜
田
有
志
に
ょ
る
「
協
議
の
結
果
」
を
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

先
般
石
津
氏
が
上
京
せ
る
際
上
州
碓
氷
峠
の
鉄
道
馬
車
を
視
察
し
其
設
計
の
模
様
を

霜
取
調
へ
商
し
帰
り
た
る
意
見
に
何
れ
広
浜
問
も
馬
車
を
通
せ
ん
と
な
ら
ハ
今
日

の
道
路
を
其
侭
使
用
す
る
こ
と
ハ
六
ケ
敷
か
ら
ん
依
て
是
非
と
も
鉄
道
を
敷
設
せ
さ

る
へ
か
ら
t
左
り
と
て
之
れ
を
敷
設
せ
ん
と
せ
ハ
六
万
円
を
要
す
る
な
る
へ
し
其
費

用
の
事
に
関
し
又
左
な
く
と
も
今
迄
広
島
市
の
発
起
者
よ
り
屡
々
該
地
(
浜
田
か
ー

引
用
者
注
)
に
人
を
派
し
彼
の
方
よ
り
相
学
掛
け
た
る
こ
と
な
れ
ハ
其
議
に
報
ふ

る
為
め
△
屋
ハ
相
当
の
人
物
を
彼
方
に
派
遣
し
篤
と
協
議
せ
し
む
る
方
可
な
ら
ん
と

の
こ
と
に
決
せ
し
由

浜
田
側
有
志
も
碓
氷
馬
車
鉄
道
の
視
察
を
行
う
な
ど
計
画
を
具
体
化
さ
せ
て
は
い
た
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が
、
設
計
や
費
用
面
で
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
特
に

資
金
問
題
は
深
刻
で
、
「
広
島
の
周
旋
家
ハ
浜
田
に
来
り
て
種
々
有
志
者
に
説
く
所
あ
り

(
櫛
)

株
主
肇
に
尽
力
し
つ
》
あ
る
も
案
外
に
賛
盛
臼
少
」
な
い
状
況
で
あ
っ
た

0

締
)

こ
う
し
た
な
か
、
三
月
頃
よ
り
計
画
は
進
展
し
た
。
そ
し
て
、
浜
田
S
広
島
間
の
「

厩
)

(
一
、
一
、
)

等
県
道
に
依
り
毎
日
定
期
差
立
の
馬
車
も
て
旅
客
及
荷
物
を
授
」
す
る
「
芸
石
馬
車

株
式
会
社
」
が
五
月
に
設
立
さ
れ
た
。
同
且
同
社
は
創
業
零
を
開
ミ
定
款
等
の
決

(
硲
)

定
や
役
員
選
挙
を
行
っ
た
。
五
月
二
0
日
付
の
『
山
陰
新
聞
』

「
有
限
責
任
芸
石

に
は

御

馬
車
株
式
会
社
(
広
島
市
宙
本
町
百
七
十
二
番
邸
)
」
と
し
て
広
告
が
掲
載
さ
れ
た

0

以
上
の
よ
う
な
浜
田
S
広
島
間
の
一
連
の
馬
車
鉄
道
計
画
は
島
根
県
に
お
け
る
鉄
道
敷

設
運
動
の
先
駆
け
と
し
て
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
芸
石
馬
車
株
式
会
社

に
つ
い
て
は
、
三
月
に
は
「
至
つ
て
振
ハ
さ
る
由
に
て
今
や
会
社
解
需
を
唱
ふ
る
も

元
)

介
)

の
甚
だ
多
き
」
と
報
じ
ら
れ
、
同
月
二
七
日
に
「
解
散
」
し
た
と
報
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
、

一
八
九
三
年
一
月
に
は
同
社
を
「
分
離
」
し
「
独
立
」
営
業
を
行
お
う
と
t
る
動
き
が
浜

(
だ
)

田
側
(
浜
田
支
社
)
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
。
地
域
で
は
と
の
時
期
、
広
島
S
浜
田
問
の

鉄
道
(
蒸
気
鉄
道
)
敷
論
動
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
馬
車
鉄
道
計
画
に
つ
い
て
は
そ

の
行
方
も
含
め
た
一
層
の
実
張
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
の
陰
陽
連

絡
交
通
に
対
す
る
関
心
四
局
さ
を
裏
付
け
る
事
件
で
あ
る
と
言
え
る
。

全
)
「
軍
事
鉄
道
」
問
題
の
発
覚
と
『
山
陰
新
聞
』

次
は
出
雲
地
域
の
動
き
を
見
て
い
き
た
い
。
時
期
は
一
八
九
一
年
秋
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
石
見
地
域
の
よ
う
に
地
域
か
ら
の
要
請
と
し
て
起
こ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、

当
時
中
央
に
て
具
体
化
さ
れ
つ
つ
ぁ
っ
た
将
来
の
鉄
道
網
構
想
(
計
画
)
に
対
す
る
反
発

と
し
て
鉄
道
敷
設
運
動
が
起
と
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
運
動
の
火
付
け
役
と
な
っ
た

の
は
『
山
陰
新
聞
』
の
報
道
と
そ
の
独
自
の
鉄
道
論
・
「
山
陰
鉄
嘉
」
で
あ
っ
た
。

老
川
慶
喜
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
九
一
年
は
井
上
勝
鉄
道
庁
長
官
や

僻
学
協
会
の
鉄
道
調
査
委
員
会
な
ど
、
中
央
で
は
官
民
双
方
か
ら
将
来
の
鉄
道
網
に

趣

つ
い
て
様
々
な
構
祭
打
ち
出
さ
れ
た
。
特
に
、
七
月
に
井
上
勝
に
ょ
っ
て
政
府
に
提

の
ち
の
鉄
道
敷
陰
(
一
八
九
二
年
六
月

出
さ
れ
た
「
箔
政
略
二
関
ス
ル
議
」

才

三
日
公
布
輪
第
四
号
)
に
結
び
つ
く
な
ど
、
一
八
九
一
年
は
政
府
の
全
国
的
な
鉄

道
墾
備
の
構
想
が
具
体
化
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
『
山
陰
新
聞
』
に
ょ
っ
て
地
域
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
く
。
同
紙
は
秋

以
降
、
中
央
で
の
鉄
道
構
想
や
N
の
行
方
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
路
線
も
徐
々
に
明

{
5
)

ら
か
と
な
っ
て
く
る
。
同
紙
の
紙
上
や
地
域
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
い
か
な
る
点
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
同
紙
に
お
け
る
そ
う
し
た
報
道
を
順
に
確
認
し
、
同
紙
が
独

自
の
諮
論
Π
「
山
験
需
」
に
辿
り
着
く
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

『
山
陰
新
聞
』
で
は
、
一
八
九
一
年
八
月
三
日
付
の
記
事
「
将
来
布
設
t
へ
き
鉄
道

諾
」
に
て
、
鉄
道
庁
の
懲
が
報
じ
ら
れ
た
。
記
事
に
ょ
る
と
、
鉄
道
庁
は
実
業
協

示
)会

の
求
め
に
応
じ
て
「
将
来
布
設
す
べ
き
線
路
の
予
定
図
安
ボ
」
を
作
成
し
た
さ
れ
る
。
「
図

安
木
」
に
は
、
山
陰
地
域
に
関
わ
る
路
線
と
し
て
、
青
森
か
ら
下
関
に
か
け
て
の
日
本
海
側

地
域
の
縦
孫
と
、
倉
敷
S
米
子
S
境
間
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
図
安
六
」
は
、
鉄

道
庁
に
お
い
て
は
「
大
凡
そ
」
の
「
見
込
み
」
で
あ
り
、
ま
だ
充
分
な
「
艀
」
は
な
い

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

方
で
、
『
山
陰
新
聞
』
で
は
鉄
道
庁
以
外
の
鉄
道
構
想
も
報
じ
ら
れ
る
。
九
月
一
五

日
付
「
陸
軍
省
の
箔
問
題
(
日
本
)
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
念
本
部
作

(
一
U

成
「
鉄
道
の
軍
事
に
関
t
る
定
ぎ
の
要
約
で
あ
る
。
参
謀
本
部
は
「
鉄
道
政
略
二
関

ス
ル
議
」
の
登
場
に
ょ
っ
て
具
体
化
す
る
箔
庁
側
の
鉄
道
墾
備
の
動
き
に
対
応
し
て

需
)

鉄
道
政
策
へ
の
介
入
の
度
合
い
を
強
め
て
い
た
。
同
書
の
登
場
に
刺
激
さ
れ
て
参
謀
本

介
)

部
が
作
成
・
発
表
し
た
の
が
「
鉄
道
の
軍
事
に
関
す
る
定
¥
莪
」
で
あ
っ
た

0
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陸
軍
は
西
南
戦
争
(
一
八
七
七
年
)
の
頃
か
ら
鉄
道
の
軍
隊
輸
送
能
力
に
着
目
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
参
謀
本
部
は
一
八
八
0
年
代
後
半
以
降
、
国
防
上
の
観
点
か
ら
本

(
S
)

州
を
縦
貫
t
る
内
陸
除
鉄
道
の
実
現
を
要
求
し
て
い
た
。
参
謀
本
部
は
海
岸
に
接

近
し
た
鉄
道
は
戦
時
に
お
い
て
は
敵
軍
の
攻
撃
を
受
け
や
t
く
軍
事
N
に
支
障
を
き
た

t
と
い
う
理
由
か
ら
、
鉄
道
は
内
陸
を
経
由
さ
せ
る
と
と
を
望
ん
で
い
た
。
「
鉄
道
の
軍

事
に
関
す
る
定
義
」
は
、
参
謀
本
部
陸
軍
部
に
ょ
る
『
鉄
道
論
』
(
一
ハ
ハ
ハ
年
)
や
川

上
操
六
参
謀
次
長
の
百
本
軍
事
鉄
需
」
な
ど
と
同
様
に
、
本
器
貫
内
陸
幹
線
釜

(
S
)

の
完
成
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
政
上
兵
力
増
強
が
困
難
な
現
在
、
限
ら
れ
た
兵

力
で
国
防
に
十
分
な
効
果
を
収
め
る
た
め
に
は
敵
上
陸
地
点
へ
の
軍
隊
の
「
集
合
の
迅

速
」
を
可
能
と
す
る
置
事
鉄
道
」
の
敷
設
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
鉄
道
の
軍

事
に
関
す
る
定
義
」
は
具
体
的
な
路
線
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
海
岸
か
ら
「
諾
」

し
た
形
で
の
青
森
か
ら
下
関
ま
で
の
「
縦
貫
鉄
道
」
と
、
軍
港
な
ど
枢
要
地
を
結
ぶ
三
二

本
の
「
支
線
」
で
あ
っ
た
。
前
者
は
既
存
の
鉄
道
に
つ
い
て
も
海
岸
に
接
近
し
た
区
間
に

対
し
て
は
よ
り
内
陸
を
通
る
路
線
を
提
示
し
て
い
た
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
下
は
「
陸
軍
省
の
鉄
道
問
題
(
日
本
)
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
幹
線
(
縦
貫
鉄
道
)
」
の
路
線
で
あ
る
(
「
支
線
」
に
関
し
て
は
中
国
地
方
に
か

露
)

か
る
も
の
が
な
い
の
で
本
稿
で
は
割
愛
し
た
)

0

幹
線
(
縦
貫
鉄
道
)

幹
線
ハ
本
邦
を
縦
貫
す
る
も
の
に
し
て
敵
の
破
壊
を
避
く
る
為
め
勉
め
て
海
岸
6
部

隔
せ
し
む
其
の
位
置
ハ
先
づ

青
森
よ
り
弘
前
を
過
き
て
羽
後
の
大
館
に
出
て
花
輪
新
町
浄
法
寺
を
経
て
一

ノ
戸
に
至
る
べ
し
若
し
之
を
不
可
な
り
と
す
れ
ぱ
大
館
よ
り
陸
中
の
毛
馬
内
、

三
ノ
戸
を
経
口
一
ノ
戸
に
至
る
も
亦
た
可
な
り

一
ノ
戸
ぢ
陸
前
小
牛
田
に
至
る
間
ハ
器
鉄
聖
」
用
ゆ
小
牛
田
よ
り
磐
城
の
白

石
に
至
る
間
ハ
糟
川
、
茂
庭
、
川
崎
を
経
て
布
設
す
べ
し
(
白
石
東
京
間
ハ
現

線
路
)

小
山
よ
り
大
宮
を
経
て
東
京
に
至
り
並
に
大
宮
よ
り
高
崎
に
至
る
其
他
小
山
よ

り
足
利
、
熊
谷
前
橋
を
経
て
高
崎
に
至
る
線
路
に
も
縦
貫
鉄
道
の
性
質
を
与

へ
ざ
る
可
ら
ず
是
れ
仙
台
よ
り
東
京
を
経
す
し
て
直
接
に
名
古
屋
と
連
絡
し
以

て
大
に
其
運
搬
速
度
を
増
加
せ
ん
が
為
め
な
り
(
現
線
路
)

高
崎
よ
り
上
田
(
現
線
路
)
松
本
を
過
き
洗
馬
に
出
て
福
島
、
中
津
川
を
経
て

名
古
屋
に
至
る
へ
し
(
新
線
)
若
し
然
ら
ざ
れ
は
洗
馬
よ
り
器
、
飯
岡
足

助
を
経
て
名
古
屋
に
至
る
も
可
な
り
(
新
線
)

名
古
屋
よ
り
岐
阜
、
米
原
、
大
津
京
都
大
坂
、
神
戸
、
明
石
を
経
て
姫
路

に
至
る
(
現
線
路
)

大
坂
、
姫
路
間
の
海
岸
鉄
道
万
一
不
通
と
な
り
た
る
時
交
通
の
確
実
を
期
す
る

為
め
京
都
園
部
、
笹
山
高
岡
姫
路
間
に
複
線
を
布
設
す
る
を
可
と
す
(
瓢
)

(
マ
一
、
)

姫
路
よ
り
岡
山
、
尾
の
道
広
島
廿
日
市
津
田
、
六
日
市
杤
木
津
和
野

一
.
一
.

山
口
、
上
郷
、
岩
永
吉
田
卵
部
内
、
日
下
、
小
野
を
経
て
下
の
関
に
至
る
(
広

島
ま
て
ハ
山
陽
鉄
道
選
定
の
線
路
と
同
し
以
西
ハ
全
其
選
を
異
に
t

こ
の
「
幹
線
」
の
う
ち
、
姫
路
S
下
関
間
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
の
ち
に
山
陽
鉄
道
が

敷
設
す
る
路
線
(
現
在
の
J
R
山
陽
本
線
)
が
、
広
島
か
ら
山
口
県
に
か
け
て
柳
井
・
徳

山
な
ど
海
岸
沿
い
を
経
由
t
る
の
と
大
き
く
異
な
り
、
か
な
り
内
陸
を
迂
回
し
て
い
る
こ

(
"
ι

と
が
わ
か
る
。
こ
と
で
は
、
島
根
岳
の
六
日
市
S
杤
木
S
津
和
野
と
い
っ
た
鹿
足
郡
各

地
を
経
由
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
井
上
勝
の
「
鉄
道
政
略
二
関
ス
ル
議
」
で
は
、
①
敷
設
す
べ
き
予
定
線
の

製
・
梨
、
最
設
す
べ
き
官
談
道
の
選
定
と
工
事
③
政
府
に
ょ
る
私
鉄
の
買
収

(
九
州
讃
岐
山
陽
な
ど
計
八
社
)
が
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
②
に
関
し
て
は
、
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第
一
期
に
起
工
す
べ
き
官
際
と
し
て
、
八
王
子
S
甲
府
間
、
三
原
S
馬
関
(
下
関
)
間

佐
賀
S
佐
世
保
間
、
敦
賀
S
富
山
間
福
島
S
青
森
間
直
江
津
S
新
発
田
間
の
六
路
線

を
あ
げ
て
い
た
。
「
釜
政
略
二
関
ス
ル
議
」
は
九
旦
四
日
の
閣
啓
お
い
て
契
さ
れ
、

以
後
審
議
を
経
て
、
第
二
誓
に
提
出
さ
れ
る
鉄
道
公
債
法
案
と
私
誤
道
買
収
法
案
の

露
)

士
台
と
な
っ
て
い
っ
た

0

山
陽
鉄
道
は
一
八
九
一
年
三
月
に
岡
山
ま
で
開
通
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
誤
道
は

恐
催
よ
る
資
金
難
の
響
を
受
け
、
同
年
五
旦
工
日
に
、
同
年
末
ま
で
と
し
て
い
た

広
島
市
ま
で
の
竣
工
期
限
延
長
の
申
詰
を
行
う
な
ど
艮
道
の
新
線
建
設
は
停
滞
し
て

雨
)

い
た
。
「
鉄
道
政
略
二
関
ス
ル
議
」
に
お
い
て
三
原
S
馬
関
間
が
官
設
予
定
線
の
一
つ
に

含
ま
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、
箔
庁
側
は
同
社
の
買
収
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で

露
)

除
鉄
嘉
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
た
。
参
謀
本
部
は
こ
の
山
胤
道
の
未
成
区

間
を
極
力
内
陸
に
経
由
さ
せ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。
九
月
一
七
日
に
は
鉄
道
問
題
に

つ
い
て
井
上
勝
や
川
上
参
謀
次
長
ら
を
招
い
て
閣
内
で
協
乗
な
さ
れ
た
こ
と
が
『
山
陰

(
錨
)

新
聞
』
に
ょ
っ
て
報
じ
ら
れ
る

0

以
上
の
よ
う
に
、
業
の
鉄
道
網
の
あ
り
方
を
め
ぐ
つ
て
井
上
を
中
心
と
す
る
箔
庁

と
参
謀
本
部
が
協
議
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
『
山
陰
新
閉
』
に
ょ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
同
紙
で
は
と
ぅ
し
た
国
家
機
構
内
部
で
の
靈
洲
が
、
参
謀
本
部
の
構
想
を
軸
に

^
^
さ
^
た
点
に
^
^
が
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
れ
以
降
も
『
山
陰
新
聞
』
紙
上
で
は
様
々
な
情
報
や
憶
梨
飛
び
交
っ
た
。

九
月
三
0
日
付
の
記
事
「
鉄
道
政
略
」
で
は
、
政
府
に
は
、
山
陽
・
九
州
両
鉄
道
会
社
の

買
収
と
未
成
線
の
建
設
着
手
の
ほ
か
、
日
本
海
側
地
域
を
縦
貫
す
る
「
複
線
」
敷
設
の
構

祭
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
馬
関
よ
り
山
陰
道
に
入
り
長
門
石
見
、
出
雲
、

伯
耆
因
幡
但
馬
、
丹
後
、
丹
波
、
越
前
、
加
賀
越
中
越
後
、
羽
前
、
羽
後
、
陸
奥

に
至
り
て
現
在
の
日
本
鉄
道
に
合
す
る
」
も
の
で
、
先
に
述
べ
た
鉄
道
庁
の
「
図
案
」
の

構
想
に
近
い
。
こ
う
し
た
「
綴
」
構
想
は
「
鉄
道
政
略
二
関
ス
ル
議
」
に
は
な
く
、
そ

の
蛾
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
烹
本
部
が
強
く
主
張
す
る
「
縦
貫
鉄
道
の
旨
趣
と
相
撞

着
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
『
山
陰
新
闇
』
が
次
に
具
体
的
な
路
線
を
報
じ
た
の
は
一
 
0
月
四
日
付
記
事
「
軍

事
鉄
道
会
議
の
結
果
」
で
あ
る
。
内
容
は
過
日
来
の
鉄
道
庁
と
参
謀
本
部
の
協
議
が
ま
と

ま
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
紙
が
独
自
の
鉄
道
論
を
発
表
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
以
下
は
そ
の
記
丙
容
で
あ
る
(
「
幹
線
」
部
分
の
み
)
。

川
上
参
謀
次
長
と
井
上
鉄
道
庁
長
官
が
軍
事
鉄
道
の
問
題
に
就
て
種
々
協
議
す
る
所

あ
り
し
由
ハ
屡
々
之
れ
を
報
道
せ
し
が
同
壽
の
結
果
ハ
略
ぼ
左
の
如
く
定
れ
り
と

云
ふ0

幹
線

一
縦
貫
鉄
道
ハ
悉
く
之
れ
を
複
線
と
す
但
し
新
設
線
路
<
予
じ
め
地
所
を
買
上
げ
置

き
既
設
松
ハ
進
ん
で
布
設
に
着
手
t

玉
月
森
よ
り
弘
前
に
至
り
大
館
、
能
代
を
経
て
秋
田
の
東
部
を
過
ぎ
新
庄
を
経
て
山

形
に
至
り
米
沢
に
出
で
》
炉
'
と
連
絡
す
る
線
路
を
新
設
t
但
し
炉
鳶
よ
り
東
京

に
至
る
日
本
鉄
道
会
社
の
線
路
ハ
之
れ
を
買
上
げ
黙
と
為
す

一
東
京
名
古
屋
間
に
新
設
t
る
幹
線
ハ
未
だ
実
測
を
経
ざ
る
を
以
て
近
々
鉄
道
庁
よ

り
技
師
を
派
し
調
査
の
後
之
れ
を
決
す
べ
し
但
甲
武
鉄
道
会
社
線
よ
り
信
綴
訪

を
経
て
洗
馬
を
過
ぎ
名
古
屋
に
達
す
る
参
謀
本
部
の
説
と
直
江
津
線
路
上
田
よ
り

分
れ
て
洗
馬
を
過
ぎ
名
古
屋
に
達
す
る
鉄
道
庁
の
説
と
二
派
に
分
れ
居
れ
り

一
名
古
屋
以
西
広
島
以
東
の
間
ハ
既
縦
路
及
び
計
画
中
な
る
山
陽
鉄
道
を
用
ゆ
故

に
現
在
の
山
陽
鉄
道
線
ハ
悉
く
買
上
ぐ
へ
し

一
広
島
以
西
馬
関
迄
ハ
全
く
参
謀
本
部
の
詳
通
り
廿
日
市
津
和
野
山
口
、
吉

田
を
経
て
馬
関
に
達
す
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(
逝

こ
う
し
た
「
結
果
」
を
受
け
て
、
次
号
一
 
0
月
六
日
付
「
県
下
鉄
道
問
題
」
で
は
、

と
れ
ま
で
計
画
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
同
紙
が
初
め
て
強
違
念
を
表
明
し
た
。

其
計
画
に
擴
れ
ぱ
県
下
を
通
過
す
る
も
の
ハ
唯
鹿
足
郡
津
和
野
の
一
部
へ
一
寸
顔
出

し
す
る
の
み
に
て
其
他
一
線
の
更
に
県
下
を
貫
通
す
る
者
な
き
を
奈
何
せ
ん
若
し
此

の
議
に
し
て
不
幸
議
会
の
協
賛
を
得
ば
今
後
県
下
へ
鉄
道
を
敷
設
す
る
の
希
望
ハ
且

ら
く
絶
え
た
り
と
謂
ふ
も
決
し
て
聖
戸
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
鳴
呼
我
島
根
県
下
ハ
遂

に
軍
事
上
濡
上
鉄
道
の
必
要
を
発
見
せ
ら
れ
ざ
る
か

参
謀
本
部
に
ょ
る
本
州
縦
貫
内
陸
幹
線
鉄
道
の
構
想
は
敷
設
の
段
階
で
後
退
さ
せ
ら

れ
実
際
に
は
思
い
通
り
に
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
松
下
孝
昭
氏
が
明
ら
か
に
し
て

(
認
)

い
る
。
し
か
し
、
鉄
道
敷
設
を
求
め
る
地
域
か
ら
の
陳
情
書
類
の
多
く
が
軍
事
的
な
観

点
か
ら
路
線
の
意
義
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
陸
軍
の
意
向
は
地
域
社
会
に

鰯
)

お
い
て
絶
大
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
こ
の
時
点
で
同
紙
が
突
如
と
し
て
懸
念
を
抱
い
た

の
は
「
計
画
」
が
陸
軍
側
の
お
墨
付
き
を
得
た
と
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
期
帝
国
議
会
の
開
会
は
目
前
に
迫
っ
て
い
た
。
『
山
陰
新
聞
』
は
記
事
「
県
下
鉄
道

問
題
」
の
最
後
に
、
鉄
道
問
題
に
関
し
て
「
近
日
を
期
し
て
大
に
所
感
を
吐
露
し
以
て
県

下
七
十
万
の
同
胞
に
訴
ふ
べ
し
否
な
山
陰
地
方
の
人
士
に
質
さ
ん
こ
と
」
を
期
し
た
。
こ

れ
が
特
集
「
山
陰
鉄
需
」
と
な
る
。

第
二
節
『
山
陰
新
聞
』
に
ょ
る
特
集
「
山
陰
鉄
道
論
」

鳴
呼
吾
が
山
陰
道
果
し
て
鉄
道
の
要
無
き
か
之
を
国
防
上
よ
り
観
之
を
殖
産
交
通

上
に
察
す
る
鳴
呼
吾
が
山
陰
道
果
し
て
鉄
道
の
要
無
き
か
、
近
時
軍
事
鉄
道
の
W

起
る
而
し
て
其
の
畔
に
付
て
眼
の
及
ぶ
所
ハ
終
に
山
陰
道
を
見
ざ
る
も
の
》
如
し

『
山
陰
新
聞
』
は
一
 
0
月
一
四
・
一
五
・
一
六
・
一

「
山
陰
鉄
道
稔
社
告
」
を
掲

ヒ
日

載
し
二
0
日
に
特
集
「
山
陰
鉄
需
」
を
発
挙
る
こ
と
を
予
t
た
が
、
前
記
は
そ
の

一
節
で
あ
る
。
ま
た
、
需
を
「
並
日
ね
く
配
布
」
す
る
た
め
、
当
日
は
一
 
0
0
0
部
を
増

而
)

ハ
.
、
、

」
,
リ

刷
す
る
と
し
た
。
そ
れ
は
「
自
ら
揣
ら
ず
奮
ツ
て
山
験
道
の
為
に
挺
ん
で
て
暁
鐘
の

あ
た

任
に
膺
」
る
と
い
う
同
紙
の
姿
表
明
で
あ
っ
た
。

『
山
陰
新
聞
』
一
 
0
月
二
0
日
付
「
山
陰
鉄
需
」
は
政
府
(
鉄
道
庁
)
・
参
謀
本
部
に

よ
る
「
軍
事
鉄
道
」
計
画
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
、
お
よ
そ
二
頁
に
お
よ
ぶ
特
集
記
事
で

あ
る
。
こ
れ
は
語
書
で
は
な
い
が
、
石
見
地
域
で
の
馬
車
鉄
道
計
画
に
続
く
島
根
県
に

お
け
る
主
体
的
な
鉄
道
敷
設
運
動
の
契
機
に
な
っ
た
重
要
な
記
事
な
の
で
、
本
節
で
は
そ

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

同
謹
、
「
哮
呼
山
陰
道
ハ
日
本
版
図
内
に
あ
ら
ざ
る
か
何
ぞ
其
れ
政
府
民
人
倶
に
我

山
陰
道
を
観
る
の
冷
淡
な
る
や
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
よ
う
に
、
山
陰
地
方
が
鉄
道
政

策
の
埒
外
に
置
か
れ
た
こ
と
に
対
す
る
怒
り
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
「
山
陰
鉄
道
」
を
必

要
と
す
る
理
由
は
「
軍
事
鉄
道
」
・
「
経
済
鉄
道
」
の
二
項
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
下

順
番
に
そ
の
内
{
谷
を
確
督
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
軍
事
鉄
道
」
の
項
の
要
点
は
「
日
本
海
の
敬
循
は
国
防
上
最
も
緊
急
必
要
」
で
あ
り
、

「
西
伯
利
亜
鉄
道
成
功
」
後
は
そ
の
必
要
性
が
「
更
に
増
加
」
 
t
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

シ
ベ
り
ア
鉄
道
は
同
年
五
月
三
一
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
て
起
工
式
を
挙
げ
た
ぱ
か

り
で
、
「
山
陰
釜
」
は
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
す
る
国
防
上
の
備
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
我
山
陰
道
一
線
の
以
て
有
事
の
日
に
備
ふ
る
も
の
な
き
」
状
況
で
あ
っ
た
。
 
t
な
わ
ち
、

現
状
で
は
山
陰
に
兵
員
を
送
る
に
は
「
広
島
よ
り
す
る
も
大
阪
よ
り
す
る
も
三
日
程
を
要

す
る
」
一
方
、
「
浦
塩
斯
徳
よ
り
す
る
と
き
ハ
僅
か
に
二
日
程
に
過
ぎ
ず
」
、
「
山
陰
鉄
道
」

に
ょ
り
兵
員
輸
送
を
迅
速
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
山
陰
鉄
道
」
が
無
け
れ
ば
「
一

旦
有
事
の
日
に
際
し
て
大
阪
広
島
の
師
団
口
遂
に
山
陰
地
方
に
其
用
を
完
ふ
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
」
と
断
言
し
て
い
る
。

/
,
ー
,
一
ノ
ル
三
一
ノ
ー
ン
」
ノ

ま
た
、
「
海
軍
碇
泊
所
」
と
し
て
の
隠
岐
の
重
要
性
を
挙
げ
、
同
所
の
防
衛
の
た
め
に
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山
陰
道
の
交
通
を
竪
戸
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ベ
り
ア
箔
の
全
通
に
ょ

り
そ
の
「
利
害
」
は
「
日
本
全
国
に
及
」
ぶ
と
さ
れ
、
対
馬
の
み
が
海
防
上
重
要
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
山
陰
鉄
道
」
は
蚕
事
上
の
必
要
」
か
ら
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

次
は
「
僻
鉄
道
」
の
項
で
あ
る
。
前
の
項
を
受
け
、
冒
頭
で
ヱ
父
通
上
又
た
山
艇

道
を
棄
る
こ
と
能
ハ
ず
」
と
あ
る
が
、
山
陰
は
「
地
最
も
其
理
を
得
ず
し
て
交
通
最
も
不

便
な
る
」
地
域
で
あ
っ
た
。
「
経
済
上
」
山
陰
が
鉄
道
を
必
要
と
す
る
理
由
は
こ
の
点
に

集
約
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
項
で
山
陰
の
地
域
経
済
の
器
祭
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
軍
事
鉄
道
」
の
項
で
シ
ベ
り
ア
鉄
道
起
工
を
契
機
と
t
る
環
日

本
海
地
域
の
軍
事
的
緊
張
の
高
ま
り
か
ら
鉄
道
の
必
要
性
が
説
明
さ
れ
て
い
た
の
と
は
異

な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
地
域
の
産
物
名
が
出
て
く
る
の
は
以
下
の
部
分
の
み
で
あ
る
。

彼
の
山
陽
の
天
然
に
其
幸
福
を
恋
に
す
る
も
の
あ
る
ハ
吾
輩
が
各
節
に
於
て
詳
述
t

る
所
の
如
し
今
復
た
贅
す
る
を
要
せ
ず
と
雛
之
れ
を
大
に
し
て
ハ
山
陰
道
物
産
に
富

ま
ざ
る
も
猶
ほ
数
百
万
石
の
米
穀
あ
り
、
其
他
之
を
小
に
し
て
も
海
産
物
に
雑
品
に

以
て
鉄
道
を
利
用
す
る
の
途
な
し
と
せ
ず

一
方
で
、
鉄
道
の
必
要
性
や
地
域
の
状
況
を
説
明
t
る
の
に
常
に
念
頭
に
あ
る
の
は
太

平
洋
側
地
域
で
あ
る
。
東
京
・
大
阪
・
京
都
が
届
白
識
商
業
の
中
心
」
と
な
り
「
海
陸
交

通
の
不
便
を
窒
」
し
な
い
の
は
「
太
平
洋
地
方
天
與
の
恵
」
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
「
関
係
地
方
」
の
「
活
機
」
(
発
展
)
は
「
中
心
」
の
勢
力
如
何
に
ょ
る
と
さ
れ
、
鉄

道
は
「
中
心
」
と
「
関
係
地
方
」
と
を
「
双
方
関
連
」
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
項
が
最
も
嘉
し
、
多
く
の
字
数
を
割
い
て
い
る
の
が
山
陰
と
山
陽
の

差
で
あ
る
。
山
陽
線
の
線
に
は
鉄
道
が
無
く
と
も
、
「
尽
く
海
に
沿
ふ
て
汽
船
の
最
大

好
便
」
(
兵
庫
番
部
)
や
「
海
路
最
幸
の
至
便
」
(
瀬
戸
内
)
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
「
海

に
陸
に
天
然
の
最
大
幸
福
と
最
大
利
益
と
を
有
し
而
か
も
軍
事
上
左
ま
で
緊
要
な
ら
ざ
る

べ
し
と
思
惟
せ
ら
る
》
山
陽
道
既
設
の
鉄
道
」
を
政
府
が
買
収
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と

は
大
問
題
で
あ
っ
た
。
「
山
陰
鉄
道
論
」
は
、
交
通
不
便
な
山
陰
地
域
が
他
地
域
に
比
べ

て
冷
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
烈
に
批
判
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
同
論
は
、
先
に

述
べ
た
馬
車
箔
計
画
と
は
異
な
り
官
設
で
の
鉄
道
敷
設
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
『
山
陰
新
聞
』
で
は
一
 
0
月
二
九
・
三
0
日
に
「
非
鉄
道
買
上
按
」
今
三
日
に
同

按
「
讐
」
を
欝
)
を
連
載
し
た
。
そ
こ
で
も
政
府
の
散
鉄
道
買
収
策
に
対
し
て
、

私
誤
道
買
収
よ
り
も
箔
未
設
地
方
へ
の
鉄
道
敷
設
を
優
先
t
べ
き
こ
と
を
訴
え
て
い

る
。

以
上
の
よ
う
に
「
山
陰
鉄
道
論
」
は
近
代
日
本
の
実
,
地
方
の
問
題
や
地
域
格
差

問
題
に
立
脚
し
た
鉄
道
論
で
あ
っ
た
。
「
山
陰
鉄
道
」
と
は
「
国
家
共
同
の
必
要
と
利
益

と
を
保
護
し
山
陰
全
道
を
し
て
独
り
日
本
版
図
外
に
置
か
し
め
さ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
「
山
陰
鉄
道
」
と
は
山
陰
地
域
が
近
代
日
本
国
家
の
石
貝
た
り
う
る
た
め
の

条
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
鉄
道
構
督
は
民
間
の
鉄
道
技
術
者
・
佐
分
利
一
嗣
の
「
山
闇
鉄
道
」
論

の
よ
う
に
日
本
の
鉄
道
網
の
地
域
的
な
偏
り
を
問
題
視
し
、
今
後
は
日
本
海
沿
岸
な
ど
の

(
田
)

鉄
道
未
設
地
域
へ
の
鉄
道
敷
設
を
優
先
す
べ
き
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
国
家
機
構
内

部
で
の
地
域
を
度
外
視
し
た
鉄
道
構
想
の
議
曹
反
発
し
た
「
山
陰
鉄
道
論
」
は
、
そ
う

し
た
鉄
道
構
想
と
同
一
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
言
え
る
。
ま
さ
に
地
方
か
ら
の
鉄
道
構
想

で
あ
つ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
山
陰
鉄
道
論
」
で
言
う
「
山
陰
鉄
道
」
と
は
い
か
な
る
路
線
を
想
定
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
爵
な
「
能
事
」
は
「
山
陰
道
を
全
通
す
る
一
線
」
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
軍
事
織
」
の
項
で
は
広
島
・
大
阪
の
地
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
具
体
的
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
同
論
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
山

験
道
の
議
未
だ
天
下
の
倫
に
上
ら
ざ
る
」
現
状
で
は
「
山
陰
鉄
道
」
の
具
体
的
な
路

誓
関
し
て
は
当
面
は
確
定
t
る
必
要
が
な
い
と
し
て
い
る
。
今
日
優
先
t
べ
き
は
「
偏
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へ
に
山
陰
鉄
道
の
利
益
と
必
要
と
を
知
ら
し
む
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
石
見
地
域

で
の
馬
車
鉄
道
計
画
が
地
域
の
交
通
改
善
を
第
一
に
掲
げ
、
路
線
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い

た
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
「
山
陰
鉄
道
論
」
の
発
端
は
、
地
域
か
ら
の
具
体
的
な

要
請
・
計
画
に
基
つ
く
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
が
祭
政
策
の
埒
外
に
置
か
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
同
論
の
常
に
姦
に
あ
る
の
は
太
平
洋
側
地
域
で
あ
り
、
そ
う
し
た
他
地
域
と

の
差
異
に
ょ
っ
て
自
ら
の
地
域
を
説
明
し
て
い
る
。
需
は
巨
視
的
で
近
代
日
本
の
鉄
道

略
の
問
題
点
を
見
事
に
突
い
た
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
具
体
性
に
欠
け
、
地
域
の
内
発

的
な
議
論
と
い
う
性
格
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
三
節
「
軍
事
鉄
道
」
問
題
発
覚
後
の
鉄
道
敷
設
運
動
と
第
二
議
会

(
一
)
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
運
動

『
山
陰
新
聞
』
に
ょ
る
「
軍
事
鉄
道
」
問
題
の
報
道
と
「
山
陰
鉄
需
」
は
出
雲
地

(
鯛
)

域
に
鉄
道
敷
設
運
動
を
巻
き
起
こ
し
た
。
本
節
で
は
こ
の
一
八
九
一
年
秋
以
降
に
展
開

さ
れ
た
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
地
域
で
の
動
き
で

あ
る
。『

山
陰
新
聞
』
が
「
軍
事
鉄
道
」
計
画
を
問
題
視
し
て
以
降
、
ま
ず
動
き
が
見
ら
れ
た

の
は
、
-
 
0
月
一
五
日
に
神
門
郡
今
市
町
(
現
出
雲
市
)
で
開
催
さ
れ
た
出
雲
有
志
地
主

霧
)

農
談
会
・
一
弔
五
回
談
話
会
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
の
「
社
止
口
」
発
表
の
直
後

傘
)

で
あ
る
。
談
話
会
閉
会
直
後
、
松
江
市
の
佐
藤
喜
八
郎
は
「
各
郡
の
有
力
者
に
就
き
山

陰
鉄
道
の
忽
諸
に
付
t
べ
口
ら
さ
る
こ
と
」
を
説
い
た
。
こ
れ
は
周
囲
の
同
意
を
得
て
「
相

当
に
運
動
t
る
所
あ
ら
ん
」
こ
と
を
約
し
た
。
続
い
て
、
「
予
て
ょ
り
鉄
道
曹
ハ
熱
誠

を
凝
し
居
り
既
に
神
門
郡
の
有
志
者
等
へ
ハ
柬
を
通
じ
て
其
意
を
明
か
に
せ
し
」
代
議
士

(
巧
)

の
高
橋
久
次
郎
(
神
門
郡
稗
原
村
)
が
懇
親
会
に
出
席
し
、
「
最
気
心
に
渦
々
数
千
百

言
、
山
陰
鉄
道
の
必
要
と
利
益
と
を
開
陳
」
し
た
。
こ
れ
も
「
大
に
同
意
の
注
意
を
喚
起

し
」
参
加
諸
氏
が
各
郡
内
を
取
り
ま
と
め
、
語
そ
の
他
に
務
め
る
こ
と
を
約
し
た
と
い

う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
決
定
が
各
郡
に
持
ち
帰
ら
れ
、
そ
の
後
ど
ぅ
な
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
橋
は
三
月
三
日
に
今
市
町
で
行
わ
れ
た
帝
国
議
会
前
の
送
別
会

の
席
上
に
て
も
、
「
山
陰
鉄
道
論
」
と
し
て
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
及
し

締
)

て
い
る

0

山
陰
道
ハ
サ
イ
ベ
り
ア
鉄
道
の
成
功
の
暁
に
ハ
一
車
事
上
民
業
上
共
に
焼
点
と
な
る
へ

き
に
ょ
り
山
陰
鉄
需
は
目
下
必
要
と
男
に
新
聞
紙
上
に
ょ
れ
ば
政
府
ハ
山
陰
を

度
外
視
す
る
も
の
》
如
し
故
に
余
の
上
京
期
限
を
十
日
後
迄
に
延
期
し
出
雲
国
の
大

地
主
即
財
産
家
及
其
他
有
志
家
ハ
一
応
協
議
を
遂
け
其
目
的
を
達
す
る
の
考
な
り

(
賃
1
引
用
者
)

以
上
の
と
と
か
、
県
下
出
雲
地
域
の
大
地
主
や
代
議
士
ら
が
い
ち
早
く
「
軍
事
鉄
道
」

問
題
に
反
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
引
用
史
料
に
「
新
聞
紙
上
に
ょ
れ
ぱ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
を
突
き
動
か
し
た
も
の
は
『
山
陰
新
聞
』
の
記
事
で
あ
っ
た
。

方
、
旧
丙
で
は
松
江
市
に
て
鉄
道
終
運
動
が
起
こ
っ
た
。
三
月
八
日
付
『
山
陰

新
聞
』
記
事
(
原
紙
破
損
に
ょ
り
表
題
不
明
)
は
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

近
日
佐
藤
喜
八
郎
福
岡
世
徳
等
の
諸
氏
が
発
企
者
と
な
り
先
づ
当
市
の
輿
論
を
工
疋

し
都
合
に
依
ら
ハ
請
願
書
を
も
直
ち
に
起
艸
し
て
各
郡
へ
参
考
か
た
ぐ
廻
付
し
互

に
提
携
す
る
こ
と
に
為
し
尚
ほ
進
ん
で
ハ
鳥
取
県
と
聯
合
す
る
も
可
な
る
べ
し
と
の

商
議
も
既
に
整
ふ
た
る
由

可
)

り
、
ご
の
り

福
岡
世
徳
と
は
初
代
松
江
市
長
で
あ
る
。
、
記
事
か
ら
は
、
他
地
域
と
の
提
携
を
視
野

に
入
れ
る
な
ど
、
松
江
市
を
運
動
の
中
心
地
と
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
う
か
が
え
る
。
『
山

陰
新
聞
』
に
ょ
る
と
、
同
地
に
て
工
月
二
0
・
二
七
・
ニ
ハ
・
二
九
・
三
0
日
に
協
議
が
な

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
佐
藤
と
福
岡
以
外
に
恊
議
に
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は

玩
)

翁
)

二
■
次
右
衛
円
(
市
議
、
白
器
町
)
、
高
城
権
八
(
市
議
)
、
岡
本
金
太
郎
(
市
議
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而
)

山
陰
新
聞
主
筆
)
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
地
を
代
表
す
る
有
力
者
で
あ
る
。
徐
・
福
岡

三
島
・
高
城
・
岡
本
が
「
取
敢
ず
発
企
者
」
と
な
っ
た
二
七
日
の
市
内
末
次
本
町
臨
水

(
0

J

亭
で
の
協
璽
は
請
願
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る

0

其
請
願
圭
只
発
起
人
に
於
て
之
を
負
担
し
起
稿
の
上
ハ
直
ち
に
有
志
者
の
調
印
を
求

め
て
成
る
べ
く
速
か
に
取
り
絡
め
請
願
手
続
を
為
す
事
と
し
発
企
人
諸
氏
ハ
各
々
其

最
寄
々
々
を
担
当
し
て
勧
誘
の
労
を
執
る
こ
と
を
約
せ
り

協
議
会
場
は
料
亭
で
あ
る
。
運
動
の
拡
大
方
法
を
め
ぐ
り
、
ま
ず
は
各
々
の
「
最
寄
」

を
頼
ろ
う
と
い
う
、
地
域
で
の
組
織
化
の
時
間
的
余
裕
の
な
い
彼
ら
の
切
迫
し
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
は
一
八
八
九
年
の
計
画
と
は
別
の
於
「
山
陰
箔
」

(
鵬
)

計
画
が
鳥
取
県
人
の
森
田
幹
に
ょ
っ
て
松
江
市
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
舞

鶴
(
も
し
く
は
敦
賀
)
 
S
鳥
取
S
島
根
県
(
<
王
通
)
 
S
山
口
県
三
田
尻
問
の
三
0
0
哩
を

-
0
0
0
万
円
で
敷
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
対
t
る
松
江
市
側

の
意
向
は
不
明
で
あ
る
。
森
田
に
対
し
て
は
、
ニ
ハ
日
に
佐
藤
、
二
九
日
に
岡
本
、
三
0

日
に
松
江
市
「
発
企
人
」
五
名
が
そ
れ
ぞ
れ
接
触
し
て
い
る
。

以
上
が
「
軍
事
鉄
道
」
問
題
の
発
覚
と
「
山
陰
鉄
道
論
」
の
発
表
を
契
機
に
島
根
旧
丙

爾
〕

に
展
開
さ
れ
た
鉄
道
敷
設
運
動
で
あ
る
。
運
動
に
関
わ
っ
た
の
は
主
に
出
雲
地
域
の
大

地
主
、
県
議
・
代
議
士
層
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
松
江
市
で
は
市
長
を
中
心
と
し
た
市

の
政
財
界
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
地
方
名
望
家
と
し
て
の

公
私
両
面
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
は
本
章
第
届
即
で
述
べ
た
よ
う
に
石
見
地
域
で
は
馬
車
織
計

画
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
山
陰
新
聞
』
を
見
る
限
り
、
石
見
地
域
で
は
一
連

の
《
「
軍
事
鉄
道
」
問
題
↓
「
山
陰
鉄
道
曹
を
受
け
た
動
き
は
確
雫
き
な
い
。
同
紙

は
鹿
足
郡
津
和
野
地
方
に
つ
い
て
、
同
地
方
が
「
軍
事
鉄
道
」
の
一
部
に
か
か
る
と
い
う

こ
と
で
「
該
地
の
人
ハ
何
と
無
く
今
か
ら
前
祝
ひ
に
一
盃
て
ふ
揺
を
吹
き
出
し
居
る
が

(
二
)
第
姦
会
で
の
動
き

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
地
域
で
の
動
き
は
、
第
二
議
会
(
一
八
九
一

年
三
月
二
六
日
開
会
同
年
三
月
二
五
日
解
散
)
に
向
け
て
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
次
は
帝
国
議
会
で
の
動
き
を
見
て
い
き
た
い
。

第
二
議
会
に
お
い
て
、
政
府
は
三
一
月
一
四
日
に
「
鉄
道
公
債
法
至
と
「
私
設
鉄
道

買
収
法
安
ざ
の
二
法
案
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
官
談
道
の
建
設
の
た
め
の
公
債
募

集
(
九
年
間
で
三
六
0
0
万
巴
を
定
め
た
前
者
に
は
六
つ
の
予
定
線
が
掲
げ
て
あ
る
が
、

而
)

こ
れ
は
「
箔
政
略
二
関
ス
ル
議
」
と
同
じ
路
雫
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
島
根
県
に

関
係
し
そ
う
な
も
の
は
三
原
S
馬
関
間
の
み
で
あ
り
、
『
山
陰
新
聞
』
慧
れ
て
い
た
事

態
は
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
ぁ
っ
た
。
し
か
し
、
衆
議
院
は
私
談
道
買
収
法
案
を
否

決
し
、
鉄
道
公
債
法
案
も
議
会
の
解
散
に
伴
っ
て
{
謡
未
了
と
な
る
な
ど
、
政
府
提
出
の

二
案
は
廃
案
と
な
る
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
詳
し
い
経
緯
の
説
明
は
先
行
研
究
に
譲
る
こ

阿

と
と
し
て
、
島
根
幾
出
代
議
士
の
動
き
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
議
会
で
は
、
三
一
月
一
 
0
日
に
佐
藤
里
治
ら
に
ょ
っ
て
「
鉄
道
拡
張
法
案
」
が
提

(
Ⅲ
)

出
さ
れ
た
。
第
一
議
会
で
の
代
議
士
に
見
ら
れ
た
、
全
国
規
模
で
の
官
談
道
拡
張
を

望
む
傾
向
は
よ
り
強
ま
っ
て
い
た
。
官
談
道
の
拡
張
を
定
め
た
同
法
案
は
、
政
府
案
に

は
な
い
全
国
の
各
路
線
(
全
国
二
三
路
線
、
工
費
計
一
億
三
五
0
0
万
巴
を
掲
げ
て
お

り
、
山
陰
地
域
に
つ
い
て
も
、
「
山
験
」
と
し
て
、
①
官
談
道
京
殻
路
S
舞
鶴
S

宮
津
S
鳥
取
間
、
②
姫
路
(
も
し
く
は
そ
の
近
傍
)
 
S
鳥
取
S
松
江
S
浜
田
S
山
口
間
、

③
岡
山
(
も
し
く
は
そ
の
近
傍
)
 
S
米
子
S
境
間
、
足
島
S
浜
田
間
の
計
四
線
を
掲
げ

m
)

て
い
る
。
そ
し
て
、
同
法
案
提
出
者
全
一
四
名
の
な
か
に
は
佐
藤
の
ほ
か
、
山
陰
地
域

(
川
)

如
し
、
状
況
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
一
八
九
一
年
に
お

け
る
島
根
旧
丙
で
の
二
つ
の
動
き
は
必
ず
し
も
連
動
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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(
n
)

か
ら
佐
々
田
懋
と
山
瀬
幸
人
の
二
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た
、
賛
成
者
全
六
九
名

余
)
 
m
)

の
な
か
に
は
佐
々
木
善
右
衛
門
高
橋
久
次
郎
、
岡
崎
運
兵
衛
(
松
江
)
が
い
た
。
地

域
で
の
動
き
と
の
関
連
で
は
石
見
地
域
出
身
(
那
賀
郡
)
の
佐
々
田
が
法
案
提
出
者
と

し
て
深
く
関
わ
り
、
馬
車
鉄
鄭
画
が
進
行
中
の
広
島
S
浜
田
間
が
同
法
安
輩
に
含
ま
れ

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

山
陰
地
域
の
代
議
士
た
ち
が
同
法
案
に
賛
同
す
る
理
由
は
単
に
そ
の
計
画
の
規
模
だ
け

余
)

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
鉄
道
拡
張
法
案
理
由
圭
国
」
に
ょ
る
と
、
現
在
の
整
網
は
「
本

州
二
在
テ
ハ
太
平
洋
二
面
シ
タ
ル
一
帯
ノ
平
地
ヲ
東
西
二
横
貫
シ
タ
ル
ニ
止
マ
リ
中
央
及

日
本
海
二
面
セ
ル
部
分
ハ
敦
賀
信
越
二
線
ノ
僅
力
二
南
北
ヲ
縦
貫
シ
タ
ル
モ
ノ
＼
外
ハ

未
夕
鉄
道
ア
ル
ヲ
見
ス
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
「
理
由
圭
白
」
は
次
の
よ
う
に
そ
う
し

た
交
通
の
地
域
的
な
不
均
衡
の
是
正
を
訴
え
て
い
た
。

実
及
日
本
海
二
面
セ
ル
部
分
ハ
陸
ニ
ハ
峻
悪
ノ
道
途
ア
リ
海
ニ
ハ
航
運
ノ
不
白
由

ア
リ
テ
鉄
道
ノ
便
益
ヲ
待
ツ
ノ
外
ハ
一
父
通
ノ
方
便
極
メ
テ
全
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
故
二
必

要
ノ
程
度
ヨ
リ
観
レ
ハ
太
平
洋
二
面
セ
ル
部
分
ハ
暫
ク
之
ヲ
後
ニ
ス
ヘ
キ
モ
実
及

日
本
海
二
面
セ
ル
部
分
ハ
寸
時
モ
早
ク
鉄
道
ヲ
敷
設
シ
テ
其
天
峻
ヲ
破
ラ
サ
ル
ヘ
カ

ラ
ス

鉄
道
と
は
「
国
ノ
血
脈
」
で
あ
っ
た
。
鉄
道
が
三
地
方
二
偏
シ
テ
局
部
ノ
利
便
ヲ
ナ

ス
ノ
ミ
」
で
は
「
国
民
ノ
幸
福
二
格
段
ナ
ル
不
平
均
」
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う

「
鉄
道
拡
張
法
安
六
」
は
山
陰
地
域
な
ど
の
鉄
道
未
設
地
域
の
実
情
を
汲
み
取
っ
た
性

1格
を
も
ち
、
「
山
陰
鉄
需
」
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
し
く
秋
以
降
出
雲
地
域
(
特
に
松
江
)
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
請
願
書
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
と
行
方
は
わ
か
ら
な
い
。
の
ち
に
『
山
陰
新
聞
』
で
「
当
市
の
如
き
も
第
二
期

議
会
に
対
し
山
陰
鉄
道
布
設
の
件
を
詰
願
せ
ん
と
の
議
あ
り
、
有
'
者
瓢
心
に
奔
走
せ

し
も
解
散
と
與
に
立
ち
消
同
様
の
姿
に
て
あ
り
し
」
と
あ
り
、
衆
議
院
解
散
の
犠
牲
と
な
っ

m
)

0

た
よ
う
で
あ
る

以
上
の
よ
う
に
、
地
域
で
の
動
き
と
議
会
で
の
動
き
の
明
確
な
連
動
性
は
史
料
的
に
明

ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
議
会
に
お
い
て
島
根
県
の
代
議
士
は
、
独
自
な

動
き
で
は
な
い
も
の
の
官
設
鉄
道
拡
張
を
望
む
衆
議
院
の
動
向
に
乗
じ
る
な
か
で
前
議

会
に
比
べ
て
ょ
り
強
力
に
地
域
の
利
害
を
訴
え
て
い
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
先
行
研
究
で
こ
れ
ま
で
憲
が
不
明
確
な
ま
ま
に
さ
れ
て
き
た
島
根
県
に
お

け
る
鉄
道
敷
設
運
動
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
主
に
『
山
陰
新
聞
』
を
用
い
て
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
島
根
県
で
は
少
な
く
と
も
一
八
九
二
年
よ
り
以
前
に
鉄
道
敷
設
に
向
け
た
動
き

は
^
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
^
^
に
^
洲
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

第
.
、
に
、
島
根
県
で
は
、
一
八
八
九
年
に
運
動
が
活
発
化
し
た
鳥
取
県
と
は
対
照
的

に
、
第
一
次
鉄
道
熱
期
に
お
い
て
は
目
立
っ
た
動
き
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

一
八
九
一
年
に
な
っ
て
主
体
的
な
鉄
道
敷
釜
動
が
台
頭
し
た
。
そ
の
際
、
石
見
地
域
と

堪
麺
域
と
で
二
つ
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
前
者
(
馬
車
鉄
道
計
画
)

が
袈
経
済
の
具
体
的
な
要
請
に
も
と
づ
く
動
き
で
あ
っ
た
に
対
し
、
後
者
は
地
域
の
軍

事
的
重
要
性
や
鉄
道
政
策
の
不
均
等
性
を
訴
え
る
な
ど
、
地
方
・
中
央
の
問
題
に
端
を
発

し
た
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
運
動
の
契
機
と
な
っ
た
『
山
陰
新
聞
』
の
「
山
陰
鉄

道
論
」
か
ら
は
地
域
経
済
か
ら
の
具
体
的
な
要
請
は
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、
二
つ
の
運

動
は
必
ず
し
も
連
動
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
は
、
岳
代
墜
が
地
域
で
の
動
向
に
比
べ
て
一
足
早

く
箔
の
必
要
性
を
表
明
し
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
鉄
道
略
に
地
域
の
利
害
を
反
映

さ
せ
る
動
き
を
強
め
て
い
っ
た
。
地
域
の
動
き
と
の
連
動
性
は
不
明
な
点
が
あ
る
も
の
の
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第
一
議
会
と
第
二
議
会
で
は
活
動
の
徹
底
度
が
異
な
る
。
そ
し
て
、
第
三
議
会
(
一
八
九
二

年
五
月
六
日
開
会
S
六
月
一
四
日
閉
会
)
に
お
い
て
も
島
根
・
鳥
取
両
県
の
在
京
有
志
に

Ⅱ

よ
っ
て
山
陰
鉄
道
期
成
会
が
結
成
(
五
旦
三
旦
さ
松
、
「
山
陰
鉄
道
布
設
語
書
」

余
)

が
作
成
・
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
山
陰
地
域
の
「
陸
の
孤
島
化
」
阻
止
の
動
き
は
続
け
ら

れ
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
、
何
故
島
根
県
で
の
主
体
的
な
鉄
道
敷
鐙
動
の
開
始
は
隣
の
鳥
取
県
よ
り

や
や
遅
く
一
八
九
一
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、
明

治
一
0
年
代
後
半
か
ら
二
0
年
代
前
半
に
か
け
て
、
島
根
県
で
は
地
域
交
通
の
発
達
の

画
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
が
、
あ
る
程
度
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
内
藤
正
中
氏
は
『
島
根
県
の
百
年
』
に
て
、
一
八
八
四
年
(
明
治
一
七
)
に
大

阪
商
船
会
社
に
ょ
る
大
阪
S
松
江
間
の
山
陰
航
路
が
開
設
さ
れ
、
運
賃
コ
ス
ト
と
物
価

の
低
減
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
一
ハ
ハ
ハ
年
の
『
島
根
県
農
事
調
査
』
か
ら
明
ら
か
に
し

爪
)

て
い
る
。
ま
た
、
一
八
九
一
年
五
月
に
島
根
県
知
事
籠
手
田
安
定
が
後
任
の
篠
崎
五
郎

に
宛
て
た
『
事
需
渡
書
』
(
計
八
冊
)
は
鉄
道
敷
設
運
動
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
晶
の
交
通
に
関
し
て
籠
手
田
は
「
宍
道
湖
及
中
海
沿
岸
各
地
ノ
間
ヲ
往

復
ス
ル
小
形
汽
舩
ハ
近
来
大
二
其
数
ヲ
加
へ
、
随
テ
其
問
二
競
争
ヲ
生
シ
競
争
劇
甚
ノ
極
」

伽
)

と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
一
年
七
言
う
と
、
島
根
県
黒
{
条
で
あ
っ
た
県
下

三
大
道
路
(
米
子
S
松
江
S
山
口
線
、
松
江
S
広
島
線
、
浜
田
S
広
島
線
)
が
完
成
し
た

年
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
期
の
島
根
県
で
は
主
要
道
路
の
改
修
が
一
段
落
し
、
器
面
で
汽

船
(
特
に
中
海
・
{
六
道
湖
圏
域
で
)
が
力
を
伸
ぱ
し
て
い
た
。
特
に
地
域
に
お
け
る
絵

の
強
弱
が
鉄
道
敷
設
運
動
の
開
始
時
期
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

因
み
に
、
地
域
に
お
け
る
鉄
道
の
必
要
性
つ
い
て
は
、
当
該
期
の
『
山
陰
新
聞
』
記
事

か
ら
は
地
域
の
商
工
業
者
の
意
向
が
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。
同
紙
に
て
一
八
九
一
年
六
月

面
)

よ
り
三
度
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
社
説
「
松
江
の
商
堂
木
」
で
は
「
山
陰
鉄
道
」
(
こ
こ

で
は
陰
陽
連
炊
線
)
が
松
江
市
に
も
た
ら
す
商
業
上
の
膨
音
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
鉄
道
に
対
す
る
期
待
で
は
な
く
、
大
阪
商
人
・
大
阪
資
本
の
進
出
に
ょ
り
松
江
の
商

業
は
睡
鯛
さ
れ
、
松
江
が
「
小
売
地
」
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
釜
べ
ら
れ

て
い
た
。
「
山
陰
箔
」
の
開
通
に
ょ
り
、
松
江
の
商
業
は
大
阪
商
人
と
の
「
生
存
"
琴
」

に
立
た
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
地
域
の
商
工
業
者
の
意
向
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
地
域
で
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今

後
は
第
三
零
以
降
の
箔
敷
難
動
の
実
張
明
に
加
え
、
鉄
道
敷
設
法
と
山
陰
地
域

の
関
係
に
つ
い
て
地
域
^
差
問
^
も
視
野
に
入
^
た
^
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

注
(
1
)
内
藤
正
中
『
島
根
県
の
百
年
(
県
民
百
賃
三
己
』
(
山
川
出
版
社
二
九
八
二
年
)
、
阿
部
恒
久
『
「
裏

日
本
」
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
』
(
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
七
年
)
、
古
厩
忠
夫
『
裏
日
本

1
近
代
日
本
を
問
い
な
お
す
1
』
命
石
波
書
店
一
九
九
七
年
)
な
ど
。

(
2
)
【
表
】
で
は
他
に
、
内
藤
正
中
翻
『
鼎
島
根
県
の
歴
史
(
鼎
日
本
の
歴
史
三
二
)
』
(
一
九
九
七

午
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
【
表
Y
器
の
各
文
献
の
出
版
元
な
ど
の
詳
程
本
稿
末
尾
の
「
参
考
文
献

一
覧
」
を
参
照
の
こ
と
。

(
3
)
【
表
】
で
は
他
に
、
内
肇
中
『
島
根
県
の
歴
史
』
(
一
九
六
九
年
)
、
山
崎
弘
『
山
陰
鉄
道
物
語
』

(
二
0
0
二
年
)
、
山
陰
整
研
究
会
・
祖
田
定
一
『
島
根
県
・
{
女
来
市
広
瀬
鉄
道
株
式
会
社
資

発
水
歴
史
の
里
に
消
え
た
鉄
道
』
(
、
-
0
0
七
年
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
ι
鉄
媛
陰
は
、
今
後
官
雫
終
す
べ
き
路
線
に
関
し
一
＼
第
二
条
で
全
国
三
三
項
も
の
予
定

線
を
列
挙
し
、
そ
の
中
か
ら
第
七
条
に
掲
げ
た
九
路
線
を
第
一
期
の
計
画
(
三
年
間
)
と
し
て
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建
設
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
(
本
稿
で
は
こ
れ
を
第
一
期
夕
呼
ぶ
と
と
と
す
る
)
。
以
下
は

同
法
第
二
条
に
掲
げ
ら
れ
た
山
陰
地
域
に
関
す
る
路
線
で
あ
る
(
日
本
鉄
道
省
編
『
日
本
鉄
道
史
』

上
編
〔
一
九
一
工
年
、
清
文
堂
よ
り
一
九
七
二
年
に
復
刊
〕
九
五
五
S
九
六
一
頁
)
。

山
陰
線

一
京
都
府
下
糖
ヨ
リ
兵
庫
県
下
豊
岡
鳥
取
県
下
鳥
取
島
根
県
下
松
江
、
浜
田
ヲ
経
テ
山

口
県
下
山
口
近
傍
二
至
ル
鉄
道

山
陰
及
山
陽
連
繰

一
兵
庫
県
下
姫
路
ヨ
リ
生
野
若
ハ
笹
山
ヲ
経
テ
京
都
府
下
舞
鶴
又
ハ
園
部
二
至
ル
箔
若
ハ

兵
庫
県
下
士
山
ヨ
リ
京
都
府
下
福
知
山
ヲ
経
テ
糖
二
至
ル
鉄
道

経
テ
鳥
取
県
下
米
子
及
境
一
呈
ル
鉄
道
若
ハ
岡
山
県
舌
敷
又
ハ
玉
島
ヨ
リ
鳥
取
県
下
境
二

至
ル
鉄
道
(
傍
線
1
引
用
者
)

一
広
島
県
下
広
島
ヨ
リ
島
根
県
下
浜
田
二
至
ル
鉄
道

こ
の
う
ち
、
傍
墾
示
し
た
も
の
が
第
七
条
に
記
載
さ
れ
、
第
一
期
線
と
な
る
(
厳
密
に
は
第
七

条
の
文
面
で
は
「
兵
庫
県
下
姫
路
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
下
鳥
取
ヲ
経
テ
境
二
至
ル
鉄
道
又
ハ
岡
山
県

下
岡
山
ヨ
リ
津
山
ヲ
経
テ
鳥
取
県
下
境
二
至
ル
鉄
道
若
ハ
岡
山
県
下
倉
敷
ヨ
リ
鳥
取
県
下
境
二
至

ル
鉄
道
」
と
な
る
)
。
こ
の
路
線
は
三
本
の
比
較
撃
含
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
島
根
喝
丙
に
は

及
ぱ
な
い
。
そ
し
て
、
第
二
条
で
予
定
線
と
し
て
掲
げ
ら
れ
な
が
ら
第
一
課
に
は
外
れ
た
鞭

が
第
一
期
線
に
昇
格
す
る
に
は
帝
国
焚
本
で
の
協
賛
(
法
律
改
正
が
必
要
で
あ
っ
た
。

(
5
)
島
根
県
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
島
根
県
議
会
史
』
第
一
巻
・
第
二
巻
爲
根
鷲
会
事
務

局
、
一
九
五
九
年
)
。
島
根
県
会
で
は
鉄
道
問
題
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
建
議
・
意
見
書
が
可

決
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
二
年
三
阿
六
日
「
県
下
安
来
地
方
ヲ
陰
陽
連
絡
鉄
道
中
間
線
二
挿
入

セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
請
フ
建
議
」
璽
巻
、
、
 
0
九
二
頁
)
。
一
八
九
五
年
三
旦

7
H
四
喪

「

県
下
二
鉄
道
布
設
ヲ
請
フ
ノ
建
議
」
重
巻
、
一
一
九
五
・
一
一
九
六
頁
)
。
一
八
九
人
午
ご
一

一
兵
庫
県
下
姫
路
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
下
鳥
取
二
至
ル
鉄
道
又
ハ
岡
山
県
下
岡
山
ヨ
リ
洗
ヲ

月
「
島
根
県
下
へ
鉄
道
ヲ
敷
設
セ
ラ
レ
ン
事
外
二
件
二
関
ス
ル
再
建
議
」
(
第
一
巻
三
三
一
八

頁
)
。
一
九
0
0
年
三
河
一
九
日
「
島
根
県
下
二
鉄
道
ヲ
敷
設
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
意
見
圭
白
」

(
第
二
巻
、
三
八
三
頁
)
。
一
九
0
二
年
ご
河
「
山
陰
鉄
道
敷
設
二
関
ス
ル
意
見
書
」
(
第
二
巻

四
六
九
・
四
七
0
頁
)
。

(
6
)
【
表
】
で
は
他
に
『
松
江
八
百
八
町
内
物
語
白
潟
の
巻
』
(
一
九
五
五
年
)
、
『
島
根
百
年
』
(
一
九
六
八

年
)
、
胤
正
中
『
わ
が
町
の
歴
史
・
松
江
』
(
一
九
七
九
年
)
、
『
松
江
市
議
会
史
』
(
一
九
八
一
年
)
、

下
島
根
県
大
百
科
事
典
上
巻
』
(
一
九
八
二
年
)
、
前
掲
内
藤
『
島
根
県
の
百
年
』
(
一
九
八
二
年
)
、

『
南
に
見
る
山
陰
の
世
相
百
年
』
(
一
九
八
三
年
)
、
『
市
制
施
行
一
0
0
周
年
記
稔
江
嘉
』

(
一
九
八
九
年
)
、
『
松
江
余
談
』
(
一
九
八
九
包
が
あ
る
。

(
7
)
と
の
ほ
か
、
局
で
は
一
九
0
八
年
の
山
験
の
開
通
ま
で
に
は
、
日
清
穫
期
の
芸
石
鉄
道
や

大
符
山
鉄
道
な
ど
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
私
鉄
譜
も
多
数
存
在
し
た
。
と
ぅ
し
た
計
画
に

関
し
て
は
【
表
】
の
『
新
修
島
根
貴
(
通
史
編
二
)
』
・
『
出
雲
の
歴
史
』
・
『
島
根
県
大
百
科
事
典

上
巻
』
な
ど
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
路
線
や
時
期
と
い
っ
た
こ
と
に
と
ど
ま
り
、
実
態
解
明

は
進
ん
で
い
な
い
。

(
8
)
【
表
】
で
は
他
に
、
『
島
根
県
大
百
科
事
典
上
巻
』
(
一
九
八
二
午
野
本
晃
史
担
当
部
分
)
、
『
市

制
施
行
一
 
0
0
周
年
記
念
松
江
市
誌
』
(
一
九
八
九
年
)
、
『
松
江
余
談
』
(
一
九
八
九
年
)
が
あ
げ

ら
れ
る
。

(
9
)
松
江
市
役
所
所
蔵
『
松
江
米
子
問
鉄
嘉
願
事
務
所
記
録
』
。

(
W
)
『
山
陰
新
閉
』
か
ら
は
鉄
道
終
法
公
布
後
に
島
根
県
内
に
は
以
下
の
三
つ
の
鉄
道
敷
鐙
動

が
台
頭
し
た
と
と
が
隠
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
自
ら
の
路
線
を
同
法
の
第
一
期
線
へ

組
み
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
.
一
は
鳥
取
県
境
S
島
根
晶
義
郡
S
岡
山
塁
眉
敷
間
で
あ

る
。
こ
れ
は
能
赤
を
陰
陽
連
絡
線
(
鉄
道
敷
強
第
一
期
線
)
の
経
由
地
に
組
み
込
も
う
と
す

る
動
き
で
あ
り
、
先
述
の
建
議
(
W
 
下
県
県
製
史
』
第
一
巻
)
は
そ
う
し
た
動
き
の
一
環

で
あ
っ
た
(
注
Ⅱ
盆
)
。
第
二
は
那
賀
郡
喬
S
広
・
倍
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
前
掲
鉄
道
敷
設

ノ＼

H
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法
の
第
二
条
に
「
広
島
県
下
広
島
ヨ
リ
島
根
県
下
浜
田
二
至
ル
鉄
道
」
と
し
て
器
さ
れ
て
い
る
(
注

4
姦
)
。
同
法
公
布
後
間
も
な
い
七
月
五
日
付
の
『
山
辱
閉
』
(
「
那
郡
浜
田
の
要
報
全
日

発
)
」
)
に
、
同
路
線
の
鉄
道
終
法
第
一
期
線
昇
格
を
目
指
す
た
め
倫
票
誘
隆
の
動
き

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
県
内
の
同
法
公
布
後
に
見
ら
れ
る
動
き
と
し
て
は
早
い
も
の
で
あ
る
。
第

三
は
、
鉄
道
終
法
第
七
条
器
(
第
一
綴
)
の
「
広
島
県
下
三
原
ヨ
リ
山
口
県
下
赤
鴇
二

至
ル
鉄
道
」
を
内
陸
の
鹿
足
郡
津
和
野
経
由
へ
と
導
こ
う
と
t
る
も
の
で
、
九
月
頃
よ
り
そ
の
動

き
が
確
雫
き
る
(
『
山
陰
新
閉
』
一
八
九
二
年
九
月
二
九
日
「
防
州
山
口
将
(
九
月
廿
六
日
逃
」
、

同
一
八
九
二
年
三
月
二
九
日
云
製
道
に
関
す
ゑ
断
」
な
ど
)
。
こ
羅
他
は
堀
礼
造
ら

を
中
心
と
t
る
鹿
足
郡
有
志
が
関
わ
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
路
線
の
俸
莅
性
を
{
釜
す
べ
く
独
自
に

技
師
を
雇
っ
て
路
線
の
実
糊
量
を
行
っ
た
。
こ
の
運
動
に
関
し
て
は
、
宇
田
正
氏
が
『
近
代
日

本
と
釜
史
の
展
開
』
(
日
本
僻
評
"
、
一
九
九
五
年
)
の
第
四
章
「
明
治
中
期
一
地
方
釜

計
画
に
か
か
る
路
線
調
査
と
そ
の
背
景
1
1
津
和
顎
関
係
実
地
測
量
を
め
ぐ
つ
て
 
1
」
に
お

い
工
譯
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(
Ⅱ
)
島
根
冬
の
「
県
下
安
来
地
方
ヲ
陰
陽
器
箔
中
間
線
二
挿
入
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
請
フ
鷲
」
は
、

鉄
道
敷
陰
第
七
龜
載
の
「
兵
庫
県
下
姫
路
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
下
鳥
取
ヲ
経
テ
境
三
金
ル
釜

又
ハ
岡
山
県
下
岡
山
ヨ
リ
津
山
ヲ
経
テ
鳥
取
県
下
境
二
至
ル
鉄
道
若
ハ
岡
山
県
下
姦
ヨ
リ
鳥
取

県
下
境
二
至
ル
鉄
道
」
の
う
ち
、
倉
敷
S
境
間
の
採
用
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
建

議
は
さ
ら
に
こ
の
路
線
を
「
鳥
取
県
下
日
野
郡
石
見
ヨ
'
印
賀
及
本
県
下
能
義
郡
赤
屋
井
尻
母

里
安
田
大
塚
宇
賀
荘
ヲ
経
テ
安
来
二
至
リ
島
田
ヲ
過
キ
米
子
境
二
通
ス
ル
」
も
の
に
す
る
こ
と
を

求
め
た
(
前
掲
『
島
根
県
焚
壷
』
第
一
巻
、
-
 
0
九
二
頁
)
。

(
口
)
こ
う
し
た
傾
向
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
の
が
前
掲
山
崎
『
山
陰
鉄
道
物
語
』
の
以
下
の
よ
う
な
記

述
(
二
六
・
二
七
頁
)
で
あ
る
。

松
江
市
の
鉄
道
敷
隆
動
が
加
熱
し
て
き
た
の
は
、
明
治
三
二
年
(
一
八
九
九
)
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
っ
た
。
島
根
県
で
は
、
か
つ
て
明
治
二
五
年
(
一
八
九
己
に
、
島
根
於
会
か

ら
内
務
大
臣
に
陰
陽
黛
線
生
膿
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
八
年
(
一
八
九
五
に
は
松

ル
市
を
中
心
に
、
旧
璽
=
街
き
か
け
「
島
根
県
下
長
道
終
壽
う
」
と
い
う
建
議
を

国
会
に
提
出
し
た
。
だ
が
い
ま
ひ
と
つ
、
本
^
的
な
運
動
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
^

が
三
二
年
に
な
っ
恩
に
火
が
つ
い
た
の
は
三
三
年
に
着
工
し
、
山
陰
を
東
へ
延
び
て
行

く
、
陰
陽
連
^
の
^
1
鳥
取
1
姫
路
線
に
大
き
く
影
^
さ
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。

(
玲
)
農
地
方
の
釜
終
の
遅
れ
に
関
し
て
は
県
恒
久
氏
が
前
掲
憂
日
本
」
は
い
か
に
つ
く

ら
れ
た
か
』
の
第
六
章
「
山
陰
地
力
の
「
裏
日
本
」
化
」
に
お
い
て
、
鉄
道
敷
陰
公
布
後
の
帝

鼎
会
で
の
山
陰
地
域
へ
の
鉄
道
建
啓
関
t
る
議
論
と
、
{
際
の
釜
建
設
の
実
施
状
況
を
整

理
・
艀
し
、
山
陰
地
力
へ
鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
喜
貝
し
た
張
姿
勢
を
指

摘
し
て
い
る
。
阿
部
氏
は
島
根
県
需
代
議
士
恒
松
隆
慶
に
ょ
る
帝
国
議
会
で
の
鉄
道
敷
設
の

要
求
な
ど
地
域
の
側
か
ら
の
動
き
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
鉄
道
敷
設
法
公
布
以
前
の
山
陰
地

域
の
状
況
倫
し
て
は
、
丁
八
八
七
年
九
月
の
松
江
で
の
島
根
・
鳥
取
両
県
条
に
よ
る
会
合
の

こ
と
(
前
掲
内
藤
『
島
根
県
の
百
年
』
か
ら
の
引
用
)
七
第
一
議
会
に
貴
衆
両
院
に
提
出
さ
れ

た
鳥
取
県
有
志
稽
克
三
ほ
か
三
九
名
に
ょ
晶
願
(
本
稿
第
豆
早
に
て
徐
)
の
と
と
し
か

触
れ
て
い
な
い
。

(
H
)
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
『
日
本
の
鉄
道
1
-
 
0
0
年
の
歩
み
か
ら
1
』
(
三
省
堂
、
一
九
七
三
年
)

三
九
頁
。

(
巧
)
老
"
喜
『
日
本
史
小
百
科
,
近
代
人
鉄
道
>
』
(
東
京
堂
出
版
一
九
九
六
年
)
三
孟
真

(
玲
)
雛
勤
・
池
内
敏
編
『
鳥
取
米
子
と
隠
岐
(
街
道
の
日
本
史
三
七
)
』
全
口
川
弘
文
館
三
0
0
五
年
)

三
孟
頁
。

介
)
『
山
陽
新
報
』
(
一
八
八
七
年
九
月
二
五
日
「
山
陰
鉄
道
」
)
。

山
陰
道
の
海
産
物
其
他
重
要
産
物
に
富
む
こ
と
は
世
人
も
已
に
知
了
せ
る
所
な
る
が
此
諸
産

物
は
器
の
路
末
だ
開
け
ざ
る
に
由
り
て
所
需
腐
陳
々
相
因
る
の
傾
な
き
に
し
も
あ
ら
ざ

る
に
ぞ
坐
君
見
因
幡
伯
耆
の
呉
遜
響
貝
は
夫
の
山
陽
鉄
道
の
布
設
も
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
を
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以
て
右
四
国
を
連
貫
し
た
る
一
線
の
鉄
道
を
布
設
し
て
此
の
岡
山
に
通
じ
て
山
陽
鉄
道
に
接

続
せ
し
め
此
鉄
道
を
以
て
産
物
の
運
輸
を
な
さ
ん
と
計
画
し
四
国
は
鴛
の
調
査
を
も
な
し

を
る
趣
な
る
が
此
計
画
に
し
て
成
立
た
ら
ん
に
は
直
ち
に
埜
女
に
着
手
す
る
都
合
な
り

と
い
へ
リ

(
玲
)
『
東
京
日
日
新
聞
』
(
一
八
八
七
年
一
 
0
月
三
百
「
山
陰
道
鉄
道
」
)
。

同
鉄
道
(
山
陰
道
鉄
道
1
引
用
者
注
)
布
設
の
計
画
あ
る
由
ハ
曽
て
聞
く
処
な
り
し
が
其
発

起
者
た
る
出
雲
石
見
伯
耆
因
幡
四
ケ
国
の
呉
本
議
員
諸
氏
ハ
本
月
一
日
出
牙
松
江
に
尖
工

を
開
き
右
布
設
大
体
の
協
議
を
為
せ
し
由
な
る
が
其
線
路
ハ
右
四
ケ
国
を
連
貫
し
備
前
岡
山

ま
で
布
設
し
山
陽
鉄
道
に
連
接
せ
し
む
べ
き
見
込
な
り
と
の
報
知
あ
り

翁
)
当
時
『
山
陰
新
聞
』
は
隔
日
刊
行
で
あ
っ
た
。
一
八
八
七
年
九
月
ご
百
は
休
刊
、
三
百
(
第

ハ
ハ
ハ
ロ
瓦
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
原
紙
が
全
頁
欠
号
で
あ
っ
た
。

⑳
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
八
七
年
九
月
一
七
日
両
県
繭
糸
共
進
会
開
場
式
」
)
な
ど
。

(
幻
)
こ
の
『
山
陰
新
聞
』
で
の
「
山
陽
道
鉄
道
会
社
」
が
、
の
ち
に
神
戸
S
下
関
間
の
鉄
道
を
終
t

る
山
陽
鉄
道
会
社
に
繋
が
勗
き
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
は
本
稿
で
は
明
ら
か
で
き
な
い
。
後
者
の
山

陽
鉄
漠
工
社
の
創
立
願
書
の
提
出
は
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)
三
月
二
七
日
で
あ
る
。
そ
し
て
、

最
初
の
営
業
区
間
で
あ
る
兵
庫
S
明
石
間
が
開
業
す
る
の
は
一
ハ
ハ
ハ
年
三
刃
一
日
で
あ
る
(
前

掲
『
日
本
鉄
道
史
』
上
編
、
ハ
ニ
0
S
ハ
ニ
ハ
頁
)
。

(
器
)
関
西
鉄
道
は
京
都
S
名
古
屋
間
を
連
絡
す
べ
く
滋
賀
県
の
有
志
に
ょ
っ
て
企
画
さ
れ
た
が
、
京

都
の
有
志
の
賛
同
を
得
る
た
め
も
あ
り
計
画
に
京
都
S
宮
津
間
が
追
加
さ
れ
た
。
一
八
八
七
年
三

月
に
提
出
さ
れ
た
「
関
西
鉄
道
会
社
創
立
願
圭
白
」
は
大
津
S
四
日
市
問
四
日
市
S
桑
名
S
熱
田

間
伏
見
S
奈
良
S
大
阪
間
京
都
S
宮
津
間
の
路
線
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
道

庁
長
官
の
井
上
勝
は
他
の
計
画
と
の
競
合
等
の
面
か
ら
再
出
願
を
指
令
し
た
。
そ
し
く
翌
年
一

月
に
再
出
願
を
し
た
男
路
線
は
草
津
S
四
日
市
間
、
桑
名
S
四
訂
市
冏
、
河
原
田
S
津
間
で
あ

り
(
こ
の
三
区
問
は
三
月
長
設
の
免
許
を
得
た
)
、
京
都
S
宮
津
問
は
計
画
か
ら
消
去
さ
れ
た

冒
本
国
有
鉄
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
賃
』
第
二
巻
〔
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
二
九
七
0
缶

五
三
九
S
玉
四
二
頁
)
。

(
部
)
『
山
辱
聞
』
(
一
八
八
九
年
六
打
三
日
「
山
甑
道
会
社
」
)
。

愛
)
日
本
国
有
鉄
道
編
冒
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
四
巻
(
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
七
二
缶

四
三
<
・
四
三
七
頁
。
宮
川
秀
一
「
阪
鶴
箔
の
敷
設
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
兵
庫
史
学
』
第
四
七
号
、

兵
空
饗
一
九
六
七
年
)
ご
一
・
一
三
頁
。
木
村
辰
男
「
山
陰
・
山
陽
連
殺
道
の
形
成
過
程

1
鉄
道
敷
陰
の
公
布
に
関
連
し
て
1
」
(
『
神
戸
学
院
大
希
要
』
一
弟
二
巻
第
盲
ぢ
二
九
七
一
年
)

五
三
S
五
六
頁
。

露
)
島
根
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
・
山
陰
中
央
新
報
社
開
発
局
企
画
編
集
『
島
根
県
大
百
科
事

典
上
巻
』
(
山
陰
実
新
馨
、
一
九
八
二
年
)
六
九
一
頁
(
鴛
宗
氏
担
当
「
山
陰
鉄
道
」
)
。

(
紛
)
一
八
八
九
年
の
鳥
取
県
に
お
け
る
鉄
道
終
運
動
の
状
謬
つ
い
て
、
二
年
後
の
『
山
陰
新
聞
』

(
一
八
九
一
年
六
旦
工
日
「
陰
陽
鉄
道
曾
燃
軍
伯
地
方
に
区
は
以
下
の
四
顎
を
紹
介
し

て
い
る
。
①
「
山
陰
鉄
道
」
(
為
S
但
馬
S
因
幡
S
伯
耆
S
出
雲
(
松
江
)
間
)
、
②
「
因
播
鉄
道
」
(
播

磨
與
井
S
因
幡
S
伯
耆
S
松
江
問
)
、
隔
前
和
気
S
津
山
S
倉
吉
S
米
子
S
松
江
間
器
後
尾

道
S
鳥
取
県
日
野
郡
S
米
子
S
松
江
間
。

(
包
玉
島
の
有
志
者
四
互
は
浅
口
郡
選
出
の
旧
公
=
議
員
の
契
一
と
板
谷
九
郎
と
思
わ
れ
る
(
岡
山

糖
『
岡
山
冬
史
』
第
一
編
中
国
民
郡
一
九
0
六
年
)
。

露
)
『
山
陰
高
』
(
一
八
八
九
年
七
月
二
七
日
「
岡
山
及
玉
島
の
鉄
道
有
志
者
」
)
。

西
)
『
山
陰
新
闇
』
(
一
八
八
九
年
九
月
二
七
日
「
日
野
郡
根
雨
宿
通
信
」
)
。
同
(
一
八
八
九
年
一
 
0
月

七
日
「
西
伯
鉄
道
の
燧
道
」
)
。

(
即
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
八
九
年
一
 
0
月
九
日
「
箔
設
計
決
議
書
」
)
。

(
飢
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
八
九
年
七
打
二
七
日
「
伯
州
有
志
懇
親
会
の
結
果
」
)
。
同
(
一
八
八
九
年
九

円
三
日
「
三
国
有
志
者
の
会
△
口
」
)
。

(
噐
)
『
山
陰
励
闇
』
(
一
八
八
九
年
九
月
一
三
日
 
7
叢
の
鉄
道
」
)
。
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露
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
八
九
年
九
月
二
七
日
「
日
野
郡
根
雨
宿
通
信
」
)
。
同
(
一
八
八
九
年
一
 
0
月

七
日
「
西
伯
鉄
道
の
燧
道
」
)
。
同
(
一
八
八
九
年
三
月
二
日
「
伯
州
根
雨
櫓
釜
問
題
」
)
。

兪
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
八
九
年
七
月
二
七
日
「
岡
山
及
玉
島
の
鉄
道
有
志
者
」
)
。

禽
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
八
九
年
六
月
二
三
日
「
山
陰
鉄
道
会
社
」
)
。

(
関
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
八
九
年
六
月
三
日
「
山
陰
箔
会
社
」
)
。
そ
れ
に
ょ
る
七
第
一
区
は
摂

州
神
崎
S
丹
後
国
多
紀
郡
八
上
新
村
間
第
二
区
は
同
所
S
舞
鶴
問
、
第
三
区
は
同
所
S
久
美
浜

間
、
第
四
区
は
同
所
S
鳥
取
間
第
五
区
は
同
所
S
米
子
間
、
第
六
区
は
同
所
S
松
江
問
で
あ
り
、

以
上
計
三
二
六
哩
余
で
あ
っ
た
。

兪
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
八
九
年
六
月
二
三
日
「
山
陰
鉄
誓
社
」
)
。
同
(
一
八
八
九
年
六
月
二
七
日
「
山

陰
鉄
道
」
)
。

(
認
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
八
九
年
六
月
二
七
日
「
山
陰
鉄
道
」
)
。

(
四
前
掲
『
島
根
県
大
百
科
事
典
上
巻
』
六
九
一
頁
(
池
橋
達
雄
氏
担
当
、
「
山
陰
鐙
」
)
。

(
卯
)
松
下
孝
昭
『
近
代
日
本
の
鉄
道
政
策
1
 
丁
八
九
O
S
 
一
九
二
二
年
1
』
(
日
本
経
済
評
論
社
、

二
0
0
四
年
)
ニ
ハ
・
二
九
頁
。

(
包
前
掲
松
下
『
近
代
日
本
の
鉄
道
覆
』
二
八
真

(
収
)
佐
々
田
懋
(
一
八
五
五
S
一
九
四
0
)
。
那
賀
郡
木
田
村
(
現
浜
田
市
)
出
身
の
政
治
家
・
{
夫
業

家
。
佐
々
田
は
同
村
大
庄
屋
佐
々
田
類
三
郎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
若
く
し
て
木
田
・
追
原
両

村
連
合
戸
長
浜
田
県
呉
=
議
員
(
官
選
)
、
浜
田
県
十
五
等
出
仕
島
根
県
第
一
区
会
議
員
(
↓

議
長
)
を
務
め
た
。
マ
ハ
ハ
一
年
、
雲
磊
三
州
の
新
制
島
根
県
の
初
代
旧
谷
議
長
と
な
り
、
以

来
一
八
九
0
年
ま
で
一
 
0
年
間
議
長
を
務
め
た
。
冬
墜
時
代
は
国
道
改
修
に
尽
力
し
て
い
る
。

一
方
で
、
佐
々
田
は
一
ハ
ハ
ニ
年
、
石
見
嘉
恵
改
進
党
を
浜
田
に
結
成
し
そ
の
党
首
と
な
る
な
ど
、

冬
議
長
・
政
党
党
首
と
し
て
自
由
民
権
運
動
に
深
く
関
わ
っ
た
。
そ
の
後
佐
々
田
は
、
第
一

黒
選
挙
に
県
第
五
区
(
那
賀
・
美
濃
鹿
足
)
か
ら
立
候
補
し
当
選
し
た
。
以
後
第
二
回
(
一
八
九
二

年
二
月
)
、
第
三
回
(
一
八
九
四
年
三
旦
と
淫
三
回
の
当
選
を
果
し
た
。
そ
し
て
、
担
丙
有
数

の
大
地
主
で
あ
っ
た
佐
々
田
は
一
九
三
年
に
貴
族
院
多
額
納
税
議
員
に
当
選
し
一
九
一
八
年
(
大

正
七
)
ま
で
務
め
た
。
佐
々
田
は
衆
議
院
議
員
時
代
、
大
成
会
↓
協
同
条
部
↓
独
立
条
部
↓

湛
条
部
↓
自
由
党
に
段
し
た
。
こ
う
し
た
政
縛
動
の
一
方
で
、
佐
々
田
は
第
五
三
国
立

馨
、
街
県
産
誓
社
終
立
な
ど
に
関
わ
る
な
ど
{
黍
界
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
特
に
、
鉄

道
璽
に
関
心
が
高
く
、
山
陽
・
中
国
・
成
田
・
京
浜
要
・
王
子
軌
道
・
芸
備
な
ど
の
嬰
道

会
社
の
登
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
地
域
長
く
関
わ
る
も
の
は
日
清
戦
後
期
の
芸
石

箔
雲
社
計
画
(
浜
田
S
広
島
問
)
が
あ
る
。

《
勇
文
献
》

島
根
鞍
育
委
員
会
編
『
明
治
百
年
島
根
の
百
傑
』
(
報
光
社
、
一
九
六
八
年
)
。
衆
議
院
・
参

議
踊
璽
本
制
度
百
年
史
院
内
会
需
議
院
の
部
』
(
大
蔵
省
印
刷
局
一
九
九
0
年
)
。

山
陰
圭
<
都
社
・
県
県
歴
史
人
物
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』
(
山
陰

叟
新
都
、
一
九
九
七
年
)
。
前
掲
『
島
役
大
百
栞
典
上
巻
』
五
八
0
頁
。

(
嶋
)
以
下
佐
々
田
の
発
夏
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
巽
』
第
二
巻
(
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
九
年
)
七
五
六
・
七
五
七
頁
に
ょ
る
。

(
U
)
『
東
京
日
日
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
一
 
0
月
一
日
「
箔
買
上
に
関
す
る
衆
議
器
員
の
意
向
」
)
。

(
妬
)
佐
々
木
善
右
衛
門
(
一
八
五
二
S
 
一
九
一
七
)
。
能
義
郡
荒
島
村
(
現
安
来
市
)
出
身
で
、

一
八
六
五
年
(
慶
応
元
年
)
広
瀬
の
山
村
勉
斎
の
も
と
皇
漢
学
を
学
ん
だ
。
一
八
八
一
年
(
明
治

一
四
島
根
炉
太
謬
貝
に
当
誓
二
八
九
0
年
ま
で
在
任
し
た
(
こ
の
間
、
別
長
に
二
経
任
)
。

衆
議
院
議
員
導
孚
で
は
第
一
回
(
一
八
九
0
年
七
月
)
・
第
二
回
(
一
八
九
二
年
二
旦
総
選
挙
で

巡
。
第
一
饗
に
て
は
大
突
一
一
↓
協
同
条
部
、
第
テ
三
雲
に
か
け
て
独
立
条
部
に
所
属

し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
一
八
九
0
年
に
栓
日
"
殴
穐
ま
た
、
山
陰
製
糸
、
松
江
馨
、

稔
野
会
社
の
登
に
関
わ
り
、
山
陰
生
命
俊
株
式
会
社
、
来
待
石
器
合
資
会
社
、
松
江

話
会
社
の
社
長
を
務
め
た
(
前
掲
『
県
県
歴
史
人
物
事
典
』
。
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史
院

内
会
派
璽
議
院
四
部
』
)
。
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(
妬
)
高
橋
久
次
郎
(
一
八
五
八
S
一
九
二
六
)
。
神
問
郡
稗
原
村
(
現
出
雲
市
)
の
出
身
の
政
"
条
。
戸
長

呉
=
議
員
(
常
置
委
員
三
期
)
を
務
め
る
。
議
院
質
と
し
て
は
一
八
九
0
年
に
第
一
黒
選

挙
で
当
選
(
第
三
区
、
大
成
△
五
し
た
。
こ
の
の
ち
簸
川
郡
会
議
員
(
↓
同
議
長
)
、
郡
蚕
業
同
業

組
合
長
郡
需
餐
輪
な
ど
を
歴
任
し
た
。
そ
し
く
一
九
ご
一
年
の
第
三
黒
選
挙
で
再
び

衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
。
以
後
一
九
二
0
年
(
大
正
九
)
の
一
弟
一
四
黒
選
歪
で
繰
四
回
の

当
選
を
果
た
し
た
。
嘉
は
実
条
部
↓
立
憲
同
志
会
↓
憲
冬
に
属
し
、
認
器
衛
(
徐
)

と
と
も
に
旨
の
非
牙
系
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
憲
政
会
島
根
支
部
の
支
部
長
山
扮
め
た
。

《
参
考
文
献
》

前
掲
『
島
根
県
歴
史
人
物
広
』
。
内
藤
正
中
爲
根
県
関
係
衆
議
院
議
県
横
地
■
別
得
票

一
芦
(
『
郷
士
』
第
一
三
号
島
根
郷
士
研
究
会
一
九
六
二
年
)
。
禦
鳶
「
島
根
旧
東
議

院
議
員
選
挙
史
(
一
)
」
(
『
郷
士
』
第
一
四
号
、
一
九
六
二
年
)
。

(
迎
吉
岡
倭
文
麿
(
一
八
四
九
S
一
八
九
七
)
。
隠
岐
国
周
吉
郡
矢
尾
村
に
生
ま
れ
る
。
式
内
社
水
郡

社
神
職
で
、
體
騒
動
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
衆
議
院
議
員
と
し
て
は
第
一
回
・
第
二
回
総

選
挙
に
当
選
。
大
成
会
、
協
同
倶
楽
部
、
独
立
倶
楽
部
に
所
属
し
た
(
前
掲
『
島
根
県
歴
史
人
物

事
典
』
。
前
掲
『
議
会
制
度
百
賃
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
)
。

(
蝿
)
『
東
京
日
日
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
一
 
0
月
一
日
「
鉄
道
買
上
に
関
す
る
衆
議
院
議
員
の
意
向
」
)
。

翁
)
鉄
首
挿
物
館
所
蔵
。

(
釦
)
請
願
書
で
は
官
雫
の
実
現
を
希
望
し
つ
つ
も
、
一
方
で
「
若
シ
官
設
鉄
道
ヲ
敷
設
ス
ル
能
ハ
ス

ト
セ
ハ
日
本
鉄
道
会
社
九
州
鉄
道
会
社
ノ
如
ク
相
当
ノ
保
証
ヲ
与
へ
一
フ
レ
ン
事
ヲ
請
願
仕
候
」
と

あ
る
よ
う
に
私
設
で
の
実
現
に
も
含
み
を
持
た
せ
て
い
た
。

兪
)
『
山
陰
新
閉
』
全
八
九
0
年
一
月
一
四
日
「
鳥
取
の
鉄
道
邑
。
同
(
一
八
九
0
年
一
月
二
0
日
「
鉄

道
に
か
ン
る
協
議
遂
編
ら
ず
」
)
。

(
認
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
九
一
年
六
月
二
日
「
立
石
代
議
士
来
ら
ん
と
t
」
)
。
同
(

午
七
河

七
日
「
両
山
鉄
道
に
就
て
(
鳥
取
新
報
)
」
)
。
同
(
一
八
九
一
年
八
打
1
 
「
仟
伯
鉄
道
の
布
設
舗

願
」
)
。
同
(
一
八
九
一
年
八
旦
工
日
「
作
伯
鉄
道
」
)
。

(
認
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
六
月
一
八
日
「
官
談
道
布
設
を
請
願
せ
ん
」
)
。
ま
た
、
-
 
0
月

一
五
日
の
畢
(
「
伯
州
釜
の
成
行
(
再
記
)
」
)
で
も
「
△
屋
(
第
二
婁
=
ー
ー
引
用
者
注
)

純
発
る
国
姦
道
と
し
て
需
」
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
邑
松
下
孝
昭
『
箔
建
設
と
地
方
政
治
(
近
代
日
本
の
社
会
と
交
通
一
 
0
)
』
(
日
本
経
済
需
社
、

二
0
0
五
年
)
六
S
二
九
頁
。

翁
)
岡
本
俗
(
一
八
四
九
S
一
九
三
己
。
那
賀
郡
静
村
現
浜
田
也
の
出
旦
後
野
村
戸
長
を

務
め
た
の
ち
一
八
八
七
年
に
冬
誓
と
な
り
、
一
八
九
0
年
に
は
冬
副
議
長
に
就
任
し
た
。

一
ハ
ハ
ニ
年
に
石
見
立
憲
改
進
党
を
結
成
し
た
り
、
浜
田
銀
行
の
初
代
頭
取
と
な
る
な
ど
地
方
政

財
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
(
前
掲
『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』
)
。

(
鶚
)
『
山
陰
翻
』
(
一
八
九
一
年
五
月
八
日
「
浜
田
広
島
間
馬
車
鉄
道
を
敷
設
せ
ん
と
す
」
)
。

兪
)
同
前
の
記
事
に
記
載
。

露
)
前
響
川
『
日
本
史
小
百
科
,
近
代
,
<
鉄
道
>
』
三
七
S
三
0
真

翁
)
前
掲
『
島
根
県
大
百
科
事
典
上
巻
』
五
三
八
頁
(
牒
忠
・
畑
勉
担
当
「
芸
石
街
道
」
)

0

而
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
五
月
八
日
「
浜
田
広
島
問
馬
車
鉄
道
を
敷
設
せ
ん
と
す
」
)
。

(
釦
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
二
年
三
月
二
七
日
「
浜
広
馬
車
鉄
道
に
就
て
」
)
。
同
(
一
八
九
二
年
三
月

二
九
日
「
広
欝
史
本
社
登
に
就
て
」
)
。
同
(
一
八
九
二
年
五
月
一
五
日
「
芸
石
馬
車
株
式
会
社
」
)
。

(
個
)
『
山
陛
薪
閉
』
(
一
八
九
一
年
九
月
三
二
日
「
広
浜
馬
吏
=
社
に
就
て
(
芸
備
日
々
)
」
)
。
同
(
一
八
九
二

年
五
月
一
五
日
「
芸
石
馬
車
株
式
会
社
」
)
。

(
錫
)
日
清
陛
期
の
浜
田
S
広
島
間
の
鉄
道
敷
霊
動
に
関
し
て
は
、
【
言
に
あ
る
よ
う
に
『
新
修
島

根
畠
(
通
史
編
二
)
』
・
『
島
根
県
大
百
科
事
典
上
巻
』
に
ょ
っ
て
私
談
鄭
画
倉
殺
道

芸
張
道
)
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
私
設
鉄
道
計
画
の
挫
折
後

そ
れ
に
代
わ
っ
て
盛
り
上
が
る
官
設
方
式
で
の
箔
敷
釜
動
を
松
下
孝
昭
氏
が
代
議
士
・
恒

松
隆
慶
の
活
動
を
軸
に
地
方
政
治
史
の
視
奈
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
松
下
孝
昭
「
地
方
鉄
道

ノ＼

九
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の
形
成
過
程
1
広
島
県
の
場
合
ι
〔
山
本
四
篇
『
近
代
日
本
の
政
党
上
後
』
、
東
京
創
元
社

一
九
九
一
年
〕
、
前
掲
松
下
『
鉄
道
建
設
と
地
方
政
治
』
一
四
九
S
一
五
一
頁
)
。

(
熨
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
八
月
七
日
「
広
欝
市
谷
社
」
)
。
同
(
一
八
九
一
年
八
月
一
四
日
「
広

浜
馬
史
=
社
馬
車
の
試
運
転
」
)
。

(
備
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
九
二
年
三
月
五
日
「
覆
間
の
県
詳
」
)
。

(
飴
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
二
年
三
月
二
九
日
「
広
欝
史
=
社
登
経
て
」
)
。

(
包
『
山
野
聞
』
(
一
八
九
二
年
五
月
三
日
「
芸
石
馬
車
焚
会
社
(
設
立
閉
置
か
る
)
」
)
。

露
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
九
二
年
五
月
一
五
日
「
芸
石
馬
車
株
式
会
社
」
)
。
同
(
一
八
九
二
午
五
門
厶
0
日
、

芸
石
馬
車
株
式
会
社
広
告
)
。
創
業
零
の
開
催
日
に
つ
い
て
は
二
つ
の
記
半
異
同
が
あ
る
。

(
釣
)
広
告
に
ょ
る
と
、
芸
石
馬
車
株
式
会
社
の
取
締
役
は
栗
裕
武
・
岡
本
俊
信
・
欝
永
助
・
横
山

直
内
・
保
田
八
十
吉
監
査
役
は
岡
野
七
右
衛
門
・
桐
原
恒
三
郎
・
山
崎
定
静
、
支
配
人
は
田
村
登
・

中
野
熨
刈
で
あ
る
。
ま
た
、
広
島
本
社
は
五
月
一
五
日
、
浜
田
支
社
は
二
0
日
よ
り
開
設
と
あ
る
。

(
和
)
『
山
男
閉
』
(
一
八
九
二
年
三
月
二
九
日
「
芸
石
馬
史
=
社
の
存
廃
」
)
。

介
)
『
山
野
聞
』
(
一
八
九
二
年
ご
一
月
一
日
「
芸
石
馬
車
会
社
の
解
散
」
)
。

(
花
)
『
山
野
聞
』
(
一
八
九
三
年
一
月
一
四
日
「
芸
石
馬
車
会
社
石
製
田
支
社
の
株
主
臨
時
墾
」
)
。

同
(
一
八
九
三
年
三
月
τ
百
「
芸
石
馬
車
株
式
会
社
支
社
の
株
主
臨
時
会
(
浜
田
)
」
)
。
後
者
の

記
事
に
ょ
る
と
、
浜
田
支
社
は
「
浜
田
郷
津
問
」
の
営
業
を
目
論
ん
で
い
る
。

(
袷
)
老
川
慶
喜
『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
(
近
代
日
本
の
社
会
と
交
通
三
)
』
(
日
本
僻
評
論
社
、

二
0
0
八
年
)
一
兎
孟
早
・
第
五
章
。

元
)
前
掲
『
日
本
鉄
道
史
』
上
編
九
一
玉
S
九
四
六
頁
。

(
乃
)
政
府
の
私
鉄
買
収
計
画
に
つ
い
て
は
九
月
頃
よ
り
、
同
月
三
百
付
「
釜
問
題
相
定
ま
る
」
・
同

二
0
日
付
「
鉄
道
買
上
の
議
決
t
」
等
の
記
事
に
ょ
っ
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
祐
)
{
夫
業
協
会
と
は
帝
国
実
業
協
会
の
と
と
で
あ
る
。
同
会
は
、
か
つ
て
第
一
英
=
で
の
佐
藤
里
治
提

出
の
動
議
に
共
鳴
し
て
い
た
、
政
府
の
積
極
的
な
鉄
道
事
業
に
関
心
を
も
つ
代
議
士
ら
が
第
二
議

会
に
向
け
て
誘
を
強
化
す
る
た
め
に
結
成
し
て
い
た
議
員
集
団
で
あ
る
(
前
掲
松
下
『
近
代
日

本
の
鉄
道
底
東
』
四
三
真
前
掲
松
下
『
鉄
道
建
設
と
地
方
政
治
』
三
七
・
三
八
頁
)
。

(
弓
参
秦
部
調
査
「
鉄
道
の
笛
玉
に
関
す
る
舞
」
(
一
八
九
一
年
)
。
同
書
は
小
谷
松
次
郎
(
編
発
行
)

『
鉄
悪
見
全
集
』
(
東
墨
、
一
八
九
二
缶
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
鉄
道
意
見
全
隹
盃

は
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
丁
老
川
慶
漸
『
明
諭
鉄
道
史
資
料
』
第
Ⅱ
期
第
二
集
・

第
一
九
巻
鉄
誓
見
全
集
(
日
轟
需
輕
、
一
九
八
八
年
)
に
停
剣
さ
れ
て
い
る
。

(
袷
)
松
下
詣
「
釜
経
路
選
定
問
題
と
陸
軍
」
令
日
本
史
研
究
』
第
四
三
一
号
、
一
九
九
九
年
)

三
<
・
二
七
真
前
掲
松
下
『
近
代
日
本
の
鉄
道
黎
宋
』
三
三
真

(
円
)
前
掲
松
下
「
箔
儒
県
問
題
と
陸
軍
」
一
天
・
二
七
頁
。

(
朋
)
同
前
二
五
・
二
六
頁
。

(
釘
)
こ
う
し
た
、
連
の
文
献
の
内
容
や
そ
の
比
瞥
関
し
て
は
前
掲
松
下
「
鉄
道
経
路
選
定
問
題
と
陸

軍
」
を
参
照
の
こ
と
。

(
認
)
「
陸
一
岩
の
箔
鼎
(
日
本
)
」
は
「
鉄
道
の
軍
事
に
関
す
る
定
義
」
の
要
竿
あ
っ
た
が
、
「
縦

貫
鉄
道
」
と
「
支
線
」
の
項
目
は
要
智
れ
て
お
ら
ず
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
同
書
器
の
「
幹

線
鉄
道
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

烹
よ
り
弘
前
を
過
き
大
館
に
出
て
花
輪
新
町
浄
法
寺
を
経
て
一
ノ
戸
に
至
り
或
ハ
大

館
よ
り
毛
馬
内
大
湯
、
田
子
、
三
戸
を
経
て
一
ノ
戸
に
出
る
も
可
な
り

一
ノ
戸
よ
り
盛
岡
、
磐
井
南
小
牛
田
松
山
、
 
N
、
七
北
田
仙
台
茂
庭
川
崎
圓
田

{
員
白
石
、
糎
四
、
字
都
呂
を
経
て
小
山
に
至
る

小
山
よ
り
大
宮
を
経
て
東
尿
に
至
り
並
に
大
宮
よ
り
高
崎
に
至
る
其
他
小
山
よ
り
足
利
、
熊
谷

前
伊
七
経
て
高
暫
至
る
鴛
に
も
縦
貫
鉄
道
の
性
質
を
与
ふ
る
を
要
す
是
れ
仙
台
よ
り
東
京

を
経
す
し
て
直
接
に
名
古
屋
と
車
紹
し
以
て
大
に
其
運
搬
農
を
増
加
せ
ん
か
為
め
な
り

高
崎
よ
り
上
田
松
本
を
過
き
洗
馬
に
出
て
福
島
、
中
津
川
を
経
て
名
古
屋
に
至
り
或
ハ
洗

馬
よ
り
諏
訪
、
飯
田
、
足
助
嘉
て
名
古
屋
に
至
る
も
可
な
り
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名
古
屋
よ
り
岐
阜
、
米
原
、
大
津
、
京
都
大
坂
神
戸
、
明
石
を
経
て
姫
路
に
至
る

大
坂
姫
路
間
の
海
岸
鉄
道
万
一
不
通
と
な
り
た
る
時
交
通
の
確
実
を
期
t
る
為
め
京
都
園

部
、
笹
山
高
岡
姫
路
間
に
黒
を
布
設
す
る
を
可
と
す

姫
路
よ
り
岡
山
、
尾
の
道
広
島
廿
日
市
津
岡
六
日
市
柿
木
、
津
和
野
山
口
、
上
郷
、

岩
永
、
種
、
吉
田
田
部
内
日
下
小
野
を
経
て
下
の
関
に
至
る

(
器
)
両
法
案
の
条
文
は
前
掲
『
日
本
鉄
道
史
』
上
編
(
九
四
九
S
九
五
一
頁
)
を
姦
の
こ
と
。
両
法

案
に
つ
い
て
は
井
上
の
「
釜
政
略
二
関
ス
ル
議
」
の
趣
旨
を
政
P
邵
内
で
の
壽
を
経
る

な
か
で
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
松
下
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
前
掲
松
下
『
近
代
日
本

の
鉄
道
祭
』
)
。

余
)
前
掲
松
下
『
鉄
道
建
設
と
地
方
政
治
』
二
七
・
ニ
ハ
頁
。

(
舗
)
「
鉄
道
政
略
二
関
ス
ル
議
」
に
て
三
一
原
馬
関
線
」
は
「
本
線
ハ
延
長
凡
百
五
十
九
哩
ニ
シ
テ
山

陽
鉄
道
会
社
力
布
設
ノ
権
利
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
同
社
ハ
三
原
以
西
ノ
玉
ヲ
中
止
セ
ル
ヲ

以
テ
後
条
二
論
ス
ル
私
談
道
買
収
策
ヲ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
ハ
直
チ
ニ
布
設
ノ
県
ヲ
要
ス
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
(
前
掲
『
日
本
鉄
道
史
』
上
編
、
九
二
0
・
九
三
頁
)
。

(
舗
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
九
月
二
二
日
「
政
府
鉄
道
の
方
針
を
発
表
せ
ん
と
す
」
)
。
こ
う
し
た

動
き
に
つ
い
て
は
前
掲
松
下
『
近
代
日
本
の
鉄
道
略
』
三
三
真
原
田
勝
正
「
鉄
道
敷
陰
制

定
の
前
提
」
(
『
日
本
歴
史
』
第
二
0
八
号
一
九
六
五
年
)
三
九
S
四
一
頁
を
姦
の
こ
と
。

(
釘
)
『
山
陰
新
聞
』
は
一
八
九
一
年
一
 
0
月
五
日
(
月
曜
日
)
が
休
刊
で
あ
り
、
こ
の
号
が
次
号
と
な
る
。

(
器
)
前
掲
松
下
「
鉄
道
経
路
選
定
問
題
と
陸
軍
」
。
前
掲
松
下
『
鉄
道
建
設
と
地
方
政
治
』
第
五
章
。

(
諦
茎
月
木
栄
一
『
鉄
道
忌
避
伝
説
の
謎
汽
車
が
来
た
町
来
な
か
っ
た
町
』
(
吉
川
弘
文
館
、

二
0
0
六
年
)
ご
三
真

(
卯
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
一
 
0
月
一
四
日
「
山
陰
鉄
道
論
の
社
生
口
」
)
。
こ
の
時
点
で
は
一
九
日

に
発
表
と
し
て
い
る
が
、
翌
日
付
「
山
陰
鉄
道
論
の
社
告
」
に
て
、
-
0
Π
に
訂
正
さ
れ
る
。
ま
た
、

同
論
発
表
当
日
は
さ
ら
に
急
邊
三
0
0
部
を
増
刷
し
た
上
さ
れ
る
令
山
陰
新
聞
』
丁
八
九
一
年

-
 
0
児
二
0
日
「
山
陰
鉄
道
論
」
)
。

(
町
)
前
掲
老
川
『
近
代
日
本
の
鉄
道
懲
』
第
三
章
第
二
節
。

(
兜
)
「
山
陰
鉄
需
」
で
は
帝
国
焚
本
前
で
政
府
、
自
由
・
改
進
各
党
と
も
「
鉄
道
国
日
疋
」
が
工
疋

し
な
い
今
(
「
未
決
の
問
」
)
こ
そ
目
的
を
達
成
さ
せ
る
好
機
だ
と
し
て
い
る
。
同
雫
は
今
後
の

器
(
「
山
陰
鉄
道
」
の
緊
要
性
の
周
知
)
の
方
策
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
政

響
部
署
軍
部
、
貴
衆
両
院
へ
臨
書
を
「
山
陰
轟
合
し
て
」
提
出
↓
②
山
陰
道
出
身
の
貴

衆
両
需
員
・
高
等
官
・
有
志
者
島
根
・
鳥
取
両
県
知
事
ら
に
ょ
る
「
一
大
山
陰
道
会
」
を
東

京
に
設
立
(
来
月
上
旬
)
↓
③
「
山
陰
鉄
道
期
成
同
盟
会
」
を
竪
し
絶
え
ず
運
動
を
行
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

露
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
一
 
0
月
二
0
日
「
当
畏
道
曹
消
息
」
)
。

(
餌
)
係
喜
八
郎
。
松
江
市
(
白
潟
本
町
)
の
大
地
主
。
こ
の
と
き
稔
吏
=
議
員
で
あ
り
と
の
の

ち
二
代
目
零
議
長
に
就
任
す
る
(
一
八
九
二
年
三
月
S
一
八
九
七
年
)
。
ま
た
、
松
江
商
業
会
議

所
の
特
別
会
員
に
名
を
連
ね
る
な
ど
、
松
江
を
代
表
t
る
有
力
者
で
あ
る
。
一
方
で
佐
藤
家
は

一
九
一
九
年
に
九
三
町
歩
の
士
地
を
所
有
す
る
な
ど
、
旧
丙
有
数
の
大
地
主
で
も
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
佐
藤
は
鉄
道
敷
羅
動
の
み
な
ら
ず
、
帝
国
議
会
に
て
農
轟
験
場
陰
の
語
を
行
う

な
ど
地
域
振
興
に
対
し
て
関
心
の
高
い
人
物
で
あ
る
(
こ
の
請
願
に
関
し
て
は
前
掲
阿
部
ヨ
裏
日

本
」
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
』
二
五
五
・
二
五
六
頁
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
)
。

《
参
考
文
献
》

渋
谷
隆
牙
陶
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
器
覧
島
根
県
編
二
』
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
八
年
)
所
収
、
「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
第
二
版
」
(
一
八
九
八
年
)
。
同
上
所
収
、
島

根
県
農
会
調
査
「
島
根
県
の
大
地
主
」
(
一
九
一
九
年
)
。

(
鮖
)
高
橋
久
次
郎
に
関
し
て
は
注
妬
を
参
照
。

(
鮖
)
『
山
陰
新
開
』
(
一
八
九
一
年
三
月
七
日
「
高
橋
代
雫
の
送
別
会
」
)
。

(
町
)
福
岡
世
徳
(
一
八
四
九
S
一
九
二
七
)
。
初
袋
江
市
長
。
福
岡
は
松
江
藩
士
吉
田
蔵
六
の
次
男
と
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し
て
生
ま
れ
藩
士
福
岡
至
仙
の
長
女
松
と
結
婚
。
同
家
を
継
い
だ
。
松
縛
士
と
し
て
は
砲
術

士
御
番
方
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
一
八
七
0
年
一
0
月
に
松
江
藩
権
大
属
、
一
八
七
二
午
八

月
に
は
島
根
鞭
大
属
に
任
じ
ら
れ
上
京
し
た
。
帰
郷
後
は
教
育
界
に
転
じ
て
松
江
雑
賀
南
小
学

校
教
員
な
ど
を
務
め
た
。
一
八
八
三
年
に
は
司
法
省
の
試
験
を
受
け
て
代
言
人
の
免
許
を
取
得
し

市
長
就
任
ま
で
そ
の
職
を
幾
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
福
岡
は
地
域
の
自
由
民
権
運
動
に
お
い
て

指
導
的
役
割
を
果
し
た
。
出
雲
国
有
志
人
民
総
代
に
ょ
る
国
会
開
設
請
願
の
松
江
で
の
会
合
で
は

議
長
と
し
て
議
事
を
運
営
し
、
請
願
書
を
決
定
し
上
京
委
員
を
淫
し
た
。
一

年
一
一
月

に
は
同
志
ら
と
山
陰
自
由
党
を
結
成
し
、
福
岡
は
党
幹
事
と
な
っ
た
。
ま
た
、
翌
年
五
月
創
刊
の

『
山
陰
新
聞
』
に
参
画
し
、
印
刷
長
と
し
て
自
由
党
系
の
論
陣
を
張
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
九

年
四
月
に
松
江
に
市
制
が
施
行
さ
れ
る
や
市
長
長
ば
れ
以
後
一
九
三
年
七
月
ま
で
四
期

ニ
ニ
年
間
務
め
た
。
な
お
福
岡
は
政
治
的
に
は
自
由
党
↓
政
友
会
に
属
し
た
。
市
長
退
任
後
の

一
九
三
一
年
五
月
の
第
三
黒
選
挙
で
は
市
部
か
ら
政
友
会
の
候
補
と
し
て
立
候
補
し
当
選
し

た
(
前
掲
『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』
、
前
掲
『
明
治
百
鴛
根
の
百
傑
』
)
。

(
兜
)
=
島
佐
次
右
衛
門
(
七
代
旦
(
一
八
五
二
S
一
九
一
 
0
)
。
松
江
の
山
口
家
に
生
ま
れ
豊
三
郎
と

言
い
、
藩
政
時
代
蝋
座
を
営
ん
だ
三
島
家
の
養
子
に
入
る
(
一
八
八
七
午
七
代
目
佐
次
為
門

と
な
る
)
。
一
八
八
九
年
、
松
本
歓
次
郎
ら
と
と
も
に
松
顎
行
を
創
設
し
、
一
八
九
八
年
に
は
松

ル
商
業
会
議
所
二
代
目
会
頭
と
な
る
な
ど
地
方
経
済
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
山
陰

貯
蓄
銀
行
や
島
根
県
農
工
銀
行
の
各
頭
取
と
な
っ
た
り
、
馬
潟
港
浚
諜
や
松
江
駅
開
荏
尽
力
し

た
(
前
掲
『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』
)
。
ま
た
、
三
島
家
は
一
九
二
四
年
時
1
五
九
・
八
町
歩
の

耕
地
を
所
有
す
る
な
ど
、
旨
姦
の
地
主
で
も
あ
る
(
農
商
務
希
『
五
十
町
歩
以
上
ノ
大
地
主
一

一
九
二
四
年
)
。

爾
)
県
金
太
郎
(
一
八
六
O
S
.
一
九
王
<
)
。
島
根
一
中
東
京
専
問
学
校
に
て
学
ぶ
。
太
靈
秀
佼
山

陰
誘
社
に
入
社
。
同
社
で
は
玉
、
一
九
0
一
年
頃
か
ら
社
長
経
任
す
る
。
新
聞
記
者
の
一

方
で
、
松
江
吏
誕
貝
汎
公
互
轉
貝
(
一
八
八
七
年
、
大
原
郡
)
と
な
り
、
衆
議
院
選
挙
に
も
出

馬
し
た
。
衆
議
院
選
挙
で
は
第
一
回
か
ら
四
回
連
続
次
点
で
落
選
、
一
九
0
四
午
の
第
九
回
総
選

挙
に
て
巡
し
た
(
前
掲
『
島
根
髭
史
人
物
事
典
』
)
。

(
血
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
三
月
二
七
日
禾
市
の
山
陰
鉄
道
協
焚
=
」
)
。

(
呪
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
一
年
三
月
二
八
日
一
山
陰
鉄
首
誘
議
会
」
)
。

(
鵬
)
森
田
幹
(
一
八
四
五
S
一
九
一
七
)
。
岡
村
平
一
の
長
男
と
し
て
邑
美
郡
今
町
に
生
ま
れ
同
郡

上
町
の
鳥
取
藩
士
森
尻
蔵
の
養
子
と
な
り
家
督
を
親
し
た
。
維
新
の
際
上
京
し
正
親
町
三
条

殿
の
守
衛
、
さ
ら
に
海
軍
に
移
り
、
徳
島
県
警
部
を
奉
職
し
た
。
征
韓
論
が
起
こ
る
と
政
府
に
不

満
を
抱
嘉
郷
し
て
邑
美
弐
塾
・
共
立
社
に
参
加
し
た
。
鳥
取
中
学
校
校
長
(
一
八
七
四
年
)
、
島

根
・
叢
両
県
併
合
時
代
の
島
根
県
霧
課
長
と
な
り
、
鳥
取
県
再
置
荏
は
汗
入
会
見
、
岩

美
の
各
郡
長
を
歴
任
し
た
。
島
根
・
鳥
取
両
号
合
時
代
に
は
境
県
令
の
側
近
と
し
て
因
伯
二
州

の
<
厳
誓
努
め
た
。
ま
た
二
八
九
0
午
の
第
一
黒
選
学
呉
=
議
員
の
門
脇
重
雄
を
推
し
、

部
下
の
郡
吏
員
を
奔
走
さ
せ
て
問
題
を
起
し
た
。
同
年
に
依
願
免
官
(
新
日
本
海
新
聞
社
鳥
取
県

大
百
科
事
典
編
集
員
会
編
『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』
〔
新
日
本
海
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
〕
)
。

(
削
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
九
一
年
二
河
一
日
「
私
設
山
艇
道
論
」
)
。

(
妨
)
『
山
陰
新
閉
』
(
一
八
九
一
年
三
好
二
九
日
「
山
陰
鉄
碇
設
を
隣
せ
ん
と
す
」
)
。
同
(
一
八
九
一

年
一
一
旦
日
「
私
設
山
陰
鉄
道
論
」
)
。

(
鵬
)
本
文
で
は
省
略
し
た
が
、
以
下
の
よ
う
な
県
会
議
員
の
動
き
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
『
山
陰
新
聞
』

一
八
九
一
年
三
月
一
八
日
「
山
陰
諮
問
題
の
汝
」
)
。
こ
の
呈
胴
願
」
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。

旧
谷
議
晶
氏
中
に
ハ
五
六
の
人
々
幸
ひ
に
当
市
(
栓
引
用
者
注
)
に
ハ
寄
々
有
志
者

中
に
釜
問
題
も
起
り
居
る
こ
と
な
れ
ぱ
各
郡
々
の
同
志
会
ハ
後
日
長
り
取
敢
ず
当
市
の

有
志
と
蓉
し
て
詰
願
せ
ぱ
や
と
の
意
見
を
有
す
る
も
の
あ
り
し
由
な
れ
ど
も
ご
一
の
人
物

(
蛤
)
高
城
権
八
(
生
年
不
詳
S
一
八
九
八
)
。
も
と
松
江
藩
士
で
、
維
新
後
は
株
枩
W
と
と
も
に

松
江
城
の
存
置
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
。
一
八
八
九
午
松
江
吏
=
議
員
選
挙
に
当
選
(
二
祭
員
)
、

一
八
九
二
年
に
議
長
代
理
と
な
る
(
前
掲
『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』
ほ
か
)
。

八
八
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が
故
障
を
入
れ
冬
議
員
ハ
議
員
だ
け
に
て
語
す
る
こ
と
に
略
疋
せ
し
と

ま
た
、
三
月
二
八
日
に
鳥
取
県
米
子
町
で
開
催
さ
れ
た
島
根
鳥
取
両
県
懇
親
会
の
席
上
に
お
い

て
、
岡
本
金
太
郎
が
「
山
陰
鉄
道
布
設
の
今
日
に
緊
急
切
迫
せ
る
こ
と
」
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が

確
雫
き
る
令
山
陰
新
聞
』
一
八
九
一
年
三
月
一
日
「
両
県
器
会
の
詳
報
」
)
。

(
断
)
『
山
霧
閉
』
(
一
八
九
一
年
三
月
三
日
「
津
和
野
の
軍
事
箔
に
付
き
」
)
。

(
鵬
)
前
掲
『
日
本
鉄
道
史
』
上
編
九
四
九
S
九
五
一
頁
。
「
鉄
道
公
債
法
安
太
」
第
一
条
記
曾
官
談

道
予
定
線
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
神
奈
川
県
八
王
子
ヨ
リ
山
置
甲
府
三
主
ル
釜
」
、
②
「
広

島
県
三
原
ヨ
リ
山
口
県
下
ノ
関
二
至
ル
鉄
道
」
、
③
「
佐
賀
県
佐
賀
ヨ
リ
長
崎
唄
復
穫
二
至
ル
鉄

道
」
、
④
「
日
本
鉄
道
会
社
鉄
道
白
河
仙
台
間
線
路
ヨ
リ
山
形
県
山
形
秋
田
県
秋
田
ヲ
経
テ
青
索

青
森
二
至
ル
鉄
道
」
、
⑤
「
官
設
鉄
道
警
鴛
ヨ
リ
福
井
県
福
井
石
川
県
金
沢
ヲ
経
テ
富
山
県
冨

山
二
至
ル
鉄
道
」
、
⑥
「
新
潟
各
江
津
ヨ
リ
新
発
田
二
至
ル
鉄
道
及
森
ヨ
リ
分
岐
シ
テ
鷲
若

ク
ハ
其
近
傍
二
至
ル
鉄
道
」
、
(
⑦
「
既
成
官
私
設
鉄
道
二
要
ス
ル
軍
用
停
車
場
及
其
挫
塑
X
線
」
)
。

(
轡
前
掲
『
日
本
鉄
道
史
』
上
編
九
五
一
・
九
五
二
亘
和
田
洋
「
初
翻
会
と
鉄
道
問
題
」
(
『
史
学

祭
』
第
八
四
儒
一
0
号
一
九
七
五
年
)
。
前
掲
松
下
『
近
代
日
本
の
鉄
道
務
』
第
.
意

余
)
国
立
公
文
皇
晶
所
蔵
え
厶
文
繋
明
治
二
四
年
巻
三
十
九
』
所
収
。

金
)
「
鉄
道
拡
張
法
案
」
第
二
条
器
の
山
陰
関
係
路
線
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

山
陰
線

工
目
談
道
京
隷
路
ヨ
リ
同
府
為
及
宮
津
ヲ
経
テ
鳥
取
県
鳥
取
二
至
ル
鉄
道

一
山
陽
鉄
道
会
社
鉄
道
姫
鞭
路
若
ク
ハ
其
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
鳥
取
島
根
県
松
江
及
浜
田
ヲ
経

テ
山
口
県
山
口
若
ク
ハ
其
近
傍
二
至
ル
鉄
道

ニ
÷
〕

一
山
陽
鉄
漠
=
社
鉄
道
岡
山
線
路
若
ク
ハ
其
近
傍
ヨ
リ
鳥
取
県
米
子
及
島
根
県
境
二
至
ル
箔

一
広
島
県
広
島
ヨ
リ
島
根
県
浜
田
二
至
ル
鉄
道

(
地
)
佐
々
田
は
第
二
議
会
で
私
談
道
買
収
法
案
排
査
噛
別
委
貝
長
ば
れ
て
い
る
(
大
日
本
・
高
議

△
五
"
行
△
五
陶
『
大
日
本
帝
国
議
厶
互
四
第
、
巻
?
九
二
六
年
〕
一
四
四
二
頁
)
。

(
山
)
岡
崎
運
兵
衛
(
一
八
五
O
S
一
九
一
九
)
。
明
珂
の
県
政
財
界
の
り
ー
ダ
ー
的
存
在
。
岡
崎
は
神

門
郡
稗
原
村
の
地
主
高
橋
佐
十
郎
の
二
男
に
生
ま
れ
一
0
歳
に
し
て
松
江
竪
町
の
岡
崎
家
の
養

子
に
入
り
、
霽
を
洪
だ
金
代
目
運
兵
衛
器
)
。
岡
崎
は
地
方
政
界
に
て
は
、
一
八
八
三
年

に
は
冬
議
員
(
翌
年
副
議
長
一
八
九
0
年
に
は
議
長
と
な
る
)
、
一
八
八
九
年
に
松
江
に
市
制

硲
行
さ
れ
る
と
初
代
吏
=
議
長
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
岡
崎
は
衆
議
需
員
と
し
て
第
一
黒

選
き
立
候
補
し
巡
し
た
。
以
来
第
二
回
、
第
七
回
、
第
八
回
(
繰
上
げ
)
、
第
一
 
0
回
第

三
回
、
第
一
三
回
と
計
七
回
の
当
選
を
果
た
し
た
。
岡
崎
は
当
初
自
由
党
系
で
、
県
議
時
代
に

は
佐
々
田
懋
・
佐
々
木
善
右
衛
門
な
ど
の
改
進
党
系
長
近
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
衆

議
院
議
員
と
な
っ
て
か
ら
の
所
属
党
派
は
、
大
成
会
↓
独
立
条
部
、
帝
国
党
↓
大
同
条
部
↓

立
憲
同
志
会
↓
憲
政
会
と
、
岡
崎
は
県
政
界
に
お
け
る
非
政
友
系
の
重
鎮
で
あ
っ
た
(
前
掲
『
明

治
百
鴛
根
の
百
傑
』
、
前
掲
内
藤
「
島
根
県
関
係
衆
議
院
議
員
選
挙
候
地
佃
別
得
票
区
邑
。
そ

の
器
は
一
八
七
九
年
の
『
松
江
新
聞
』
以
来
新
閉
事
業
に
深
く
関
わ
る
が
、
一
九
0
一
年
に
は

非
政
友
系
の
『
松
陽
新
報
』
を
創
刊
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
崎
は
こ
う
し
た
政
治
活
動
の
一
方
、

産
業
資
本
家
と
し
て
交
通
・
産
業
な
ど
の
地
域
振
興
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
な
お
、
岡
崎
家
は

一
九
二
四
年
時
点
(
岡
崎
国
邑
で
五
七
・
六
町
歩
の
松
を
所
有
す
る
旨
有
数
の
大
地
主
で
も

あ
る
(
前
掲
農
商
務
省
編
竪
十
町
歩
以
上
ノ
大
地
主
』
)
。

余
)
「
釜
拡
張
法
案
」
は
帝
国
実
業
協
会
に
属
す
る
議
員
に
ょ
っ
て
提
出
さ
れ
た
が
(
前
掲
松
下
『
近

代
日
本
の
鉄
首
詔
』
四
三
真
前
稔
下
『
讐
趣
設
と
地
方
政
治
』
三
七
・
三
八
亘
『
山
陰
新
聞
』

(
一
八
九
一
年
三
河
一
七
日
更
業
焚
お
代
墜
」
)
は
島
根
県
選
出
代
議
士
の
な
か
で
は
佐
々

田
と
菅
了
法
(
邑
智
郡
独
立
条
部
)
の
二
名
が
泰
協
厶
苔
貝
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。

余
)
前
掲
「
鉄
道
拡
張
法
案
」
に
付
属

(
山
)
『
山
陰
新
聞
』
(
一
八
九
二
年
五
月
二
四
日
「
山
陰
鉄
道
布
設
の
請
願
」
)
。

(
川
)
『
山
賦
断
開
』
つ
八
九
二
郁
六
打
、
Π
「
山
陰
箔
布
設
語
の
件
に
付
き
」
)
。

余
)
鉄
道
博
物
館
所
蔵
。
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(
山
)
前
掲
内
藤
『
島
根
県
の
百
年
』
九
五
S
九
七
頁
。

(
即
)
島
根
県
所
蔵
古
文
聿
具
溥
冊
三
モ
0
 
(
八
'
八
)
『
籠
手
田
知
事

(
Ⅸ
)
『
山
野
聞
』
(
一
八
九
一
年
六
月
一
七
日
・
一
西
日
・
七
月
二
日

【
表
】
に
関
係
す
る
参
考
文
献
一
既
旻
年
代
順
)

上
野
富
太
郎
・
野
奪
一
儒
『
松
江
嘉
』
(
弁
市
一
九
四
年
)
(
一
九
七
三
午
、
名
若
出
版

よ
り
存
剣
)

山
陰
日
日
新
聞
島
根
支
社
編
『
松
江
八
百
八
町
内
物
語
白
潟
の
巻
』
(
山
陰
日
日
新
聞
社
二
九
五
五
年
)

松
江
嘉
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
松
江
嘉
』
(
稔
市
一
九
六
二
年
)

内
肇
中
「
島
根
県
下
鉄
道
終
傑
轟
(
一
)
一
令
島
根
地
方
史
研
究
』
第
一
九
号
、
県
郷
士
研

究
会
一
九
六
四
年
)

『
新
修
蔦
根
号
』
通
史
編
二
近
代
(
島
根
県
、
一
九
六
七
年
)

高
尾
圭
口
狸
・
内
藤
正
中
執
筆
『
松
江
商
工
会
議
所
七
十
賃
』
(
松
江
商
工
会
議
所
、
九
六
七
年
)

N
H
K
松
江
放
送
編
『
島
根
の
百
年
』
(
報
光
社
、
一
九
六
八
年
)

松
村
英
男
編
『
島
根
百
年
』
(
毎
日
新
閉
社
、
一
九
六
八
包

内
藤
正
中
『
島
根
県
の
歴
史
(
量
シ
リ
ー
ズ
三
二
)
』
(
山
川
出
版
社
、
一
九
六
九
年
)

『
鳥
取
号
』
近
代
第
三
巻
・
僻
編
(
鳥
取
県
一
九
六
九
年
)

内
田
兼
四
郎
『
松
江
交
通
物
語
』
(
松
村
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
七
七
年
)

速
水
保
孝
編
著
『
出
雲
の
歴
史
』
(
講
睦
、
一
九
七
七
年
)

内
藤
正
中
『
わ
が
町
の
歴
史
・
松
江
』
(
文
総
合
出
版
一
九
七
九
年
)

松
江
吏
零
編
集
・
発
行
『
松
江
市
当
參
史
』
(
沸
印
刷
、
一
九
八
一
年
)

島
根
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
・
山
陰
実
新
報
社
開
発
局
企
画
・
編
集
『
島
根
県
大
百
科
車
典
上

巻
』
(
山
陰
実
新
報
社
、
一
九
八
二
怨

語
条
事
薫
卵
波
書
』
。

「
松
江
の
商
業
」
)
。

内
藤
正
中
『
島
根
県
の
百
年
(
県
民
百
賃
三
二
)
』
命
川
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)

山
陰
実
新
邦
仕
百
年
史
編
さ
ん
貫
会
編
『
新
閉
に
見
る
山
陰
の
世
相
百
年
』
(
山
陰
実
新
軽
、

一
九
八
三
年
)

飽
井
正
夫
編
『
崖
の
鉄
道
雛
史
』
(
美
保
士
建
(
株
)
文
化
部
、
一
九
八
五
包

栓
血
繊
美
員
会
邑
市
鼎
行
一
0
0
周
鴛
念
栓
嘉
』
(
松
江
市
一
九
八
九
年
)

栓
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
・
社
団
法
人
松
誓
矢
至
篭
桐
『
稔
余
談
』
(
松
江
今
井
書
店

一
九
八
九
年
)

山
艇
道
研
究
会
・
祖
胆
疋
一
『
島
根
県
・
松
江
市
一
畑
電
気
雛
株
式
会
社
総
合
資
料
集
神
々

の
里
を
走
亀
車
た
ち
』
(
み
ど
り
印
刷
、
一
九
九
四
年
)

内
肇
編
著
『
鼎
島
根
県
の
歴
史
(
鼎
日
本
の
歴
史
三
二
)
』
(
河
出
書
一
昇
社
二
九
九
七
年
)

山
崎
弘
『
山
陰
箔
紹
』
(
今
井
出
版
二
0
0
二
年
)

山
艇
道
研
究
会
・
祖
田
定
一
『
島
根
県
・
{
女
来
市
広
瀬
鉄
道
株
式
会
社
資
料
集
歴
史
の
里
に
消

え
張
道
』
(
米
子
プ
リ
ン
ト
社
、
二
0
0
七
年
)

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
0
0
九
倭
山
陰
研
究
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
「
初
代
松
江
市
長
・
福
岡
世
徳
文
書
の
鴛
・
翻
刻
・
研
究
と
デ
仞
代
松
江
市

長
・
福
岡
松
1
史
料
と
研
究
』
(
仮
題
)
の
刊
行
」
(
課
題
番
号
0
八
9
二
。
研
究
代
表

者
・
竹
永
三
男
)
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
島
根
継
務
部

霧
課
の
谷
口
啓
子
氏
お
よ
び
鳥
取
県
立
公
文
書
館
の
清
水
太
郎
氏
に
は
史
料
等
に
関

し
て
懇
切
な
る
製
示
を
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
ぬ
も
と
り
ゆ
う
)
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